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    （その他発電用原子炉の附属施設(火災防護設備)) 
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1. 概要 

  本資料は，その他発電用原子炉の附属施設（火災防護設備）の申請設備に係る仕様設定根拠に

ついて説明するものである。 

  以下の設備の設定根拠に関する説明は，令和 2年 10 月 14 日付け原規規発第 2010147 号にて認

可された柏崎刈羽原子力発電所第 7号機の設計及び工事の計画の V-1-1-8-2「設備別記載事項の

設定根拠に関する説明書（その他発電用原子炉の附属施設(火災防護設備)）」による。 

 ・電動機駆動消火ポンプ（5号機設備，6,7 号機共用） 

 ・ディーゼル駆動消火ポンプ（5号機設備，6,7 号機共用） 

 ・ろ過水タンク（5号機設備，6,7 号機共用） 

 ・7号機 C/B 計測制御電源盤区域(B)送風機室用ハロゲン化物ボンベ（6,7 号機共用） 

 ・使用済樹脂デカントポンプ室用ハロゲン化物ボンベ（6,7 号機共用） 

 ・7号機，6号機復水移送ポンプ室用ハロゲン化物ボンベ（6,7 号機共用） 

 ・RW/B 地下 3階通路用ハロゲン化物ボンベ（6,7 号機共用） 

 ・配管室（RW/B B2F 北東），配管室（RW/B B1F 北西）用ハロゲン化物ボンベ（6,7 号機共 

用） 

 ・RW/B 地下 1階通路(B)用ハロゲン化物ボンベ（6,7 号機共用） 

 ・RW 電気品室用ハロゲン化物ボンベ（6,7 号機共用） 

 ・6号機，7号機 MG 電気品室用ハロゲン化物ボンベ（6,7 号機共用） 

 ・RW/B～C/B 間クリーンアクセス通路用ハロゲン化物ボンベ（6,7 号機共用） 

 ・6号機 C/B 計測制御電源盤区域(B)送・排風機室用ハロゲン化物ボンベ（6,7 号機共用） 

 ・6号機 HNCW 冷凍機室用ハロゲン化物ボンベ（6,7 号機共用） 

 ・配管室（R/B B3F 北西）用ハロゲン化物ボンベ（7号機設備，6,7 号機共用） 

 ・配管室・連絡トレンチ（R-B2F-21）用ハロゲン化物ボンベ（7号機設備，6,7 号機共用） 

 ・A系計装用電源室用ハロゲン化物ボンベ（7号機設備，6,7 号機共用） 

 ・階段室（An/A 3F 北西）前室用ハロゲン化物ボンベ（7号機設備，6,7 号機共用） 

 ・No.3,4 ろ過水タンク（山側ノズル）～電動機駆動消火ポンプ（5号機設備，6,7 号機共用） 

 ・No.3,4 ろ過水タンク（海側ノズル）～ディーゼル駆動消火ポンプ 5A，ディーゼル駆動消火ポ 

  ンプ 5B（5号機設備，6,7 号機共用） 

 ・給水建屋内分岐点（ポンプ吸込側）～大湊側 D/D ポンプ建屋内分岐点（5号機設備，6,7 号機 

  共用） 

 ・ディーゼル駆動消火ポンプ 5A，ディーゼル駆動消火ポンプ 5B～U43-F023（5号機設備，6,7 号 

  機共用） 

 ・電動機駆動消火ポンプ～U43-F023（5 号機設備，6,7 号機共用） 

 ・給水建屋内分岐点（ポンプ吐出側）～U43-F069 及び U43-F096（5号機設備，6,7 号機共用） 

 ・5号機原子炉建屋供給ライン分岐点～5号機 U43-F051（5 号機設備，6,7 号機共用） 

 ・トレンチ内第 1分岐点（U43-F022）～廃棄物処理建屋西側分岐点（6,7 号機共用） 

 ・トレンチ内第 2分岐点（U43-F024）～トレンチ内第 3分岐点（U43-F024）（6,7 号機共用） 

 ・U43-F052～U43-F029（6,7 号機共用） 

 ・U43-F069～U43-F051（7 号機設備，6,7 号機共用） 
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 ・U43-F051～U43-F052（7 号機設備，6,7 号機共用） 

 ・7号機 C/B 計測制御電源盤区域(B)送風機室用ハロゲン化物ボンベ～7号機 C/B 計測制御電源盤 

  区域(B)送風機室（6,7 号機共用） 

 ・使用済樹脂デカントポンプ室用ハロゲン化物ボンベ～使用済樹脂デカントポンプ室（6,7 号機 

共用） 

 ・7号機，6号機復水移送ポンプ室用ハロゲン化物ボンベ～7号機，6号機復水移送ポンプ室（ 

6,7 号機共用） 

 ・RW/B 地下 3階通路用ハロゲン化物ボンベ～RW/B 地下 3階通路（6,7 号機共用） 

 ・配管室（RW/B B2F 北東），配管室（RW/B B1F 北西）用ハロゲン化物ボンベ～分岐点 

（T6）（6,7 号機共用） 

 ・分岐点（T333）～配管室（RW/B B2F 北東）（6,7 号機共用） 

 ・分岐点（T6）～配管室（RW/B B1F 北西）（6,7 号機共用） 

 ・RW/B 地下 1階通路(B)用ハロゲン化物ボンベ～RW/B 地下 1階通路(B)（6,7 号機共用） 

 ・RW 電気品室用ハロゲン化物ボンベ～RW電気品室（6,7 号機共用） 

 ・6号機，7号機 MG 電気品室用ハロゲン化物ボンベ～6号機，7号機 MG電気品室（6,7 号機共 

用） 

 ・RW/B～C/B 間クリーンアクセス通路用ハロゲン化物ボンベ～RW/B～C/B 間クリーンアクセス通 

  路（6,7 号機共用） 

 ・6号機 C/B 計測制御電源盤区域(B)送・排風機室用ハロゲン化物ボンベ～6号機 C/B 計測制御電 

  源盤区域(B)送・排風機室（6,7 号機共用） 

 ・6号機 HNCW 冷凍機室用ハロゲン化物ボンベ～6号機 HNCW 冷凍機室（6,7 号機共用） 

 ・配管室（R/B B3F 北西）用ハロゲン化物ボンベ～配管室（R/B B3F 北西）（7号機設備， 

6,7 号機共用） 

 ・配管室・連絡トレンチ（R-B2F-21）用ハロゲン化物ボンベ～配管室・連絡トレンチ（R-B2F- 

  21）（7号機設備，6,7 号機共用） 

 ・A系計装用電源室用ハロゲン化物ボンベ～A系計装用電源室（7号機設備，6,7 号機共用） 

 ・階段室（An/A 3F 北西）前室用ハロゲン化物ボンベ～階段室（An/A 3F 北西）前室（7号 

  機設備，6,7 号機共用） 
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2. 消火設備 

 2.1 容器 

2.1.1 二酸化炭素消火設備二酸化炭素ボンベ 

名 称 

， 

用 

二酸化炭素ボンベ 

容 量 L/個 68 以上(68) 

最 高 使 用 圧 力 MPa 10.8 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 25 

【設 定 根 拠】 

（概要） 
火災発生時の煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する 

用二酸化炭素ボンベは，以下の機能を

有する。 
 

設計基準対象施設として使用する二酸化炭素ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全性

が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

設計基準対象施設として使用する二酸化炭素ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品であ

る一般汎用品型の二酸化炭素ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて定め

た容量である 68L/個以上とする。 

 

公称値については，要求される容量と同じ 68L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

設計基準対象施設として使用する二酸化炭素ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する場

所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同様の 10.8MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

設計基準対象施設として使用する二酸化炭素ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第 19

条第 5項第六号ロにより 40℃とする。 
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4. 個数 

設計基準対象施設として使用する二酸化炭素ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために，各火災区画のうち最

も多くの消火剤量を必要とするボンベ個数を設置する設計とする。また，系統分離対策が必要

な火災区域又は火災区画は，容器弁の単一故障を考慮し，消防法で要求される必要ボンベ個数

＊より 1個多い 25 個のボンベを設置する設計とする。 

 

注記＊：消防法施行規則第 19 条第 4 項第一号ロにおいて定められている消火に必要な消火剤

量により算出。 
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名 称 
用 

二酸化炭素ボンベ 

容 量 L/個 68 以上(68) 

最 高 使 用 圧 力 MPa 10.8 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 25 

【設 定 根 拠】 

（概要） 
火災発生時の煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する

用二酸化炭素ボンベは，以下の機能を有する。 

 

設計基準対象施設として使用する二酸化炭素ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全性

が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

設計基準対象施設として使用する二酸化炭素ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品であ

る一般汎用品型の二酸化炭素ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて定め

た容量である 68L/個以上とする。 

 

公称値については，要求される容量と同じ 68L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

設計基準対象施設として使用する二酸化炭素ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する場

所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同様の 10.8MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

設計基準対象施設として使用する二酸化炭素ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第 19

条第 5項第六号ロにより 40℃とする。 
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4. 個数 

設計基準対象施設として使用する二酸化炭素ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために，各火災区画のうち最

も多くの消火剤量を必要とするボンベ個数を設置する設計とし，消防法で要求される必要なボ

ンベ個数＊である 25個のボンベを設置する設計とする。 

 

注記＊：消防法施行規則第 19 条第 4 項第一号ロにおいて定められている消火に必要な消火剤

量により算出。 
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  2.1.2 小空間固定式消火設備ハロゲン化物ボンベ 

名    称 TCW ポンプ・熱交換器室用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個 68.1 以上(68.1) 

最 高 使 用 圧 力 MPa 5.2 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 32 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する TCW ポンプ・熱

交換器室用ハロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である 68.1L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ 68.1L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 5.2MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安

全性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために消防法で要求される

必要なボンベ個数＊である 32個のボンベを設置する設計とする。 

 

注記＊：消防法施行規則第 20 条第 3 項において定められている消火に必要な消火剤量によ

り算出。 
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名    称 
  

用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個 68.1 以上(68.1) 

最 高 使 用 圧 力 MPa 5.2 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 27 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する

 用ハロゲン化物ボンベは

以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である 68.1L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ 68.1L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 5.2MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安

全性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために消防法で要求される

必要なボンベ個数＊である 27個のボンベを設置する設計とする。 

 

注記＊：消防法施行規則第 20 条第 3 項において定められている消火に必要な消火剤量によ

り算出。 
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名    称 
T/A B2F ケーブル（Ⅰ）（Ⅲ）・配管トレンチ用 

ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個 68.1 以上(68.1) 

最 高 使 用 圧 力 MPa 5.2 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 9 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する T/A B2F ケーブ

ル（Ⅰ）（Ⅲ）・配管トレンチ用ハロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である 68.1L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ 68.1L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 5.2MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安

全性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために消防法で要求される

必要なボンベ個数＊である 9個のボンベを設置する設計とする。 

 

注記＊：消防法施行規則第 20 条第 3 項において定められている消火に必要な消火剤量によ

り算出。 

  



 

10 

K
6
 
①
 Ⅵ

-
1-
1
-
5-
8
-
2 
R
0 

名    称 T/A B2F ケーブル（Ⅱ）・配管トレンチ用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個 68.1 以上(68.1) 

最 高 使 用 圧 力 MPa 5.2 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 10 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する T/A B2F ケーブ

ル（Ⅱ）・配管トレンチ用ハロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である 68.1L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ 68.1L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 5.2MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安

全性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために消防法で要求される

必要なボンベ個数＊である 10個のボンベを設置する設計とする。 

 

注記＊：消防法施行規則第 20 条第 3 項において定められている消火に必要な消火剤量によ

り算出。 
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名    称 
用 

ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個 68.1 以上(68.1) 

最 高 使 用 圧 力 MPa 5.2 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 25 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する

用ハロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である 68.1L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ 68.1L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 5.2MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安

全性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために消防法で要求される

必要なボンベ個数＊である 25個のボンベを設置する設計とする。 

 

注記＊：消防法施行規則第 20 条第 3 項において定められている消火に必要な消火剤量によ

り算出。 
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名    称 
用 

ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個 68.1 以上(68.1) 

最 高 使 用 圧 力 MPa 5.2 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 33 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する

用ハロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である 68.1L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ 68.1L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 5.2MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安

全性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために消防法で要求される

必要なボンベ個数＊である 33個のボンベを設置する設計とする。 

 

注記＊：消防法施行規則第 20 条第 3 項において定められている消火に必要な消火剤量によ

り算出。 
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名    称 用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個 68.1 以上(68.1) 

最 高 使 用 圧 力 MPa 5.2 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 4 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する

用ハロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である 68.1L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ 68.1L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 5.2MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安

全性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために消防法で要求される

必要なボンベ個数＊である 4個のボンベを設置する設計とする。 

 

注記＊：消防法施行規則第 20 条第 3 項において定められている消火に必要な消火剤量によ

り算出。 
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名    称 用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個 68.1 以上(68.1) 

最 高 使 用 圧 力 MPa 5.2 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 4 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する

用ハロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である 68.1L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ 68.1L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 5.2MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安

全性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために消防法で要求される

必要なボンベ個数＊である 4個のボンベを設置する設計とする。 

 

注記＊：消防法施行規則第 20 条第 3 項において定められている消火に必要な消火剤量によ

り算出。 

  



 

15 

K
6
 
①
 Ⅵ

-
1-
1
-
5-
8
-
2 
R
0 

名    称 用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個 82.5 以上(82.5) 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.8 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 6 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する

用ハロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である 82.5L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ 82.5L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.8MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安

全性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために消防法で要求される

必要なボンベ個数＊である 6個のボンベを設置する設計とする。 

 

注記＊：消防法施行規則第 20 条第 3 項において定められている消火に必要な消火剤量によ

り算出。 
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名    称 用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個 82.5 以上(82.5) 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.8 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 6 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する

用ハロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である 82.5L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ 82.5L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.8MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安

全性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために消防法で要求される

必要なボンベ個数＊である 6個のボンベを設置する設計とする。 

 

注記＊：消防法施行規則第 20 条第 3 項において定められている消火に必要な消火剤量によ

り算出。 
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名    称 用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個 82.5 以上(82.5) 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.8 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 6 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する

用ハロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である 82.5L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ 82.5L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.8MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安

全性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために消防法で要求される

必要なボンベ個数＊である 6個のボンベを設置する設計とする。 

 

注記＊：消防法施行規則第 20 条第 3 項において定められている消火に必要な消火剤量によ

り算出。 
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名    称 用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個 82.5 以上(82.5) 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.8 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 4 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する

用ハロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である 82.5L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ 82.5L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.8MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安

全性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために消防法で要求される

必要なボンベ個数＊である 4個のボンベを設置する設計とする。 

 

注記＊：消防法施行規則第 20 条第 3 項において定められている消火に必要な消火剤量によ

り算出。 
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名    称 用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個 82.5 以上(82.5) 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.8 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 4 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する

用ハロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である 82.5L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ 82.5L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.8MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安

全性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために消防法で要求される

必要なボンベ個数＊である 4個のボンベを設置する設計とする。 

 

注記＊：消防法施行規則第 20 条第 3 項において定められている消火に必要な消火剤量によ

り算出。 
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名    称 用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個 82.5 以上(82.5) 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.8 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 4 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する

用ハロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である 82.5L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ 82.5L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.8MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安

全性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために消防法で要求される

必要なボンベ個数＊である 4個のボンベを設置する設計とする。 

 

注記＊：消防法施行規則第 20 条第 3 項において定められている消火に必要な消火剤量によ

り算出。 
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名    称 HCU 室（西側）用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個 82.5 以上(82.5) 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.8 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 4 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する HCU 室（西側）

用ハロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である 82.5L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ 82.5L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.8MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安

全性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために消防法で要求される

必要なボンベ個数＊である 4個のボンベを設置する設計とする。 

 

注記＊：消防法施行規則第 20 条第 3 項において定められている消火に必要な消火剤量によ

り算出。 
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名    称 HCU 室（東側）用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個 82.5 以上(82.5) 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.8 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 4 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する HCU 室（東側）

用ハロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である 82.5L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ 82.5L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.8MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安

全性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために消防法で要求される

必要なボンベ個数＊である 4個のボンベを設置する設計とする。 

 

注記＊：消防法施行規則第 20 条第 3 項において定められている消火に必要な消火剤量によ

り算出。 
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名    称 HPAC ポンプ室用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個 82.5 以上(82.5) 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.8 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する HPAC ポンプ室

用ハロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である 82.5L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ 82.5L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.8MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安

全性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために消防法で要求される

必要なボンベ個数＊である 1個のボンベを設置する設計とする。 

 

注記＊：消防法施行規則第 20 条第 3 項において定められている消火に必要な消火剤量によ

り算出。 
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名    称 RIP・CRD 取扱装置制御室用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個 82.5 以上(82.5) 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.8 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 2 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する RIP・CRD 取扱

装置制御室用ハロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である 82.5L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ 82.5L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.8MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安

全性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために消防法で要求される

必要なボンベ個数＊である 2個のボンベを設置する設計とする。 

 

注記＊：消防法施行規則第 20 条第 3 項において定められている消火に必要な消火剤量によ

り算出。 
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名    称 CRD モータ試験室用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個 82.5 以上(82.5) 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.8 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する CRDモータ試験

室用ハロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である 82.5L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ 82.5L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.8MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安

全性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために消防法で要求される

必要なボンベ個数＊である 1個のボンベを設置する設計とする。 

 

注記＊：消防法施行規則第 20 条第 3 項において定められている消火に必要な消火剤量によ

り算出。 
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名    称 TIP 駆動装置現場制御盤室用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個 82.5 以上(82.5) 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.8 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する TIP駆動装置現

場制御盤室用ハロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である 82.5L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ 82.5L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.8MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安

全性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために消防法で要求される

必要なボンベ個数＊である 1個のボンベを設置する設計とする。 

 

注記＊：消防法施行規則第 20 条第 3 項において定められている消火に必要な消火剤量によ

り算出。 
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名    称 RIP-ASD(A)(B)(E)(F)(H)室用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個 115.4 以上(115.4) 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.8 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 8 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する RIP-

ASD(A)(B)(E)(F)(H)室用ハロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である 115.4L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ 115.4L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.8MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安

全性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために消防法で要求される

必要なボンベ個数＊である 8個のボンベを設置する設計とする。 

 

注記＊：消防法施行規則第 20 条第 3 項において定められている消火に必要な消火剤量によ

り算出。 
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名    称 用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個 82.5 以上(82.5) 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.8 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 2 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する

用ハロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である 82.5L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ 82.5L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.8MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安

全性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために消防法で要求される

必要なボンベ個数＊である 2個のボンベを設置する設計とする。 

 

注記＊：消防法施行規則第 20 条第 3 項において定められている消火に必要な消火剤量によ

り算出。 
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名    称 非管理区域入口室（R/B 1F 北）用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個 82.5 以上(82.5) 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.8 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 3 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する非管理区域入

口室（R/B 1F 北）用ハロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である 82.5L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ 82.5L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.8MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安

全性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために消防法で要求される

必要なボンベ個数＊である 3個のボンベを設置する設計とする。 

 

注記＊：消防法施行規則第 20 条第 3 項において定められている消火に必要な消火剤量によ

り算出。 
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名    称 電気ペネ室（R/B 1F 東）用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個 82.5 以上(82.5) 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.8 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 2 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する電気ペネ室

（R/B 1F 東）用ハロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である 82.5L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ 82.5L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.8MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安

全性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために消防法で要求される

必要なボンベ個数＊である 2個のボンベを設置する設計とする。 

 

注記＊：消防法施行規則第 20 条第 3 項において定められている消火に必要な消火剤量によ

り算出。 
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名    称 FCS 再結合装置室用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個 82.5 以上(82.5) 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.8 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 4 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する FCS再結合装置

室用ハロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である 82.5L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ 82.5L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.8MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安

全性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために消防法で要求される

必要なボンベ個数＊である 4個のボンベを設置する設計とする。 

 

注記＊：消防法施行規則第 20 条第 3 項において定められている消火に必要な消火剤量によ

り算出。 
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名    称 非管理区域入口室（R/B 1F 南）用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個 82.5 以上(82.5) 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.8 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 2 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する非管理区域入

口室（R/B 1F 南）用ハロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である 82.5L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ 82.5L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.8MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安

全性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために消防法で要求される

必要なボンベ個数＊である 2個のボンベを設置する設計とする。 

 

注記＊：消防法施行規則第 20 条第 3 項において定められている消火に必要な消火剤量によ

り算出。 
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名    称 SLC・電気ペネ室用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個 82.5 以上(82.5) 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.8 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 2 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する SLC・電気ペネ

室用ハロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である 82.5L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ 82.5L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.8MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安

全性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために消防法で要求される

必要なボンベ個数＊である 2個のボンベを設置する設計とする。 

 

注記＊：消防法施行規則第 20 条第 3 項において定められている消火に必要な消火剤量によ

り算出。 
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名    称 MSIV 搬出入用機器ハッチ室用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個 82.5 以上(82.5) 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.8 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する MSIV 搬出入用

機器ハッチ室用ハロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である 82.5L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ 82.5L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.8MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安

全性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために消防法で要求される

必要なボンベ個数＊である 1個のボンベを設置する設計とする。 

 

注記＊：消防法施行規則第 20 条第 3 項において定められている消火に必要な消火剤量によ

り算出。 
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名    称 IA・HPIN ペネ室用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個 40 以上(40) 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.8 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する IA・HPIN ペネ

室用ハロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である 40L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ 40L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.8MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安

全性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために消防法で要求される

必要なボンベ個数＊である 1個のボンベを設置する設計とする。 

 

注記＊：消防法施行規則第 20 条第 3 項において定められている消火に必要な消火剤量によ

り算出。 
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名    称 用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個 82.5 以上(82.5) 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.8 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 3 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する

用ハロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である 82.5L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ 82.5L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.8MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安

全性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために消防法で要求される

必要なボンベ個数＊である 3個のボンベを設置する設計とする。 

 

注記＊：消防法施行規則第 20 条第 3 項において定められている消火に必要な消火剤量によ

り算出。 
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名    称 用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個 82.5 以上(82.5) 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.8 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 4 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する

用ハロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である 82.5L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ 82.5L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.8MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安

全性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために消防法で要求される

必要なボンベ個数＊である 4個のボンベを設置する設計とする。 

 

注記＊：消防法施行規則第 20 条第 3 項において定められている消火に必要な消火剤量によ

り算出。 

 

  



 

38 

K
6
 
①
 Ⅵ

-
1-
1
-
5-
8
-
2 
R
0 

名    称 電気ペネ室（R/B 2F 北）用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個 82.5 以上(82.5) 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.8 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する電気ペネ室

（R/B 2F 北）用ハロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である 82.5L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ 82.5L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.8MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安

全性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために消防法で要求される

必要なボンベ個数＊である 1個のボンベを設置する設計とする。 

 

注記＊：消防法施行規則第 20 条第 3 項において定められている消火に必要な消火剤量によ

り算出。 
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名    称 電気ペネ室（R/B 2F 南）用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個 82.5 以上(82.5) 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.8 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 2 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する電気ペネ室

（R/B 2F 南）用ハロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である 82.5L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ 82.5L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.8MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安

全性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために消防法で要求される

必要なボンベ個数＊である 2個のボンベを設置する設計とする。 

 

注記＊：消防法施行規則第 20 条第 3 項において定められている消火に必要な消火剤量によ

り算出。 
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名    称 ASD 出力トランス(D)(J)室用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個 82.5 以上(82.5) 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.8 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する ASD出力トラン

ス(D)(J)室用ハロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である 82.5L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ 82.5L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.8MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安

全性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために消防法で要求される

必要なボンベ個数＊である 1個のボンベを設置する設計とする。 

 

注記＊：消防法施行規則第 20 条第 3 項において定められている消火に必要な消火剤量によ

り算出。 

 

  



 

41 

K
6
 
①
 Ⅵ

-
1-
1
-
5-
8
-
2 
R
0 

名    称 用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個 82.5 以上(82.5) 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.8 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 5 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する

用ハロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である 82.5L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ 82.5L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.8MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安

全性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために消防法で要求される

必要なボンベ個数＊である 5個のボンベを設置する設計とする。 

 

注記＊：消防法施行規則第 20 条第 3 項において定められている消火に必要な消火剤量によ

り算出。 
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名    称 用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個 82.5 以上(82.5) 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.8 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 5 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する 用

ハロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である 82.5L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ 82.5L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.8MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安

全性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために消防法で要求される

必要なボンベ個数＊である 5個のボンベを設置する設計とする。 

 

注記＊：消防法施行規則第 20 条第 3 項において定められている消火に必要な消火剤量によ

り算出。 
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名    称 用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個 82.5 以上(82.5) 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.8 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 3 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する 用

ハロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である 82.5L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ 82.5L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.8MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安

全性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために消防法で要求される

必要なボンベ個数＊である 3個のボンベを設置する設計とする。 

 

注記＊：消防法施行規則第 20 条第 3 項において定められている消火に必要な消火剤量によ

り算出。 
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名    称 ASD 出力トランス(A)(F)室用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個 82.5 以上(82.5) 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.8 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する ASD出力トラン

ス(A)(F)室用ハロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である 82.5L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ 82.5L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.8MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安

全性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために消防法で要求される

必要なボンベ個数＊である 1個のボンベを設置する設計とする。 

 

注記＊：消防法施行規則第 20 条第 3 項において定められている消火に必要な消火剤量によ

り算出。 
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名    称 SGTS 室用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個 115.4 以上(115.4) 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.8 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 5 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する SGTS 室用ハロ

ゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である 115.4L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ 115.4L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.8MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安

全性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために消防法で要求される

必要なボンベ個数＊である 5個のボンベを設置する設計とする。 

 

注記＊：消防法施行規則第 20 条第 3 項において定められている消火に必要な消火剤量によ

り算出。 
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名    称 北側 FMCRD 制御盤室用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個 82.5 以上(82.5) 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.8 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 5 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する北側 FMCRD 制御

盤室用ハロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である 82.5L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ 82.5L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.8MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安

全性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために消防法で要求される

必要なボンベ個数＊である 5個のボンベを設置する設計とする。 

 

注記＊：消防法施行規則第 20 条第 3 項において定められている消火に必要な消火剤量によ

り算出。 
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名    称 DG(B)/Z 送風機室用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個 82.5 以上(82.5) 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.8 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 2 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する DG(B)/Z 送風機

室用ハロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である 82.5L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ 82.5L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.8MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安

全性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために消防法で要求される

必要なボンベ個数＊である 2個のボンベを設置する設計とする。 

 

注記＊：消防法施行規則第 20 条第 3 項において定められている消火に必要な消火剤量によ

り算出。 
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名    称 南側 FMCRD 制御盤室用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個 115.4 以上(115.4) 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.8 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 4 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する南側 FMCRD 制御

盤室用ハロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である 115.4L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ 115.4L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.8MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安

全性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために消防法で要求される

必要なボンベ個数＊である 4個のボンベを設置する設計とする。 

 

注記＊：消防法施行規則第 20 条第 3 項において定められている消火に必要な消火剤量によ

り算出。 
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名    称 MS トンネル室空調機室用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個 82.5 以上(82.5) 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.8 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 3 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する MS トンネル室

空調機室用ハロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である 82.5L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ 82.5L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.8MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安

全性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために消防法で要求される

必要なボンベ個数＊である 3個のボンベを設置する設計とする。 

 

注記＊：消防法施行規則第 20 条第 3 項において定められている消火に必要な消火剤量によ

り算出。 
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名    称 配管室（R-1-28）用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個 115.4 以上(115.4) 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.8 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 5 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する配管室（R-1-

28）用ハロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である 115.4L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ 115.4L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.8MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安

全性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために消防法で要求される

必要なボンベ個数＊である 5個のボンベを設置する設計とする。 

 

注記＊：消防法施行規則第 20 条第 3 項において定められている消火に必要な消火剤量によ

り算出。 
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名    称 RIP・CRD 補修室，ケーブル室用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個 115.4 以上(115.4) 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.8 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 12 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する RIP・CRD 補修

室，ケーブル室用ハロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である 115.4L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ 115.4L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.8MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安

全性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために消防法で要求される

必要なボンベ個数＊である 12個のボンベを設置する設計とする。 

 

注記＊：消防法施行規則第 20 条第 3 項において定められている消火に必要な消火剤量によ

り算出。 
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名    称 用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個 115.4 以上(115.4) 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.8 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 9 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する

用ハロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である 115.4L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ 115.4L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.8MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安

全性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために，各火災区画のうち

最も多くの消化剤量を必要とするボンベ個数を設置する設計とする。また，系統分離対策が必

要な火災区域又は火災区画は，容器弁の単一故障を考慮し，消防法で要求される必要なボンベ

個数＊より 1個多い 9個のボンベを設置する設計とする。 

 

注記＊：消防法施行規則第 20 条第 3 項において定められている消火に必要な消火剤量によ

り算出。 
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名    称 用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個 82.5 以上(82.5) 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.8 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 2 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する 用ハロゲ

ン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である 82.5L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ 82.5L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.8MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安

全性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために消防法で要求される

必要なボンベ個数＊である 2個のボンベを設置する設計とする。 

 

注記＊：消防法施行規則第 20 条第 3 項において定められている消火に必要な消火剤量によ

り算出。 
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名    称 RIP-ASD(C)(D)(G)(J)(K)室用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個 82.5 以上(82.5) 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.8 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 14 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する RIP-

ASD(C)(D)(G)(J)(K)室用ハロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である 82.5L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ 82.5L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.8MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安

全性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために消防法で要求される

必要なボンベ個数＊である 14個のボンベを設置する設計とする。 

 

注記＊：消防法施行規則第 20 条第 3 項において定められている消火に必要な消火剤量によ

り算出。 
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名    称 用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個 115.4 以上(115.4) 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.8 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 8 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する 用

ハロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である 115.4L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ 115.4L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.8MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安

全性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために消防法で要求される

必要なボンベ個数＊である 8個のボンベを設置する設計とする。 

 

注記＊：消防法施行規則第 20 条第 3 項において定められている消火に必要な消火剤量によ

り算出。 
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名    称 
A 系 HPIN 窒素ガスボンベラック・RCW(A)サージタンク室， 

AM バッテリー室用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個 115.4 以上(115.4) 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.8 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 8 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する A 系 HPIN 窒素

ガスボンベラック・RCW(A)サージタンク室，AM バッテリー室用ハロゲン化物ボンベは，以下の機

能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である 115.4L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ 115.4L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.8MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安

全性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために消防法で要求される

必要なボンベ個数＊である 8個のボンベを設置する設計とする。 

 

注記＊：消防法施行規則第 20 条第 3 項において定められている消火に必要な消火剤量によ

り算出。 
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名    称 用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個 115.4 以上(115.4) 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.8 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 4 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する

用ハロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である 115.4L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ 115.4L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.8MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安

全性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために消防法で要求される

必要なボンベ個数＊である 4個のボンベを設置する設計とする。 

 

注記＊：消防法施行規則第 20 条第 3 項において定められている消火に必要な消火剤量によ

り算出。 
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名    称 RIP 点検室用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個 82.5 以上(82.5) 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.8 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する RIP点検室用ハ

ロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である 82.5L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ 82.5L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.8MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安

全性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために消防法で要求される

必要なボンベ個数＊である 1個のボンベを設置する設計とする。 

 

注記＊：消防法施行規則第 20 条第 3 項において定められている消火に必要な消火剤量によ

り算出。 
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名    称 
B 系 HPIN 窒素ガスボンベラック・RCW(B)サージタンク室用 

ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個 115.4 以上(115.4) 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.8 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 7 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する B 系 HPIN 窒素

ガスボンベラック・RCW(B)サージタンク室用ハロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である 115.4L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ 115.4L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.8MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安

全性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために消防法で要求される

必要なボンベ個数＊である 7個のボンベを設置する設計とする。 

 

注記＊：消防法施行規則第 20 条第 3 項において定められている消火に必要な消火剤量によ

り算出。 
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名    称 6 号機 HECW(A)(C)冷凍機室用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個 68.1 以上(68.1) 

最 高 使 用 圧 力 MPa 5.2 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 5 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する 6 号機

HECW(A)(C)冷凍機室用ハロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である 68.1L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ 68.1L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 5.2MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安

全性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために消防法で要求される

必要なボンベ個数＊である 5個のボンベを設置する設計とする。 

 

注記＊：消防法施行規則第 20 条第 3 項において定められている消火に必要な消火剤量によ

り算出。 
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名    称 6 号機 HECW(B)(D)冷凍機室用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個 68.1 以上(68.1) 

最 高 使 用 圧 力 MPa 5.2 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 4 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する 6 号機

HECW(B)(D)冷凍機室用ハロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である 68.1L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ 68.1L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 5.2MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安

全性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために消防法で要求される

必要なボンベ個数＊である 4個のボンベを設置する設計とする。 

 

注記＊：消防法施行規則第 20 条第 3 項において定められている消火に必要な消火剤量によ

り算出。 
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名    称 6 号機常用バッテリー（250V・48V）室用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個 68.1 以上(68.1) 

最 高 使 用 圧 力 MPa 5.2 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する 6号機常用バッ

テリー（250V・48V）室用ハロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である 68.1L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ 68.1L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 5.2MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安

全性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために消防法で要求される

必要なボンベ個数＊である 1個のボンベを設置する設計とする。 

 

注記＊：消防法施行規則第 20 条第 3 項において定められている消火に必要な消火剤量によ

り算出。 
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名    称 
6 号機 C/B 常用電気品区域送・排風機室用 

ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個 68.1 以上(68.1) 

最 高 使 用 圧 力 MPa 5.2 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 5 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する 6号機 C/B 常用

電気品区域送・排風機室用ハロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である 68.1L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ 68.1L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 5.2MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安

全性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために消防法で要求される

必要なボンベ個数＊である 5個のボンベを設置する設計とする。 

 

注記＊：消防法施行規則第 20 条第 3 項において定められている消火に必要な消火剤量によ

り算出。 
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名    称 
6 号機 C/B 計測制御電源盤区域(C)送風機室用 

ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個 68.1 以上(68.1) 

最 高 使 用 圧 力 MPa 5.2 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 4 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する 6号機 C/B 計測

制御電源盤区域(C)送風機室用ハロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である 68.1L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ 68.1L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 5.2MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安

全性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために消防法で要求される

必要なボンベ個数＊である 4個のボンベを設置する設計とする。 

 

注記＊：消防法施行規則第 20 条第 3 項において定められている消火に必要な消火剤量によ

り算出。 
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名    称 
用 

ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個 115.4 以上(115.4) 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.8 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 9 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する

用ハロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である 115.4L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ 115.4L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.8MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安

全性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために，各火災区画のうち

最も多くの消化剤量を必要とするボンベ個数を設置する設計とする。また，系統分離対策が必

要な火災区域又は火災区画は，容器弁の単一故障を考慮し，消防法で要求される必要なボンベ

個数＊より 1個多い 9個のボンベを設置する設計とする。 

 

注記＊：消防法施行規則第 20 条第 3 項において定められている消火に必要な消火剤量によ

り算出。 
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名    称 
6 号機 C/B 計測制御電源盤区域(A)送・排風機室用 

ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個 68.1 以上(68.1) 

最 高 使 用 圧 力 MPa 5.2 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 4 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する 6号機 C/B 計測

制御電源盤区域(A)送・排風機室用ハロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である 68.1L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ 68.1L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 5.2MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安

全性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために消防法で要求される

必要なボンベ個数＊である 4個のボンベを設置する設計とする。 

 

注記＊：消防法施行規則第 20 条第 3 項において定められている消火に必要な消火剤量によ

り算出。 
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名    称 
6 号機 C/B 計測制御電源盤区域(C)排風機室用 

ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個 68.1 以上(68.1) 

最 高 使 用 圧 力 MPa 5.2 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 4 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する 6号機 C/B 計測

制御電源盤区域(C)排風機室用ハロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である 68.1L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ 68.1L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 5.2MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安

全性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために消防法で要求される

必要なボンベ個数＊である 4個のボンベを設置する設計とする。 

 

注記＊：消防法施行規則第 20 条第 3 項において定められている消火に必要な消火剤量によ

り算出。 
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名    称 
非管理区域アクセス通路（C/B B1F）用 

ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個 68.1 以上(68.1) 

最 高 使 用 圧 力 MPa 5.2 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 7 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する非管理区域ア

クセス通路（C/B B1F）用ハロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である 68.1L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ 68.1L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 5.2MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安

全性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために消防法で要求される

必要なボンベ個数＊である 7個のボンベを設置する設計とする。 

 

注記＊：消防法施行規則第 20 条第 3 項において定められている消火に必要な消火剤量によ

り算出。 
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名    称 
6 号機常用ケーブル処理室用 

ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個 24 以上(24) 

最 高 使 用 圧 力 MPa 5.2 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する 6号機常用ケー

ブル処理室用ハロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である 24.0L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ 24.0L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 5.2MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安

全性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために消防法で要求される

必要なボンベ個数＊である 1個のボンベを設置する設計とする。 

 

注記＊：消防法施行規則第 20 条第 3 項において定められている消火に必要な消火剤量によ

り算出。 
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名    称 
6 号機区分Ⅰケーブル処理室用 

ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個 68.1 以上(68.1) 

最 高 使 用 圧 力 MPa 5.2 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 2 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する 6号機区分Ⅰケ

ーブル処理室用ハロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である 68.1L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ 68.1L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 5.2MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安

全性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために消防法で要求される

必要なボンベ個数＊である 2個のボンベを設置する設計とする。 

 

注記＊：消防法施行規則第 20 条第 3 項において定められている消火に必要な消火剤量によ

り算出。 
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名    称 
6 号機区分Ⅱケーブル処理室用 

ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個 68.1 以上(68.1) 

最 高 使 用 圧 力 MPa 5.2 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 2 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する 6号機区分Ⅱケ

ーブル処理室用ハロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である 68.1L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ 68.1L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 5.2MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安

全性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために消防法で要求される

必要なボンベ個数＊である 2個のボンベを設置する設計とする。 

 

注記＊：消防法施行規則第 20 条第 3 項において定められている消火に必要な消火剤量によ

り算出。 

 

  



 

72 

K
6
 
①
 Ⅵ

-
1-
1
-
5-
8
-
2 
R
0 

名    称 
6 号機区分Ⅲケーブル処理室用 

ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個 68.1 以上(68.1) 

最 高 使 用 圧 力 MPa 5.2 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 2 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する 6号機区分Ⅲケ

ーブル処理室用ハロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である 68.1L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ 68.1L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 5.2MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安

全性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために消防法で要求される

必要なボンベ個数＊である 2個のボンベを設置する設計とする。 

 

注記＊：消防法施行規則第 20 条第 3 項において定められている消火に必要な消火剤量によ

り算出。 
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名    称 
6 号機ダクトスペース（C-3-7）用 

ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個 24 以上(24) 

最 高 使 用 圧 力 MPa 5.2 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する 6号機ダクトス

ペース（C-3-7）用ハロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である 24.0L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ 24.0L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 5.2MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安

全性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために消防法で要求される

必要なボンベ個数＊である 1個のボンベを設置する設計とする。 

 

注記＊：消防法施行規則第 20 条第 3 項において定められている消火に必要な消火剤量によ

り算出。 
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名    称 
6 号機中央制御室再循環フィルタ装置室用 

ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個 68.1 以上(68.1) 

最 高 使 用 圧 力 MPa 5.2 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 4 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する 6号機中央制御

室再循環フィルタ装置室用ハロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である 68.1L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ 68.1L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 5.2MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安

全性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために消防法で要求される

必要なボンベ個数＊である 4個のボンベを設置する設計とする。 

 

注記＊：消防法施行規則第 20 条第 3 項において定められている消火に必要な消火剤量によ

り算出。 
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名    称 
6 号機中央制御室送・排風機室用 

ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個 68.1 以上(68.1) 

最 高 使 用 圧 力 MPa 5.2 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 12 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する 6号機中央制御

室送・排風機室用ハロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である 68.1L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ 68.1L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 5.2MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安

全性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために消防法で要求される

必要なボンベ個数＊である 12個のボンベを設置する設計とする。 

 

注記＊：消防法施行規則第 20 条第 3 項において定められている消火に必要な消火剤量によ

り算出。 
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名    称 
6 号機ケーブル処理室（C-4-2）用 

ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個 68 以上(68) 

最 高 使 用 圧 力 MPa 5.2 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 2 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する 6号機ケーブル

処理室（C-4-2）用ハロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である 68L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ 68L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 5.2MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安

全性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために消防法で要求される

必要なボンベ個数＊である 2個のボンベを設置する設計とする。 

 

注記＊：消防法施行規則第 20 条第 3 項において定められている消火に必要な消火剤量によ

り算出。 
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名    称 
パイプスペース（R-1-29）用 

ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個 68.1 以上(68.1) 

最 高 使 用 圧 力 MPa 5.2 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 4 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置するパイプスペー

ス（R-1-29）用ハロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である 68.1L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ 68.1L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 5.2MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安

全性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために消防法で要求される

必要なボンベ個数＊である 4個のボンベを設置する設計とする。 

 

注記＊：消防法施行規則第 20 条第 3 項において定められている消火に必要な消火剤量によ

り算出。 
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名    称 
R/B～C/B 区分Ⅰトレンチ用 

ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個 68.1 以上(68.1) 

最 高 使 用 圧 力 MPa 5.2 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 9 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する R/B～C/B 区分

Ⅰトレンチ用ハロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である 68.1L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ 68.1L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 5.2MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安

全性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために消防法で要求される

必要なボンベ個数＊である 9個のボンベを設置する設計とする。 

 

注記＊：消防法施行規則第 20 条第 3 項において定められている消火に必要な消火剤量によ

り算出。 
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名    称 
6 号機常用電気品室，6号機常用バッテリー（250V）室， 

R/B～C/B 区分Ⅱ・Ⅲ・Ⅳトレンチ用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個 68.1 以上(68.1) 

最 高 使 用 圧 力 MPa 5.2 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 46 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する 6号機常用電気

品室，6号機常用バッテリー（250V）室，R/B～C/B 区分Ⅱ・Ⅲ・Ⅳトレンチ用ハロゲン化物ボン

ベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である 68.1L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ 68.1L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 5.2MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安

全性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために，各火災区画のうち

最も多くの消化剤量を必要とするボンベ個数を設置する設計とする。また，系統分離対策が必

要な火災区域又は火災区画は，容器弁の単一故障を考慮し，消防法で要求される必要なボンベ

個数＊より 1個多い 46 個のボンベを設置する設計とする。 

 

注記＊：消防法施行規則第 20 条第 3 項において定められている消火に必要な消火剤量によ

り算出。 
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名    称 
6 号機下部中央制御室用 

ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個 68.1 以上(68.1) 

最 高 使 用 圧 力 MPa 5.2 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 3 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する 6号機下部中央

制御室用ハロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である 68.1L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ 68.1L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 5.2MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安

全性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために消防法で要求される

必要なボンベ個数＊である 3個のボンベを設置する設計とする。 

 

注記＊：消防法施行規則第 20 条第 3 項において定められている消火に必要な消火剤量によ

り算出。 
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名    称 
6 号機プロセス計算機室用 

ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個 68.1 以上(68.1) 

最 高 使 用 圧 力 MPa 5.2 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 10 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する 6号機プロセス

計算機室用ハロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である 68.1L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ 68.1L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 5.2MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安

全性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために消防法で要求される

必要なボンベ個数＊である 10個のボンベを設置する設計とする。 

 

注記＊：消防法施行規則第 20 条第 3 項において定められている消火に必要な消火剤量によ

り算出。 
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名    称 
6 号機計算機用トランス室用 

ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個 68.1 以上(68.1) 

最 高 使 用 圧 力 MPa 5.2 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する 6 号機計算機用

トランス室用ハロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である 68.1L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ 68.1L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 5.2MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安

全性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために消防法で要求される

必要なボンベ個数＊である 1個のボンベを設置する設計とする。 

 

注記＊：消防法施行規則第 20 条第 3 項において定められている消火に必要な消火剤量によ

り算出。 
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  2.1.3 SLC ポンプ・CRD ポンプ局所消火設備ハロゲン化物ボンベ 

名 称 SLC ポンプ(A)局所消火設備用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個 70 以上(70) 

最 高 使 用 圧 力 MPa 5.2 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 2 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する SLC ポンプ(A) 

局所消火設備用ハロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である 70L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ 70L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 5.2MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安

全性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために消防法で要求される

必要なボンベ個数＊である 2個のボンベを設置する設計とする。 
 

注記＊：消防法施行規則第 20 条第 3 項において定められている消火に必要な消火剤量によ

り算出。 
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名 称 SLC ポンプ(B)局所消火設備用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個 70 以上(70) 

最 高 使 用 圧 力 MPa 5.2 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 2 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する SLC ポンプ(B) 

局所消火設備用ハロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である 70L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ 70L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 5.2MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安

全性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために消防法で要求される

必要なボンベ個数＊である 2個のボンベを設置する設計とする。 

 

注記＊：消防法施行規則第 20 条第 3 項において定められている消火に必要な消火剤量によ

り算出。 
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名 称 CRD ポンプ(A)局所消火設備用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個 70 以上(70) 

最 高 使 用 圧 力 MPa 5.2 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 4 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する CRD ポンプ(A) 

局所消火設備用ハロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である 70L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ 70L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 5.2MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安

全性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために消防法で要求される

必要なボンベ個数＊である 4個のボンベを設置する設計とする。 

 

注記＊：消防法施行規則第 20 条第 3 項において定められている消火に必要な消火剤量によ

り算出。 
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名 称 CRD ポンプ(B)局所消火設備用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個 70 以上(70) 

最 高 使 用 圧 力 MPa 5.2 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 4 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する CRD ポンプ(B) 

局所消火設備用ハロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である 70L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ 70L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 5.2MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安

全性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために消防法で要求される

必要なボンベ個数＊である 4個のボンベを設置する設計とする。 

 

注記＊：消防法施行規則第 20 条第 3 項において定められている消火に必要な消火剤量によ

り算出。 
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  2.1.4 電源盤・制御盤消火設備ハロゲン化物ボンベ 

名 称 MCC 6A-2-1 用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個  

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 － 2 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する MCC 6A-2-1 用

ハロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.6MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 MCC 6A-2-1 用ハロゲン化物ボンベは，試験結果に基づき MCC 6A-2-1（電源盤）の消火に必要

なボンベ個数である 2個のボンベを設置する設計とする。 
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名 称 MCC 6B-2-1 用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個  

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 － 2 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する MCC 6B-2-1 用

ハロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.6MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 MCC 6B-2-1 用ハロゲン化物ボンベは，試験結果に基づき MCC 6B-2-1（電源盤）の消火に必要

なボンベ個数である 2個のボンベを設置する設計とする。 
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名 称 MCC 6SB-1 用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個  

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 － 2 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する MCC 6SB-1 用ハ

ロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.6MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 MCC 6SB-1 用ハロゲン化物ボンベは，試験結果に基づき MCC 6SB-1（電源盤）の消火に必要な

ボンベ個数である 2個のボンベを設置する設計とする。 
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名 称 MCC 6S 用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個  

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 － 2 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する MCC 6S 用ハロ

ゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.6MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 MCC 6S 用ハロゲン化物ボンベは，試験結果に基づき MCC 6S（電源盤）の消火に必要なボンベ

個数である 2個のボンベを設置する設計とする。 
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名 称 CUW FPC F/D 盤用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個  

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 － 2 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する CUW FPC F/D 盤

用ハロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.6MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 CUW FPC F/D 盤用ハロゲン化物ボンベは，試験結果に基づき CUW FPC F/D 盤の消火に必要な

ボンベ個数である 2個のボンベを設置する設計とする。 
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  2.1.5 ケーブルトレイ消火設備ハロゲン化物ボンベ 

名 称 R-B3F-①-1 用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個  

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する R-B3F-①-1 用

ハロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.6MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 R-B3F-①-1 用ハロゲン化物ボンベは，試験結果に基づき R-B3F-①-1 の消火に必要なボンベ

個数である 1個のボンベを設置する設計とする。 
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名 称 R-B3F-①-2 用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個  

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する R-B3F-①-2 用

ハロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.6MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 R-B3F-①-2 用ハロゲン化物ボンベは，試験結果に基づき R-B3F-①-2 の消火に必要なボンベ

個数である 1個のボンベを設置する設計とする。 
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名 称 R-B3F-①-3 用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個  

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する R-B3F-①-3 用

ハロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.6MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 R-B3F-①-3 用ハロゲン化物ボンベは，試験結果に基づき R-B3F-①-3 の消火に必要なボンベ

個数である 1個のボンベを設置する設計とする。 
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名 称 R-B3F-②-1 用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個  

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する R-B3F-②-1 用

ハロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.6MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 R-B3F-②-1 用ハロゲン化物ボンベは，試験結果に基づき R-B3F-②-1 の消火に必要なボンベ

個数である 1個のボンベを設置する設計とする。 
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名 称 R-B3F-②-2 用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個  

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する R-B3F-②-2 用

ハロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.6MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 R-B3F-②-2 用ハロゲン化物ボンベは，試験結果に基づき R-B3F-②-2 の消火に必要なボンベ

個数である 1個のボンベを設置する設計とする。 
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名 称 R-B3F-②-3 用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個  

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する R-B3F-②-3 用

ハロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.6MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 R-B3F-②-3 用ハロゲン化物ボンベは，試験結果に基づき R-B3F-②-3 の消火に必要なボンベ

個数である 1個のボンベを設置する設計とする。 
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名 称 R-B3F-③-1 用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個  

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する R-B3F-③-1 用

ハロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.6MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 R-B3F-③-1 用ハロゲン化物ボンベは，試験結果に基づき R-B3F-③-1 の消火に必要なボンベ

個数である 1個のボンベを設置する設計とする。 
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名 称 R-B3F-③-2 用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個  

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する R-B3F-③-2 用

ハロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.6MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 R-B3F-③-2 用ハロゲン化物ボンベは，試験結果に基づき R-B3F-③-2 の消火に必要なボンベ

個数である 1個のボンベを設置する設計とする。 
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名 称 R-B3F-③-3 用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個  

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する R-B3F-③-3 用

ハロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.6MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 R-B3F-③-3 用ハロゲン化物ボンベは，試験結果に基づき R-B3F-③-3 の消火に必要なボンベ

個数である 1個のボンベを設置する設計とする。 
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名 称 R-B3F-④-1 用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個  

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する R-B3F-④-1 用

ハロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.6MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 R-B3F-④-1 用ハロゲン化物ボンベは，試験結果に基づき R-B3F-④-1 の消火に必要なボンベ

個数である 1個のボンベを設置する設計とする。 
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名 称 R-B3F-④-2 用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個  

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する R-B3F-④-2 用

ハロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.6MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 R-B3F-④-2 用ハロゲン化物ボンベは，試験結果に基づき R-B3F-④-2 の消火に必要なボンベ

個数である 1個のボンベを設置する設計とする。 
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名 称 R-B3F-⑤-1 用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個  

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する R-B3F-⑤-1 用

ハロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.6MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 R-B3F-⑤-1 用ハロゲン化物ボンベは，試験結果に基づき R-B3F-⑤-1 の消火に必要なボンベ

個数である 1個のボンベを設置する設計とする。 
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名 称 R-B3F-⑤-2 用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個  

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する R-B3F-⑤-2 用

ハロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.6MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 R-B3F-⑤-2 用ハロゲン化物ボンベは，試験結果に基づき R-B3F-⑤-2 の消火に必要なボンベ

個数である 1個のボンベを設置する設計とする。 
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名 称 R-B3F-⑤-3 用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個  

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する R-B3F-⑤-3 用

ハロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.6MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 R-B3F-⑤-3 用ハロゲン化物ボンベは，試験結果に基づき R-B3F-⑤-3 の消火に必要なボンベ

個数である 1個のボンベを設置する設計とする。 
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名 称 R-B2F-①-1 用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個  

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する R-B2F-①-1 用

ハロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.6MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 R-B2F-①-1 用ハロゲン化物ボンベは，試験結果に基づき R-B2F-①-1 の消火に必要なボンベ

個数である 1個のボンベを設置する設計とする。 
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名 称 R-B2F-①-2 用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個  

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する R-B2F-①-2 用

ハロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.6MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 R-B2F-①-2 用ハロゲン化物ボンベは，試験結果に基づき R-B2F-①-2 の消火に必要なボンベ

個数である 1個のボンベを設置する設計とする。 
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名 称 R-B2F-①-3 用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個  

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する R-B2F-①-3 用

ハロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.6MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 R-B2F-①-3 用ハロゲン化物ボンベは，試験結果に基づき R-B2F-①-3 の消火に必要なボンベ

個数である 1個のボンベを設置する設計とする。 
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名 称 R-B2F-②-1 用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個  

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する R-B2F-②-1 用

ハロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.6MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 R-B2F-②-1 用ハロゲン化物ボンベは，試験結果に基づき R-B2F-②-1 の消火に必要なボンベ

個数である 1個のボンベを設置する設計とする。 
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名 称 R-B2F-②-2 用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個  

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する R-B2F-②-2 用

ハロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.6MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 R-B2F-②-2 用ハロゲン化物ボンベは，試験結果に基づき R-B2F-②-2 の消火に必要なボンベ

個数である 1個のボンベを設置する設計とする。 
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名 称 R-B2F-②-3 用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個  

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する R-B2F-②-3 用

ハロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.6MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 R-B2F-②-3 用ハロゲン化物ボンベは，試験結果に基づき R-B2F-②-3 の消火に必要なボンベ

個数である 1個のボンベを設置する設計とする。 
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名 称 R-B2F-②-4 用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個  

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する R-B2F-②-4 用

ハロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.6MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 R-B2F-②-4 用ハロゲン化物ボンベは，試験結果に基づき R-B2F-②-4 の消火に必要なボンベ

個数である 1個のボンベを設置する設計とする。 
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名 称 R-B2F-②-5 用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個  

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する R-B2F-②-5 用

ハロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.6MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 R-B2F-②-5 用ハロゲン化物ボンベは，試験結果に基づき R-B2F-②-5 の消火に必要なボンベ

個数である 1個のボンベを設置する設計とする。 
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名 称 R-B2F-②-6 用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個  

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する R-B2F-②-6 用

ハロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.6MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 R-B2F-②-6 用ハロゲン化物ボンベは，試験結果に基づき R-B2F-②-6 の消火に必要なボンベ

個数である 1個のボンベを設置する設計とする。 
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名 称 R-B2F-②-7 用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個  

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する R-B2F-②-7 用

ハロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.6MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 R-B2F-②-7 用ハロゲン化物ボンベは，試験結果に基づき R-B2F-②-7 の消火に必要なボンベ

個数である 1個のボンベを設置する設計とする。 
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名 称 R-B2F-③-1 用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個  

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する R-B2F-③-1 用

ハロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.6MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 R-B2F-③-1 用ハロゲン化物ボンベは，試験結果に基づき R-B2F-③-1 の消火に必要なボンベ

個数である 1個のボンベを設置する設計とする。 
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名 称 R-B2F-③-2 用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個  

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する R-B2F-③-2 用

ハロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.6MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 R-B2F-③-2 用ハロゲン化物ボンベは，試験結果に基づき R-B2F-③-2 の消火に必要なボンベ

個数である 1個のボンベを設置する設計とする。 
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名 称 R-B2F-③-3 用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個  

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する R-B2F-③-3 用

ハロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.6MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 R-B2F-③-3 用ハロゲン化物ボンベは，試験結果に基づき R-B2F-③-3 の消火に必要なボンベ

個数である 1個のボンベを設置する設計とする。 
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名 称 R-B2F-④-1 用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個  

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する R-B2F-④-1 用

ハロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.6MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 R-B2F-④-1 用ハロゲン化物ボンベは，試験結果に基づき R-B2F-④-1 の消火に必要なボンベ

個数である 1個のボンベを設置する設計とする。 
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名 称 R-B2F-④-2 用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個  

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する R-B2F-④-2 用

ハロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.6MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 R-B2F-④-2 用ハロゲン化物ボンベは，試験結果に基づき R-B2F-④-2 の消火に必要なボンベ

個数である 1個のボンベを設置する設計とする。 
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名 称 R-B2F-⑤-1 用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個  

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する R-B2F-⑤-1 用

ハロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.6MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 R-B2F-⑤-1 用ハロゲン化物ボンベは，試験結果に基づき R-B2F-⑤-1 の消火に必要なボンベ

個数である 1個のボンベを設置する設計とする。 
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名 称 R-B2F-⑤-2 用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個  

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する R-B2F-⑤-2 用

ハロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.6MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 R-B2F-⑤-2 用ハロゲン化物ボンベは，試験結果に基づき R-B2F-⑤-2 の消火に必要なボンベ

個数である 1個のボンベを設置する設計とする。 
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名 称 R-B2F-⑤-3 用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個  

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する R-B2F-⑤-3 用

ハロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.6MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 R-B2F-⑤-3 用ハロゲン化物ボンベは，試験結果に基づき R-B2F-⑤-3 の消火に必要なボンベ

個数である 1個のボンベを設置する設計とする。 
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名 称 R-B2F-⑥-1 用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個  

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する R-B2F-⑥-1 用

ハロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.6MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 R-B2F-⑥-1 用ハロゲン化物ボンベは，試験結果に基づき R-B2F-⑥-1 の消火に必要なボンベ

個数である 1個のボンベを設置する設計とする。 
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名 称 R-B2F-⑥-2 用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個  

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する R-B2F-⑥-2 用

ハロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.6MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 R-B2F-⑥-2 用ハロゲン化物ボンベは，試験結果に基づき R-B2F-⑥-2 の消火に必要なボンベ

個数である 1個のボンベを設置する設計とする。 
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名 称 R-B2F-⑦-1 用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個  

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する R-B2F-⑦-1 用

ハロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.6MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 R-B2F-⑦-1 用ハロゲン化物ボンベは，試験結果に基づき R-B2F-⑦-1 の消火に必要なボンベ

個数である 1個のボンベを設置する設計とする。 
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名 称 R-B2F-⑦-2 用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個  

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する R-B2F-⑦-2 用

ハロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.6MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 R-B2F-⑦-2 用ハロゲン化物ボンベは，試験結果に基づき R-B2F-⑦-2 の消火に必要なボンベ

個数である 1個のボンベを設置する設計とする。 
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名 称 R-B1F-①-1 用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個  

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する R-B1F-①-1 用

ハロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.6MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 R-B1F-①-1 用ハロゲン化物ボンベは，試験結果に基づき R-B1F-①-1 の消火に必要なボンベ

個数である 1個のボンベを設置する設計とする。 
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名 称 R-B1F-①-2 用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個  

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する R-B1F-①-2 用

ハロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.6MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 R-B1F-①-2 用ハロゲン化物ボンベは，試験結果に基づき R-B1F-①-2 の消火に必要なボンベ

個数である 1個のボンベを設置する設計とする。 
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名 称 R-B1F-①-3 用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個  

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する R-B1F-①-3 用

ハロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.6MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 R-B1F-①-3 用ハロゲン化物ボンベは，試験結果に基づき R-B1F-①-3 の消火に必要なボンベ

個数である 1個のボンベを設置する設計とする。 
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名 称 R-B1F-②-1 用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個  

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する R-B1F-②-1 用

ハロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.6MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 R-B1F-②-1 用ハロゲン化物ボンベは，試験結果に基づき R-B1F-②-1 の消火に必要なボンベ

個数である 1個のボンベを設置する設計とする。 
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名 称 R-B1F-②-2 用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個  

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する R-B1F-②-2 用

ハロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.6MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 R-B1F-②-2 用ハロゲン化物ボンベは，試験結果に基づき R-B1F-②-2 の消火に必要なボンベ

個数である 1個のボンベを設置する設計とする。 
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名 称 R-B1F-②-3 用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個  

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する R-B1F-②-3 用

ハロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.6MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 R-B1F-②-3 用ハロゲン化物ボンベは，試験結果に基づき R-B1F-②-3 の消火に必要なボンベ

個数である 1個のボンベを設置する設計とする。 
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名 称 R-B1F-③-1 用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個  

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する R-B1F-③-1 用

ハロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.6MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 R-B1F-③-1 用ハロゲン化物ボンベは，試験結果に基づき R-B1F-③-1 の消火に必要なボンベ

個数である 1個のボンベを設置する設計とする。 
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名 称 R-B1F-③-2 用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個  

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する R-B1F-③-2 用

ハロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.6MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 R-B1F-③-2 用ハロゲン化物ボンベは，試験結果に基づき R-B1F-③-2 の消火に必要なボンベ

個数である 1個のボンベを設置する設計とする。 
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名 称 R-B1F-④-1 用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個  

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する R-B1F-④-1 用

ハロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.6MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 R-B1F-④-1 用ハロゲン化物ボンベは，試験結果に基づき R-B1F-④-1 の消火に必要なボンベ

個数である 1個のボンベを設置する設計とする。 
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名 称 R-B1F-④-2 用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個  

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する R-B1F-④-2 用

ハロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.6MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 R-B1F-④-2 用ハロゲン化物ボンベは，試験結果に基づき R-B1F-④-2 の消火に必要なボンベ

個数である 1個のボンベを設置する設計とする。 
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名 称 R-B1F-④-3 用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個  

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する R-B1F-④-3 用

ハロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.6MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 R-B1F-④-3 用ハロゲン化物ボンベは，試験結果に基づき R-B1F-④-3 の消火に必要なボンベ

個数である 1個のボンベを設置する設計とする。 
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名 称 R-B1F-④-4 用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個  

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する R-B1F-④-4 用

ハロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.6MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 R-B1F-④-4 用ハロゲン化物ボンベは，試験結果に基づき R-B1F-④-4 の消火に必要なボンベ

個数である 1個のボンベを設置する設計とする。 
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名 称 R-B1F-④-5 用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個  

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する R-B1F-④-5 用

ハロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.6MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 R-B1F-④-5 用ハロゲン化物ボンベは，試験結果に基づき R-B1F-④-5 の消火に必要なボンベ

個数である 1個のボンベを設置する設計とする。 
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名 称 R-B1F-⑤-1 用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個  

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する R-B1F-⑤-1 用

ハロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.6MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 R-B1F-⑤-1 用ハロゲン化物ボンベは，試験結果に基づき R-B1F-⑤-1 の消火に必要なボンベ

個数である 1個のボンベを設置する設計とする。 

 

 

 

 



 

142 

K
6
 
①
 Ⅵ

-
1-
1
-
5-
8
-
2 
R
0 

名 称 R-B1F-⑤-2 用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個  

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する R-B1F-⑤-2 用

ハロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.6MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 R-B1F-⑤-2 用ハロゲン化物ボンベは，試験結果に基づき R-B1F-⑤-2 の消火に必要なボンベ

個数である 1個のボンベを設置する設計とする。 
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名 称 R-B1F-⑤-3 用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個  

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する R-B1F-⑤-3 用

ハロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.6MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 R-B1F-⑤-3 用ハロゲン化物ボンベは，試験結果に基づき R-B1F-⑤-3 の消火に必要なボンベ

個数である 1個のボンベを設置する設計とする。 
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名 称 R-B1F-⑥-1 用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個  

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する R-B1F-⑥-1 用

ハロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.6MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 R-B1F-⑥-1 用ハロゲン化物ボンベは，試験結果に基づき R-B1F-⑥-1 の消火に必要なボンベ

個数である 1個のボンベを設置する設計とする。 
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名 称 R-B1F-⑥-2 用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個  

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する R-B1F-⑥-2 用

ハロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.6MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 R-B1F-⑥-2 用ハロゲン化物ボンベは，試験結果に基づき R-B1F-⑥-2 の消火に必要なボンベ

個数である 1個のボンベを設置する設計とする。 
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名 称 R-1F-①-1 用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個  

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する R-1F-①-1用ハ

ロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.6MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 R-1F-①-1 用ハロゲン化物ボンベは，試験結果に基づき R-1F-①-1 の消火に必要なボンベ個

数である 1個のボンベを設置する設計とする。 

 

 

 

 



 

147 

K
6
 
①
 Ⅵ

-
1-
1
-
5-
8
-
2 
R
0 

名 称 R-1F-①-2 用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個  

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する R-1F-①-2用ハ

ロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.6MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 R-1F-①-2 用ハロゲン化物ボンベは，試験結果に基づき R-1F-①-2 の消火に必要なボンベ個

数である 1個のボンベを設置する設計とする。 

 

 

 

 



 

148 

K
6
 
①
 Ⅵ

-
1-
1
-
5-
8
-
2 
R
0 

名 称 R-1F-①-3 用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個  

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する R-1F-①-3用ハ

ロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.6MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 R-1F-①-3 用ハロゲン化物ボンベは，試験結果に基づき R-1F-①-3 の消火に必要なボンベ個

数である 1個のボンベを設置する設計とする。 
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名 称 R-1F-①-4 用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個  

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する R-1F-①-4用ハ

ロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.6MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 R-1F-①-4 用ハロゲン化物ボンベは，試験結果に基づき R-1F-①-4 の消火に必要なボンベ個

数である 1個のボンベを設置する設計とする。 
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名 称 R-1F-②-1 用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個  

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する R-1F-②-1用ハ

ロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.6MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 R-1F-②-1 用ハロゲン化物ボンベは，試験結果に基づき R-1F-②-1 の消火に必要なボンベ個

数である 1個のボンベを設置する設計とする。 
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名 称 R-1F-②-2 用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個  

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する R-1F-②-2用ハ

ロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.6MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 R-1F-②-2 用ハロゲン化物ボンベは，試験結果に基づき R-1F-②-2 の消火に必要なボンベ個

数である 1個のボンベを設置する設計とする。 
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名 称 R-1F-②-3 用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個  

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する R-1F-②-3用ハ

ロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.6MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 R-1F-②-3 用ハロゲン化物ボンベは，試験結果に基づき R-1F-②-3 の消火に必要なボンベ個

数である 1個のボンベを設置する設計とする。 
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名 称 R-1F-②-4 用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個  

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する R-1F-②-4用ハ

ロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.6MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 R-1F-②-4 用ハロゲン化物ボンベは，試験結果に基づき R-1F-②-4 の消火に必要なボンベ個

数である 1個のボンベを設置する設計とする。 
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名 称 R-1F-②-5 用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個  

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する R-1F-②-5用ハ

ロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.6MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 R-1F-②-5 用ハロゲン化物ボンベは，試験結果に基づき R-1F-②-5 の消火に必要なボンベ個

数である 1個のボンベを設置する設計とする。 
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名 称 R-1F-③-1 用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個  

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する R-1F-③-1用ハ

ロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.6MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 R-1F-③-1 用ハロゲン化物ボンベは，試験結果に基づき R-1F-③-1 の消火に必要なボンベ個

数である 1個のボンベを設置する設計とする。 
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名 称 R-1F-③-2 用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個  

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する R-1F-③-2用ハ

ロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.6MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 R-1F-③-2 用ハロゲン化物ボンベは，試験結果に基づき R-1F-③-2 の消火に必要なボンベ個

数である 1個のボンベを設置する設計とする。 
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名 称 R-1F-③-3 用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個  

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する R-1F-③-3用ハ

ロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.6MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 R-1F-③-3 用ハロゲン化物ボンベは，試験結果に基づき R-1F-③-3 の消火に必要なボンベ個

数である 1個のボンベを設置する設計とする。 
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名 称 R-1F-③-4 用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個  

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する R-1F-③-4用ハ

ロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.6MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 R-1F-③-4 用ハロゲン化物ボンベは，試験結果に基づき R-1F-③-4 の消火に必要なボンベ個

数である 1個のボンベを設置する設計とする。 
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名 称 R-1F-③-5 用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個  

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する R-1F-③-5用ハ

ロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.6MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 R-1F-③-5 用ハロゲン化物ボンベは，試験結果に基づき R-1F-③-5 の消火に必要なボンベ個

数である 1個のボンベを設置する設計とする。 
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名 称 R-1F-④-1 用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個  

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する R-1F-④-1用ハ

ロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.6MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 R-1F-④-1 用ハロゲン化物ボンベは，試験結果に基づき R-1F-④-1 の消火に必要なボンベ個

数である 1個のボンベを設置する設計とする。 
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名 称 R-1F-④-2 用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個  

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する R-1F-④-2用ハ

ロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.6MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 R-1F-④-2 用ハロゲン化物ボンベは，試験結果に基づき R-1F-④-2 の消火に必要なボンベ個

数である 1個のボンベを設置する設計とする。 
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名 称 R-1F-④-3 用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個  

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する R-1F-④-3用ハ

ロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.6MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 R-1F-④-3 用ハロゲン化物ボンベは，試験結果に基づき R-1F-④-3 の消火に必要なボンベ個

数である 1個のボンベを設置する設計とする。 
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名 称 R-1F-④-4 用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個  

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する R-1F-④-4用ハ

ロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.6MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 R-1F-④-4 用ハロゲン化物ボンベは，試験結果に基づき R-1F-④-4 の消火に必要なボンベ個

数である 1個のボンベを設置する設計とする。 
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名 称 R-2F-①-1 用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個  

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する R-2F-①-1用ハ

ロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.6MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 R-2F-①-1 用ハロゲン化物ボンベは，試験結果に基づき R-2F-①-1 の消火に必要なボンベ個

数である 1個のボンベを設置する設計とする。 
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名 称 R-2F-①-2 用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個  

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する R-2F-①-2用ハ

ロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.6MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 R-2F-①-2 用ハロゲン化物ボンベは，試験結果に基づき R-2F-①-2 の消火に必要なボンベ個

数である 1個のボンベを設置する設計とする。 
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名 称 R-2F-①-3 用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個  

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する R-2F-①-3用ハ

ロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.6MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 R-2F-①-3 用ハロゲン化物ボンベは，試験結果に基づき R-2F-①-3 の消火に必要なボンベ個

数である 1個のボンベを設置する設計とする。 
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名 称 R-2F-②-1 用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個  

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する R-2F-②-1用ハ

ロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.6MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 R-2F-②-1 用ハロゲン化物ボンベは，試験結果に基づき R-2F-②-1 の消火に必要なボンベ個

数である 1個のボンベを設置する設計とする。 
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名 称 R-2F-②-2 用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個  

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する R-2F-②-2用ハ

ロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.6MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 R-2F-②-2 用ハロゲン化物ボンベは，試験結果に基づき R-2F-②-2 の消火に必要なボンベ個

数である 1個のボンベを設置する設計とする。 
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名 称 R-2F-②-3 用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個  

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する R-2F-②-3用ハ

ロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.6MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 R-2F-②-3 用ハロゲン化物ボンベは，試験結果に基づき R-2F-②-3 の消火に必要なボンベ個

数である 1個のボンベを設置する設計とする。 
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名 称 R-2F-②-4 用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個  

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する R-2F-②-4用ハ

ロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.6MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 R-2F-②-4 用ハロゲン化物ボンベは，試験結果に基づき R-2F-②-4 の消火に必要なボンベ個

数である 1個のボンベを設置する設計とする。 
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名 称 R-2F-②-5 用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個  

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する R-2F-②-5用ハ

ロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.6MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 R-2F-②-5 用ハロゲン化物ボンベは，試験結果に基づき R-2F-②-5 の消火に必要なボンベ個

数である 1個のボンベを設置する設計とする。 
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名 称 R-2F-②-6 用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個  

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する R-2F-②-6用ハ

ロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.6MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 R-2F-②-6 用ハロゲン化物ボンベは，試験結果に基づき R-2F-②-6 の消火に必要なボンベ個

数である 1個のボンベを設置する設計とする。 
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名 称 R-2F-③-1 用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個  

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する R-2F-③-1用ハ

ロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.6MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 R-2F-③-1 用ハロゲン化物ボンベは，試験結果に基づき R-2F-③-1 の消火に必要なボンベ個

数である 1個のボンベを設置する設計とする。 
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名 称 R-2F-③-2 用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個  

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する R-2F-③-2用ハ

ロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.6MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 R-2F-③-2 用ハロゲン化物ボンベは，試験結果に基づき R-2F-③-2 の消火に必要なボンベ個

数である 1個のボンベを設置する設計とする。 
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名 称 R-3F-①-1 用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個  

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する R-3F-①-1用ハ

ロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.6MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 R-3F-①-1 用ハロゲン化物ボンベは，試験結果に基づき R-3F-①-1 の消火に必要なボンベ個

数である 1個のボンベを設置する設計とする。 
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名 称 R-3F-①-2 用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個  

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する R-3F-①-2用ハ

ロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.6MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 R-3F-①-2 用ハロゲン化物ボンベは，試験結果に基づき R-3F-①-2 の消火に必要なボンベ個

数である 1個のボンベを設置する設計とする。 
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名 称 R-3F-①-3 用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個  

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する R-3F-①-3用ハ

ロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.6MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 R-3F-①-3 用ハロゲン化物ボンベは，試験結果に基づき R-3F-①-3 の消火に必要なボンベ個

数である 1個のボンベを設置する設計とする。 
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名 称 R-3F-①-4 用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個  

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する R-3F-①-4用ハ

ロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.6MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 R-3F-①-4 用ハロゲン化物ボンベは，試験結果に基づき R-3F-①-4 の消火に必要なボンベ個

数である 1個のボンベを設置する設計とする。 
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名 称 R-3F-①-5 用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個  

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する R-3F-①-5用ハ

ロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.6MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 R-3F-①-5 用ハロゲン化物ボンベは，試験結果に基づき R-3F-①-5 の消火に必要なボンベ個

数である 1個のボンベを設置する設計とする。 

 

 

 

 



 

180 

K
6
 
①
 Ⅵ

-
1-
1
-
5-
8
-
2 
R
0 

名 称 C-1F-①-1 用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個  

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する C-1F-①-1用ハ

ロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.6MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 C-1F-①-1 用ハロゲン化物ボンベは，試験結果に基づき C-1F-①-1 の消火に必要なボンベ個

数である 1個のボンベを設置する設計とする。 

 

 

 

 



 

181 

K
6
 
①
 Ⅵ

-
1-
1
-
5-
8
-
2 
R
0 

名 称 C-1F-①-2 用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個  

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する C-1F-①-2用ハ

ロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.6MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 C-1F-①-2 用ハロゲン化物ボンベは，試験結果に基づき C-1F-①-2 の消火に必要なボンベ個

数である 1個のボンベを設置する設計とする。 
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名 称 C-1F-②-1 用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個  

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する C-1F-②-1用ハ

ロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.6MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 C-1F-②-1 用ハロゲン化物ボンベは，試験結果に基づき C-1F-②-1 の消火に必要なボンベ個

数である 1個のボンベを設置する設計とする。 
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名 称 C-1F-②-2 用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個  

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する C-1F-②-2用ハ

ロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.6MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 C-1F-②-2 用ハロゲン化物ボンベは，試験結果に基づき C-1F-②-2 の消火に必要なボンベ個

数である 1個のボンベを設置する設計とする。 
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名 称 C-1F-②-3 用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個  

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する C-1F-②-3用ハ

ロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.6MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 C-1F-②-3 用ハロゲン化物ボンベは，試験結果に基づき C-1F-②-3 の消火に必要なボンベ個

数である 1個のボンベを設置する設計とする。 
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名 称 R-1F-⑤-1 用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個  

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する R-1F-⑤-1用ハ

ロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.6MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 R-1F-⑤-1 用ハロゲン化物ボンベは，試験結果に基づき R-1F-⑤-1 の消火に必要なボンベ個

数である 1個のボンベを設置する設計とする。 
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名 称 R-1F-⑤-2 用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個  

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する R-1F-⑤-2用ハ

ロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.6MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 R-1F-⑤-2 用ハロゲン化物ボンベは，試験結果に基づき R-1F-⑤-2 の消火に必要なボンベ個

数である 1個のボンベを設置する設計とする。 
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名 称 R-1F-⑤-3 用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個  

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する R-1F-⑤-3用ハ

ロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.6MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 R-1F-⑤-3 用ハロゲン化物ボンベは，試験結果に基づき R-1F-⑤-3 の消火に必要なボンベ個

数である 1個のボンベを設置する設計とする。 
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名 称 R-1F-⑤-4 用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個  

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する R-1F-⑤-4用ハ

ロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.6MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 R-1F-⑤-4 用ハロゲン化物ボンベは，試験結果に基づき R-1F-⑤-4 の消火に必要なボンベ個

数である 1個のボンベを設置する設計とする。 
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名 称 R-1F-⑤-5 用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個  

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する R-1F-⑤-5用ハ

ロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.6MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 R-1F-⑤-5 用ハロゲン化物ボンベは，試験結果に基づき R-1F-⑤-5 の消火に必要なボンベ個

数である 1個のボンベを設置する設計とする。 
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名 称 R-1F-⑤-6 用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個  

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する R-1F-⑤-6用ハ

ロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.6MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 R-1F-⑤-6 用ハロゲン化物ボンベは，試験結果に基づき R-1F-⑤-6 の消火に必要なボンベ個

数である 1個のボンベを設置する設計とする。 
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名 称 R-1F-⑤-7 用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個  

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する R-1F-⑤-7用ハ

ロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.6MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 R-1F-⑤-7 用ハロゲン化物ボンベは，試験結果に基づき R-1F-⑤-7 の消火に必要なボンベ個

数である 1個のボンベを設置する設計とする。 
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名 称 R-2F-④-1 用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個  

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する R-2F-④-1用ハ

ロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.6MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 R-2F-④-1 用ハロゲン化物ボンベは，試験結果に基づき R-2F-④-1 の消火に必要なボンベ個

数である 1個のボンベを設置する設計とする。 
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名 称 R-2F-④-2 用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個  

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する R-2F-④-2用ハ

ロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.6MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 R-2F-④-2 用ハロゲン化物ボンベは，試験結果に基づき R-2F-④-2 の消火に必要なボンベ個

数である 1個のボンベを設置する設計とする。 
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名 称 R-2F-④-3 用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個  

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する R-2F-④-3用ハ

ロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.6MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 R-2F-④-3 用ハロゲン化物ボンベは，試験結果に基づき R-2F-④-3 の消火に必要なボンベ個

数である 1個のボンベを設置する設計とする。 
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名 称 R-2F-④-4 用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個  

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する R-2F-④-4用ハ

ロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.6MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 R-2F-④-4 用ハロゲン化物ボンベは，試験結果に基づき R-2F-④-4 の消火に必要なボンベ個

数である 1個のボンベを設置する設計とする。 
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名 称 R-3F-②-1 用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個  

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する R-3F-②-1用ハ

ロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.6MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 R-3F-②-1 用ハロゲン化物ボンベは，試験結果に基づき R-3F-②-1 の消火に必要なボンベ個

数である 1個のボンベを設置する設計とする。 
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名 称 R-3F-②-2 用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個  

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する R-3F-②-2用ハ

ロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.6MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 R-3F-②-2 用ハロゲン化物ボンベは，試験結果に基づき R-3F-②-2 の消火に必要なボンベ個

数である 1個のボンベを設置する設計とする。 
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名 称 R-3F-②-3 用ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個  

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 ― 1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する R-3F-②-3用ハ

ロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である L/個以上とする。 

 

 公称値については要求される容量と同じ L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 4.6MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

 設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則第

20 条第 4項第四号に基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

 R-3F-②-3 用ハロゲン化物ボンベは，試験結果に基づき R-3F-②-3 の消火に必要なボンベ個

数である 1個のボンベを設置する設計とする。 
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2.1.6 中央制御室床下フリーアクセスフロア消火設備ハロゲン化物ボンベ 

名 称 
中央制御室床下フリーアクセスフロア消火設備（NON）用 

ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個  

最 高 使 用 圧 力 MPa 5.2 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個      数 ― 4 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する中央制御室床

下フリーアクセスフロア消火設備（NON）用ハロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である /個以上とする。 

 

公称値については要求される容量と同じ /個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 5.2MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則に

基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

中央制御室床下フリーアクセスフロア消火設備（NON）用ハロゲン化物ボンベは，試験結果に

基づき中央制御室床下フリーアクセスフロアの消火に必要なボンベ個数である4個のボンベを

設置する設計とする。 
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名 称 
中央制御室床下フリーアクセスフロア消火設備（区分Ⅰ）用 

ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個  

最 高 使 用 圧 力 MPa 5.2 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個      数 ― 2 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する中央制御室床

下フリーアクセスフロア消火設備（区分Ⅰ）用ハロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である L/個以上とする。 

 

公称値については要求される容量と同じ L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 5.2MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則に

基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

中央制御室床下フリーアクセスフロア消火設備（区分Ⅰ）用ハロゲン化物ボンベは，試験結

果に基づき中央制御室床下フリーアクセスフロアの消火に必要なボンベ個数である2個のボン

ベを設置する設計とする。 
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名 称 
中央制御室床下フリーアクセスフロア消火設備（区分Ⅱ）用 

ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個  

最 高 使 用 圧 力 MPa 5.2 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個      数 ― 1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する中央制御室床

下フリーアクセスフロア消火設備（区分Ⅱ）用ハロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である /個以上とする。 

 

公称値については要求される容量と同じ /個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 5.2MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則に

基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

中央制御室床下フリーアクセスフロア消火設備（区分Ⅱ）用ハロゲン化物ボンベは，試験結

果に基づき中央制御室床下フリーアクセスフロアの消火に必要なボンベ個数である1個のボン

ベを設置する設計とする。 
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名 称 
中央制御室床下フリーアクセスフロア消火設備（区分Ⅲ）用 

ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個  

最 高 使 用 圧 力 MPa 5.2 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個      数 ― 1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する中央制御室床

下フリーアクセスフロア消火設備（区分Ⅲ）用ハロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である L/個以上とする。 

 

公称値については要求される容量と同じ L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 5.2MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則に

基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

中央制御室床下フリーアクセスフロア消火設備（区分Ⅲ）用ハロゲン化物ボンベは，試験結

果に基づき中央制御室床下フリーアクセスフロアの消火に必要なボンベ個数である1個のボン

ベを設置する設計とする。 
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名 称 
中央制御室床下フリーアクセスフロア消火設備（区分Ⅳ）用 

ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個  

最 高 使 用 圧 力 MPa 5.2 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個      数 ― 1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する中央制御室床

下フリーアクセスフロア消火設備（区分Ⅳ）用ハロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である L/個以上とする。 

 

公称値については要求される容量と同じ L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 5.2MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則に

基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

中央制御室床下フリーアクセスフロア消火設備（区分Ⅳ）用ハロゲン化物ボンベは，試験結

果に基づき中央制御室床下フリーアクセスフロアの消火に必要なボンベ個数である1個のボン

ベを設置する設計とする。 
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名 称 
中央制御室床下フリーアクセスフロア消火設備（SA（Ⅰ））用 

ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個  

最 高 使 用 圧 力 MPa 5.2 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個      数 ― 1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する中央制御室床

下フリーアクセスフロア消火設備（SA（Ⅰ））用ハロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である /個以上とする。 

 

公称値については要求される容量と同じ /個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 5.2MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則に

基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

中央制御室床下フリーアクセスフロア消火設備（SA（Ⅰ））用ハロゲン化物ボンベは，試験

結果に基づき中央制御室床下フリーアクセスフロアの消火に必要なボンベ個数である1個のボ

ンベを設置する設計とする。 
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名 称 
中央制御室床下フリーアクセスフロア消火設備（SA（Ⅱ））用 

ハロゲン化物ボンベ 

容 量 L/個  

最 高 使 用 圧 力 MPa 5.2 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個      数 ― 1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 火災時に煙の充満又は放射線の影響により消火活動が困難なところに設置する中央制御室床

下フリーアクセスフロア消火設備（SA（Ⅱ））用ハロゲン化物ボンベは，以下の機能を有する。 

 

設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために設置する。 

 

1. 容量 

設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの容量は，高圧ガス保安法の適合品で

ある一般汎用品型のハロゲン化物ボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて

定めた容量である /個以上とする。 

 

公称値については要求される容量と同じ /個とする。 

 

2. 最高使用圧力 

設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用圧力は，ボンベを設置する

場所の周囲最高温度 40℃におけるボンベ内圧と同じ 5.2MPa とする。 

 

3. 最高使用温度 

設計基準対象施設として使用するハロゲン化物ボンベの最高使用温度は，消防法施行規則に

基づき，40℃とする。 

 

4. 個数 

中央制御室床下フリーアクセスフロア消火設備（SA（Ⅱ））用ハロゲン化物ボンベは，試験

結果に基づき中央制御室床下フリーアクセスフロアの消火に必要なボンベ個数である1個のボ

ンベを設置する設計とする。 
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 2.2 主配管 

   2.2.1 水系消火設備主配管 

名 称 
6 号機原子炉建屋供給ライン分岐点 

～ 
6 号機原子炉建屋内第 1分岐点 

最 高 使 用 圧 力 MPa 1.37 

最 高 使 用 温 度 ℃ 66 

外 径 mm 114.3 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

本配管は，6 号機原子炉建屋供給ライン分岐点と 6 号機原子炉建屋内第 1 分岐点を接続する配

管であり，発電所内で発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

本配管のうち屋内に設置する配管の最高使用圧力は，消火系屋内消火栓設備の最高使用圧と

同じ 1.37MPa とする。 

 

2. 最高使用温度 

  本配管の最高使用温度は，屋内の室温 40℃を考慮し，余裕をもって 66℃とする。 

 

3. 外径 

本配管の外径は，消防法施行令第 11 条，第 19 条及び消防法施行規則第 18 条で求めている

条件で消火設備を使用した場合を想定し，個々の水系消火設備が必要とする圧力損失に対し，

ポンプの揚程が許容できる外径を選定し，114.3mm とする。 
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名 称 
6 号機タービン建屋供給ライン分岐点 

～ 
6 号機タービン建屋内第 1分岐点 

最 高 使 用 圧 力 MPa 0.98，1.37 

最 高 使 用 温 度 ℃ 66 

外 径 mm 114.3 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

本配管は，6 号機タービン建屋供給ライン分岐点と 6 号機タービン建屋内第 1 分岐点を接続す

る配管であり，発電所内で発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 1.1 最高使用圧力 0.98MPa 

本配管のうち屋外に設置する配管の最高使用圧力は，消火系屋外消火栓設備の最高使用圧

力と同じ 0.98MPa とする。 

 1.2 最高使用圧力 1.37MPa 

本配管のうち屋内に設置する配管の最高使用圧力は，消火系屋内消火栓設備の最高使用圧

力と同じ 1.37MPa とする。 

 

2. 最高使用温度 

  本配管の最高使用温度は，屋内の室温 40℃を考慮し，余裕をもって 66℃とする。 

 

3. 外径 

本配管の外径は，消防法施行令第 11 条，第 19 条及び消防法施行規則第 18 条で求めている

条件で消火設備を使用した場合を想定し，個々の水系消火設備が必要とする圧力損失に対し，

ポンプの揚程が許容できる外径を選定し，114.3mm とする。 
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  2.2.2 二酸化炭素消火設備主配管 

名 称 

， 

用 

二酸化炭素ボンベ 

～ 

U43-ESV-2 

最 高 使 用 圧 力 MPa 10.8 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜ 27.2，42.7，60.5，89.1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は， 用二酸化炭素

ボンベと U43-ESV-2 を接続する配管であり，

内で発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，

用二酸化炭素ボンベの最高使用圧力と同じ10.8MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，

用二酸化炭素ボンベの最高使用温度と同じ 40℃とする。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，噴射ヘッドの放射圧力を 1.4MPa 以上＊1及び消火に必要な二酸化炭素ガス

量＊2を 1分以内＊3に放出可能であることをメーカにて確認している 27.2mm，42.7mm，60.5mm，

89.1mm とする。 

 

  注記＊1 ：消防法施行規則第 19 条第 2項第二号において定められている噴射ヘッドの放射

圧力 

    ＊2 ：消防法施行規則第 19 条第 4 項第一号において定められている消火に必要な二酸

化炭素ガス量 

    ＊3 ：消防法施行規則第 19 条第 2項第三号において定められている放射時間 
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名 称 

U43-ESV-2 

～ 

 

最 高 使 用 圧 力 MPa 10.8 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜ 42.7，89.1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，U43-ESV-2 と を接続する配管であり，

内で発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

本配管の最高使用圧力は，

用二酸化炭素ボンベの最高使用圧力と同じ 10.8MPa とする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，

用二酸化炭素ボンベの最高使用温度と同じ 40℃とする。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，噴射ヘッドの放射圧力を 1.4MPa 以上＊1及び消火に必要な二酸化炭素ガス

量＊2を 1分以内＊3に放出可能であることをメーカにて確認している 42.7mm，89.1mm とする。 

 

  注記＊1 ：消防法施行規則第 19 条第 2項第二号において定められている噴射ヘッドの放射

圧力 

    ＊2 ：消防法施行規則第 19 条第 4 項第一号において定められている消火に必要な二酸

化炭素ガス量 

    ＊3 ：消防法施行規則第 19 条第 2項第三号において定められている放射時間 
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名 称 

供給ライン分岐点 

～ 

 

最 高 使 用 圧 力 MPa 10.8 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜ 76.3 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は， 供給ライン分岐点と を接続する配管であり， 内で発生した

火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，

用二酸化炭素ボンベの最高使用圧力と同じ10.8MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，

用二酸化炭素ボンベの最高使用温度と同じ 40℃とする。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，噴射ヘッドの放射圧力を 1.4MPa 以上＊1及び消火に必要な二酸化炭素ガス

量＊2を 1分以内＊3に放出可能であることをメーカにて確認している 76.3mm とする。 

 

  注記＊1 ：消防法施行規則第 19 条第 2項第二号において定められている噴射ヘッドの放射

圧力 

    ＊2 ：消防法施行規則第 19 条第 4 項第一号において定められている消火に必要な二酸

化炭素ガス量 

    ＊3 ：消防法施行規則第 19 条第 2項第三号において定められている放射時間 
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名 称 

 

供給ライン分岐点 

～ 

 

最 高 使 用 圧 力 MPa 10.8 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜ 42.7，89.1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は， 給ライン分岐点と 接

続する配管であり， 内で発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，

用二酸化炭素ボンベの最高使用圧力と同じ10.8MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，

用二酸化炭素ボンベの最高使用温度と同じ 40℃とする。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，噴射ヘッドの放射圧力を 1.4MPa 以上＊1及び消火に必要な二酸化炭素ガス

量＊2を 1分以内＊3に放出可能であることをメーカにて確認している 42.7mm，89.1mm とする。 

 

  注記＊1 ：消防法施行規則第 19 条第 2項第二号において定められている噴射ヘッドの放射

圧力 

    ＊2 ：消防法施行規則第 19 条第 4 項第一号において定められている消火に必要な二酸

化炭素ガス量 

    ＊3 ：消防法施行規則第 19 条第 2項第三号において定められている放射時間 
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名 称 

供給ライン分岐点 

～ 

 

最 高 使 用 圧 力 MPa 10.8 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜ 76.3 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は， 供給ライン分岐点と を接続する配管であり， で発生した火

災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，

用二酸化炭素ボンベの最高使用圧力と同じ10.8MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，

用二酸化炭素ボンベの最高使用温度と同じ 40℃とする。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，噴射ヘッドの放射圧力を 1.4MPa 以上＊1及び消火に必要な二酸化炭素ガス

量＊2を 1分以内＊3に放出可能であることをメーカにて確認している 76.3mm とする。 

 

  注記＊1 ：消防法施行規則第 19 条第 2項第二号において定められている噴射ヘッドの放射

圧力 

    ＊2 ：消防法施行規則第 19 条第 4 項第一号において定められている消火に必要な二酸

化炭素ガス量 

    ＊3 ：消防法施行規則第 19 条第 2項第三号において定められている放射時間 
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名 称 

 

二酸化炭素ボンベ 

～ 

U43-ESV-1 

最 高 使 用 圧 力 MPa 10.8 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜ 42.7，48.6，60.5，89.1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は， 用二酸化炭素ボンベとU43-ESV-1を接続する配管

であり， 内で発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は， 用二酸化炭素ボンベの最高使用

圧力と同じ10.8MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は， 用二酸化炭素ボンベの最高使用

温度と同じ 40℃とする。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，噴射ヘッドの放射圧力を 1.4MPa 以上＊1及び消火に必要な二酸化炭素ガス

量＊2を 1分以内＊3に放出可能であることをメーカにて確認している 42.7mm，48.6mm，60.5mm，

89.1mm とする。 

 

  注記＊1 ：消防法施行規則第 19 条第 2項第二号において定められている噴射ヘッドの放射

圧力 

    ＊2 ：消防法施行規則第 19 条第 4 項第一号において定められている消火に必要な二酸

化炭素ガス量 

    ＊3 ：消防法施行規則第 19 条第 2項第三号において定められている放射時間 
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名 称 

U43-ESV-1 

～ 

 

最 高 使 用 圧 力 MPa 10.8 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜ 42.7，89.1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，U43-ESV-1 と を接続する配管であり，

内で発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は， 用二酸化炭素ボンベの最高使用

圧力と同じ10.8MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は， 用二酸化炭素ボンベの最高使用

温度と同じ 40℃とする。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，噴射ヘッドの放射圧力を 1.4MPa 以上＊1及び消火に必要な二酸化炭素ガス

量＊2を 1分以内＊3に放出可能であることをメーカにて確認している 42.7mm，89.1mm とする。 

 

  注記＊1 ：消防法施行規則第 19 条第 2項第二号において定められている噴射ヘッドの放射

圧力 

    ＊2 ：消防法施行規則第 19 条第 4 項第一号において定められている消火に必要な二酸

化炭素ガス量 

    ＊3 ：消防法施行規則第 19 条第 2項第三号において定められている放射時間 
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名 称 

供給ライン分岐点 

～ 

 

最 高 使 用 圧 力 MPa 10.8 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜ 76.3 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は， 供給ライン分岐点と を接続する配管であり， 内で発生した

火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は， 用二酸化炭素ボンベの最高使用

圧力と同じ10.8MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は， 用二酸化炭素ボンベの最高使用

温度と同じ 40℃とする。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，噴射ヘッドの放射圧力を 1.4MPa 以上＊1及び消火に必要な二酸化炭素ガス

量＊2を 1分以内＊3に放出可能であることをメーカにて確認している 76.3mm とする。 

 

  注記＊1 ：消防法施行規則第 19 条第 2項第二号において定められている噴射ヘッドの放射

圧力 

    ＊2 ：消防法施行規則第 19 条第 4 項第一号において定められている消火に必要な二酸

化炭素ガス量 

    ＊3 ：消防法施行規則第 19 条第 2項第三号において定められている放射時間 
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  2.2.3 小空間固定式消火設備主配管 

名 称 

TCWポンプ・熱交換器室用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

TCWポンプ・熱交換器室 

最 高 使 用 圧 力 MPa 5.2 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜ 89.1，76.3，48.6，42.7 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

本配管は，TCW ポンプ・熱交換器室用ハロゲン化物ボンベと TCW ポンプ・熱交換器室を接続す

る配管であり，TCWポンプ・熱交換器室内で発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，TCWポンプ・熱交換器室用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力と

同じ 5.2MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，TCWポンプ・熱交換器室用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度と

同じ 40℃とする。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，噴射ヘッドの放射圧力を 0.9MPa以上＊1及び消火に必要なハロン 1301ガ

ス量＊2を 30秒以内＊3に放射可能であることをメーカにて確認している 89.1mm，76.3mm，

48.6mm，42.7㎜とする。 

 

 

  注記＊1 ：消防法施行規則第 20条第 1項第二号において定められている噴射ヘッドの 

放射圧力 

＊2 ：消防法施行規則第 20条第 3項第一号において定められている消火に必要な 

ハロゲン化物消火剤量 

＊3 ：消防法施行規則第 20条第 1項第三号において定められている放射時間 

 

  



 

217 

K6
 ①

 Ⅵ
-1
-1

-5
-8
-2
 R
0 

名 称 

 

用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

 

 

最 高 使 用 圧 力 MPa 5.2 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜ 89.1，76.3，60.5，48.6，42.7 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，

用ハロゲン化物ボンベと

を接続する配管であり，

内で発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，

用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ 5.2MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，

用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ 40℃とする。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，噴射ヘッドの放射圧力を 0.9MPa以上＊1及び消火に必要なハロン 1301ガ

ス量＊2を 30秒以内＊3に放射可能であることをメーカにて確認している 89.1mm，76.3mm，

60.5mm，48.6mm，42.7㎜とする。 

 

 

  注記＊1 ：消防法施行規則第 20条第 1項第二号において定められている噴射ヘッドの 

放射圧力 

＊2 ：消防法施行規則第 20条第 3項第一号において定められている消火に必要な 

ハロゲン化物消火剤量 

＊3 ：消防法施行規則第 20条第 1項第三号において定められている放射時間 
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名 称 

T/A B2Fケーブル（Ⅰ）（Ⅲ）・配管トレンチ用 

ハロゲン化物ボンベ～ 

T/A B2Fケーブル（Ⅰ）（Ⅲ）・配管トレンチ 

最 高 使 用 圧 力 MPa 5.2 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜ 76.3，60.5，48.6，42.7 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

本配管は，T/A B2F ケーブル（Ⅰ）（Ⅲ）・配管トレンチ用ハロゲン化物ボンベと T/A B2Fケー

ブル（Ⅰ）（Ⅲ）・配管トレンチを接続する配管であり，T/A B2Fケーブル（Ⅰ）（Ⅲ）・配管トレン

チ内で発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，T/A B2Fケーブル（Ⅰ）（Ⅲ）・配管トレンチ用ハロゲン化物ボン

ベの最高使用圧力と同じ 5.2MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，T/A B2Fケーブル（Ⅰ）（Ⅲ）・配管トレンチ用ハロゲン化物ボン

ベの最高使用温度と同じ 40℃とする。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，噴射ヘッドの放射圧力を 0.9MPa以上＊1及び消火に必要なハロン 1301ガ

ス量＊2を 30秒以内＊3に放射可能であることをメーカにて確認している 76.3mm，60.5mm，

48.6mm，42.7㎜とする。 

 

 

  注記＊1 ：消防法施行規則第 20条第 1項第二号において定められている噴射ヘッドの 

放射圧力 

＊2 ：消防法施行規則第 20条第 3項第一号において定められている消火に必要な 

ハロゲン化物消火剤量 

＊3 ：消防法施行規則第 20条第 1項第三号において定められている放射時間 
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名 称 

T/A B2Fケーブル（Ⅱ）・配管トレンチ用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

T/A B2Fケーブル（Ⅱ）・配管トレンチ 

最 高 使 用 圧 力 MPa 5.2 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜ 76.3，48.6，42.7 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

本配管は，T/A B2F ケーブル（Ⅱ）・配管トレンチ用ハロゲン化物ボンベと T/A B2F ケーブル

（Ⅱ）・配管トレンチを接続する配管であり，T/A B2Fケーブル（Ⅱ）・配管トレンチ内で発生し

た火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，T/A B2Fケーブル（Ⅱ）・配管トレンチ用ハロゲン化物ボンベの

最高使用圧力と同じ 5.2MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，T/A B2Fケーブル（Ⅱ）・配管トレンチ用ハロゲン化物ボンベの

最高使用温度と同じ 40℃とする。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，噴射ヘッドの放射圧力を 0.9MPa以上＊1及び消火に必要なハロン 1301ガ

ス量＊2を 30秒以内＊3に放射可能であることをメーカにて確認している 76.3mm，48.6mm， 

42.7㎜とする。 

 

 

  注記＊1 ：消防法施行規則第 20条第 1項第二号において定められている噴射ヘッドの 

放射圧力 

＊2 ：消防法施行規則第 20条第 3項第一号において定められている消火に必要な 

ハロゲン化物消火剤量 

＊3 ：消防法施行規則第 20条第 1項第三号において定められている放射時間 
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名 称 

用 

ハロゲン化物ボンベ～ 

 

最 高 使 用 圧 力 MPa 5.2 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜ 76.3，60.5，48.6，42.7 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

本配管は， 用ハロゲン化物ボンベと

を接続する配管であり，

内で発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は， 用ハロゲン化物ボン

ベの最高使用圧力と同じ 5.2MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は， 用ハロゲン化物ボン

ベの最高使用温度と同じ 40℃とする。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，噴射ヘッドの放射圧力を 0.9MPa以上＊1及び消火に必要なハロン 1301ガ

ス量＊2を 30秒以内＊3に放射可能であることをメーカにて確認している 76.3mm，60.5mm，

48.6mm，42.7㎜とする。 

 

 

  注記＊1 ：消防法施行規則第 20条第 1項第二号において定められている噴射ヘッドの 

放射圧力 

＊2 ：消防法施行規則第 20条第 3項第一号において定められている消火に必要な 

ハロゲン化物消火剤量 

＊3 ：消防法施行規則第 20条第 1項第三号において定められている放射時間 
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名 称 

用 

ハロゲン化物ボンベ～ 

 

最 高 使 用 圧 力 MPa 5.2 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜ 89.1，76.3，48.6，42.7 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

本配管は， 用ハロゲン化物ボンベと

を接続する配管であり，

内で発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は， 用ハロゲン化物ボン

ベの最高使用圧力と同じ 5.2MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は， 用ハロゲン化物ボン

ベの最高使用温度と同じ 40℃とする。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，噴射ヘッドの放射圧力を 0.9MPa以上＊1及び消火に必要なハロン 1301ガ

ス量＊2を 30秒以内＊3に放射可能であることをメーカにて確認している 89.1mm，76.3mm，

48.6mm，42.7㎜とする。 

 

 

  注記＊1 ：消防法施行規則第 20条第 1項第二号において定められている噴射ヘッドの 

放射圧力 

＊2 ：消防法施行規則第 20条第 3項第一号において定められている消火に必要な 

ハロゲン化物消火剤量 

＊3 ：消防法施行規則第 20条第 1項第三号において定められている放射時間 
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名 称 

用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

 

最 高 使 用 圧 力 MPa 5.2 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜ 48.6，42.7 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

本配管は， 用ハロゲン化物ボンベと を

接続する配管であり， 内で発生した火災を早期に消火するために設置

する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は， 用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧

力と同じ 5.2MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は， 用ハロゲン化物ボンベの最高使用温

度と同じ 40℃とする。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，噴射ヘッドの放射圧力を 0.9MPa以上＊1及び消火に必要なハロン 1301ガ

ス量＊2を 30秒以内＊3に放射可能であることをメーカにて確認している 48.6mm，42.7㎜とす

る。 

 

 

  注記＊1 ：消防法施行規則第 20条第 1項第二号において定められている噴射ヘッドの 

放射圧力 

＊2 ：消防法施行規則第 20条第 3項第一号において定められている消火に必要な 

ハロゲン化物消火剤量 

＊3 ：消防法施行規則第 20条第 1項第三号において定められている放射時間 
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名 称 

用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

 

最 高 使 用 圧 力 MPa 5.2 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜ 48.6，42.7 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

本配管は， 用ハロゲン化物ボンベと を

接続する配管であり， 内で発生した火災を早期に消火するために設置

する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は， 用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧

力と同じ 5.2MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は， 用ハロゲン化物ボンベの最高使用温

度と同じ 40℃とする。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，噴射ヘッドの放射圧力を 0.9MPa以上＊1及び消火に必要なハロン 1301ガ

ス量＊2を 30秒以内＊3に放射可能であることをメーカにて確認している 48.6mm，42.7㎜とす

る。 

 

 

  注記＊1 ：消防法施行規則第 20条第 1項第二号において定められている噴射ヘッドの 

放射圧力 

＊2 ：消防法施行規則第 20条第 3項第一号において定められている消火に必要な 

ハロゲン化物消火剤量 

＊3 ：消防法施行規則第 20条第 1項第三号において定められている放射時間 

 

  



 

224 

K6
 ①

 Ⅵ
-1
-1

-5
-8
-2
 R
0 

名 称 

用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.8 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜ 89.1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

本配管は， 用ハロゲン化物ボンベと を接

続する配管であり， 内で発生した火災を早期に消火するために設置す

る。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は， 用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧

力と同じ 4.8MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は， 用ハロゲン化物ボンベの最高使用温

度と同じ 40℃とする。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，噴射ヘッドの放射圧力を 0.3MPa以上＊1及び消火に必要な HFC-227eaガス

量＊2を 10秒以内＊3に放射可能であることをメーカにて確認している 89.1㎜とする。 

 

 

  注記＊1 ：消防法施行規則第 20条第 1項第二号において定められている噴射ヘッドの 

放射圧力 

＊2 ：消防法施行規則第 20条第 3項第一号において定められている消火に必要な 

ハロゲン化物消火剤量 

＊3 ：消防法施行規則第 20条第 1項第三号において定められている放射時間 
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名 称 

用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.8 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜ 89.1，76.3 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は， 用ハロゲン化物ボンベと を接

続する配管であり， 内で発生した火災を早期に消火するために設置す

る。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は， 用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧

力と同じ 4.8MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は， 用ハロゲン化物ボンベの最高使用温

度と同じ 40℃とする。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，噴射ヘッドの放射圧力を 0.3MPa以上＊1及び消火に必要な HFC-227eaガス

量＊2を 10秒以内＊3に放射可能であることをメーカにて確認している 89.1㎜，76.3㎜とす

る。 

 

 

注記＊1 ：消防法施行規則第 20条第 1項第二号において定められている噴射ヘッドの 

放射圧力 

＊2 ：消防法施行規則第 20条第 3項第一号において定められている消火に必要な 

ハロゲン化物消火剤量 

＊3 ：消防法施行規則第 20条第 1項第三号において定められている放射時間 
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名 称 

用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.8 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜ 89.1，76.3 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は， 用ハロゲン化物ボンベと を接

続する配管であり， 内で発生した火災を早期に消火するために設置す

る。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は， 用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧

力と同じ 4.8MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は， 用ハロゲン化物ボンベの最高使用温

度と同じ 40℃とする。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，噴射ヘッドの放射圧力を 0.3MPa以上＊1及び消火に必要な HFC-227eaガス

量＊2を 10秒以内＊3に放射可能であることをメーカにて確認している 89.1㎜，76.3㎜とす

る。 

 

 

注記＊1 ：消防法施行規則第 20条第 1項第二号において定められている噴射ヘッドの 

放射圧力 

＊2 ：消防法施行規則第 20条第 3項第一号において定められている消火に必要な 

ハロゲン化物消火剤量 

＊3 ：消防法施行規則第 20条第 1項第三号において定められている放射時間 
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名 称 

用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.8 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜ 89.1，76.3 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は， 用ハロゲン化物ボンベと

を接続する配管であり， 内で発生した火災を早期に消火するため

に設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

本配管の最高使用圧力は， 用ハロゲン化物ボンベの最高使用

圧力と同じ 4.8MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

本配管の最高使用温度は， 用ハロゲン化物ボンベの最高使用

温度と同じ 40℃とする。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，噴射ヘッドの放射圧力を 0.3MPa以上＊1及び消火に必要な HFC-227eaガス

量＊2を 10秒以内＊3に放射可能であることをメーカにて確認している 89.1㎜，76.3㎜とす

る。 

 

 

注記＊1 ：消防法施行規則第 20条第 1項第二号において定められている噴射ヘッドの 

放射圧力 

＊2 ：消防法施行規則第 20条第 3項第一号において定められている消火に必要な 

ハロゲン化物消火剤量 

＊3 ：消防法施行規則第 20条第 1項第三号において定められている放射時間 
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名 称 

用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.8 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜ 89.1，76.3 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は， 用ハロゲン化物ボンベと を接続する配管であり，

内で発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は， 用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ

4.8MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は， 用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ

40℃とする。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，噴射ヘッドの放射圧力を 0.3MPa以上＊1及び消火に必要な HFC-227eaガス

量＊2を 10秒以内＊3に放射可能であることをメーカにて確認している 89.1㎜，76.3㎜とす

る。 

 

 

注記＊1 ：消防法施行規則第 20条第 1項第二号において定められている噴射ヘッドの 

放射圧力 

＊2 ：消防法施行規則第 20条第 3項第一号において定められている消火に必要な 

ハロゲン化物消火剤量 

＊3 ：消防法施行規則第 20条第 1項第三号において定められている放射時間 
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名 称 

用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.8 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜ 89.1，76.3 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は， 用ハロゲン化物ボンベと を接続する配管であり，

内で発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は， 用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ

4.8MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は， 用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ

40℃とする。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，噴射ヘッドの放射圧力を 0.3MPa以上＊1及び消火に必要な HFC-227eaガス

量＊2を 10秒以内＊3に放射可能であることをメーカにて確認している 89.1㎜，76.3㎜とす

る。 

 

 

注記＊1 ：消防法施行規則第 20条第 1項第二号において定められている噴射ヘッドの 

放射圧力 

＊2 ：消防法施行規則第 20条第 3項第一号において定められている消火に必要な 

ハロゲン化物消火剤量 

＊3 ：消防法施行規則第 20条第 1項第三号において定められている放射時間 
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名 称 

HCU室（西側）用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

HCU室（西側） 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.8 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜ 89.1，76.3 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，HCU室（西側）用ハロゲン化物ボンベと HCU室（西側）を接続する配管であり，HCU

室（西側）内で発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，HCU室（西側）用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ

4.8MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，HCU室（西側）用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ

40℃とする。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，噴射ヘッドの放射圧力を 0.3MPa以上＊1及び消火に必要な HFC-227eaガス

量＊2を 10秒以内＊3に放射可能であることをメーカにて確認している 89.1㎜，76.3㎜とす

る。 

 

 

注記＊1 ：消防法施行規則第 20条第 1項第二号において定められている噴射ヘッドの 

放射圧力 

＊2 ：消防法施行規則第 20条第 3項第一号において定められている消火に必要な 

ハロゲン化物消火剤量 

＊3 ：消防法施行規則第 20条第 1項第三号において定められている放射時間 

 

  



 

231 

K6
 ①

 Ⅵ
-1
-1

-5
-8
-2
 R
0 

名 称 

HCU室（東側）用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

HCU室（東側） 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.8 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜ 89.1，76.3 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，HCU室（東側）用ハロゲン化物ボンベと HCU室（東側）を接続する配管であり，HCU

室（東側）内で発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，HCU室（東側）用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ

4.8MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，HCU室（東側）用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ

40℃とする。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，噴射ヘッドの放射圧力を 0.3MPa以上＊1及び消火に必要な HFC-227eaガス

量＊2を 10秒以内＊3に放射可能であることをメーカにて確認している 89.1㎜，76.3㎜とす

る。 

 

 

注記＊1 ：消防法施行規則第 20条第 1項第二号において定められている噴射ヘッドの 

放射圧力 

＊2 ：消防法施行規則第 20条第 3項第一号において定められている消火に必要な 

ハロゲン化物消火剤量 

＊3 ：消防法施行規則第 20条第 1項第三号において定められている放射時間 
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名 称 

HPACポンプ室用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

HPACポンプ室 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.8 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜ 89.1，48.6 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，HPAC ポンプ室用ハロゲン化物ボンベと HPAC ポンプ室を接続する配管であり，HPAC

ポンプ室内で発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，HPACポンプ室用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ

4.8MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，HPAC ポンプ室用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ 40℃

とする。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，噴射ヘッドの放射圧力を 0.3MPa以上＊1及び消火に必要な HFC-227eaガス

量＊2を 10秒以内＊3に放射可能であることをメーカにて確認している 89.1㎜，48.6㎜とす

る。 

 

 

注記＊1 ：消防法施行規則第 20条第 1項第二号において定められている噴射ヘッドの 

放射圧力 

＊2 ：消防法施行規則第 20条第 3項第一号において定められている消火に必要な 

ハロゲン化物消火剤量 

＊3 ：消防法施行規則第 20条第 1項第三号において定められている放射時間 
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名 称 

RIP・CRD取扱装置制御室用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

RIP・CRD取扱装置制御室 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.8 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜ 89.1，76.3 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，RIP・CRD 取扱装置制御室用ハロゲン化物ボンベと RIP・CRD 取扱装置制御室を接続

する配管であり，RIP・CRD取扱装置制御室内で発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，RIP・CRD取扱装置制御室用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力

と同じ 4.8MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，RIP・CRD取扱装置制御室用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度

と同じ 40℃とする。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，噴射ヘッドの放射圧力を 0.3MPa以上＊1及び消火に必要な HFC-227eaガス

量＊2を 10秒以内＊3に放射可能であることをメーカにて確認している 89.1㎜，76.3㎜とす

る。 

 

 

注記＊1 ：消防法施行規則第 20条第 1項第二号において定められている噴射ヘッドの 

放射圧力 

＊2 ：消防法施行規則第 20条第 3項第一号において定められている消火に必要な 

ハロゲン化物消火剤量 

＊3 ：消防法施行規則第 20条第 1項第三号において定められている放射時間 
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名 称 

CRDモータ試験室用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

CRDモータ試験室 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.8 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜ 89.1，48.6 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，CRDモータ試験室用ハロゲン化物ボンベと CRDモータ試験室を接続する配管であり，

CRDモータ試験室内で発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，CRDモータ試験室用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ

4.8MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，CRDモータ試験室用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ

40℃とする。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，噴射ヘッドの放射圧力を 0.3MPa以上＊1及び消火に必要な HFC-227eaガス

量＊2を 10秒以内＊3に放射可能であることをメーカにて確認している 89.1㎜，48.6㎜とす

る。 

 

 

注記＊1 ：消防法施行規則第 20条第 1項第二号において定められている噴射ヘッドの 

放射圧力 

＊2 ：消防法施行規則第 20条第 3項第一号において定められている消火に必要な 

ハロゲン化物消火剤量 

＊3 ：消防法施行規則第 20条第 1項第三号において定められている放射時間 
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名 称 

TIP駆動装置現場制御盤室用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

TIP駆動装置現場制御盤室 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.8 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜ 89.1，48.6 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，TIP 駆動装置現場制御盤室用ハロゲン化物ボンベと TIP 駆動装置現場制御盤室を接

続する配管であり，TIP 駆動装置現場制御盤室内で発生した火災を早期に消火するために設置す

る。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，TIP駆動装置現場制御盤室用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力

と同じ 4.8MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，TIP駆動装置現場制御盤室用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度

と同じ 40℃とする。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，噴射ヘッドの放射圧力を 0.3MPa以上＊1及び消火に必要な HFC-227eaガス

量＊2を 10秒以内＊3に放射可能であることをメーカにて確認している 89.1㎜，48.6㎜とす

る。 

 

 

注記＊1 ：消防法施行規則第 20条第 1項第二号において定められている噴射ヘッドの 

放射圧力 

＊2 ：消防法施行規則第 20条第 3項第一号において定められている消火に必要な 

ハロゲン化物消火剤量 

＊3 ：消防法施行規則第 20条第 1項第三号において定められている放射時間 
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名 称 

RIP-ASD(A)(B)(E)(F)(H)室用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

RIP-ASD(A)(B)(E)(F)(H)室 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.8 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜ 114.3 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，RIP-ASD(A)(B)(E)(F)(H)室用ハロゲン化物ボンベと RIP-ASD(A)(B)(E)(F)(H)室を接

続する配管であり，RIP-ASD(A)(B)(E)(F)(H)室内で発生した火災を早期に消火するために設置す

る。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，RIP-ASD(A)(B)(E)(F)(H)室用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧

力と同じ 4.8MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，RIP-ASD(A)(B)(E)(F)(H)室用ハロゲン化物ボンベの最高使用温

度と同じ 40℃とする。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，噴射ヘッドの放射圧力を 0.3MPa以上＊1及び消火に必要な HFC-227eaガス

量＊2を 10秒以内＊3に放射可能であることをメーカにて確認している 114.3㎜とする。 

 

 

注記＊1 ：消防法施行規則第 20条第 1項第二号において定められている噴射ヘッドの 

放射圧力 

＊2 ：消防法施行規則第 20条第 3項第一号において定められている消火に必要な 

ハロゲン化物消火剤量 

＊3 ：消防法施行規則第 20条第 1項第三号において定められている放射時間 
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名 称 

用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.8 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜ 89.1，60.5 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は， 用ハロゲン化物ボンベと を接続する配管

であり， 内で発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は， 用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力と同

じ 4.8MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は， 用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度と同

じ 40℃とする。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，噴射ヘッドの放射圧力を 0.3MPa以上＊1及び消火に必要な HFC-227eaガス

量＊2を 10秒以内＊3に放射可能であることをメーカにて確認している 89.1㎜，60.5㎜とす

る。 

 

 

注記＊1 ：消防法施行規則第 20条第 1項第二号において定められている噴射ヘッドの 

放射圧力 

＊2 ：消防法施行規則第 20条第 3項第一号において定められている消火に必要な 

ハロゲン化物消火剤量 

＊3 ：消防法施行規則第 20条第 1項第三号において定められている放射時間 
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名 称 

非管理区域入口室（R/B 1F 北）用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

非管理区域入口室（R/B 1F 北） 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.8 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜ 89.1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，非管理区域入口室（R/B 1F 北）用ハロゲン化物ボンベと非管理区域入口室（R/B 

1F 北）を接続する配管であり，非管理区域入口室（R/B 1F 北）内で発生した火災を早期に消

火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，非管理区域入口室（R/B 1F 北）用ハロゲン化物ボンベの最高

使用圧力と同じ 4.8MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，非管理区域入口室（R/B 1F 北）用ハロゲン化物ボンベの最高

使用温度と同じ 40℃とする。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，噴射ヘッドの放射圧力を 0.3MPa以上＊1及び消火に必要な HFC-227eaガス

量＊2を 10秒以内＊3に放射可能であることをメーカにて確認している 89.1㎜とする。 

 

 

注記＊1 ：消防法施行規則第 20条第 1項第二号において定められている噴射ヘッドの 

放射圧力 

＊2 ：消防法施行規則第 20条第 3項第一号において定められている消火に必要な 

ハロゲン化物消火剤量 

＊3 ：消防法施行規則第 20条第 1項第三号において定められている放射時間 
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名 称 

電気ペネ室（R/B 1F 東）用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

電気ペネ室（R/B 1F 東） 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.8 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜ 89.1，76.3 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，電気ペネ室（R/B 1F 東）用ハロゲン化物ボンベと電気ペネ室（R/B 1F 東）を

接続する配管であり，電気ペネ室（R/B 1F 東）内で発生した火災を早期に消火するために設置

する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，電気ペネ室（R/B 1F 東）用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧

力と同じ 4.8MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，電気ペネ室（R/B 1F 東）用ハロゲン化物ボンベの最高使用温

度と同じ 40℃とする。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，噴射ヘッドの放射圧力を 0.3MPa以上＊1及び消火に必要な HFC-227eaガス

量＊2を 10秒以内＊3に放射可能であることをメーカにて確認している 89.1㎜，76.3㎜とす

る。 

 

 

注記＊1 ：消防法施行規則第 20条第 1項第二号において定められている噴射ヘッドの 

放射圧力 

＊2 ：消防法施行規則第 20条第 3項第一号において定められている消火に必要な 

ハロゲン化物消火剤量 

＊3 ：消防法施行規則第 20条第 1項第三号において定められている放射時間 
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名 称 

FCS再結合装置室用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

FCS再結合装置室 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.8 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜ 89.1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，FCS再結合装置室用ハロゲン化物ボンベと FCS再結合装置室を接続する配管であり，

FCS再結合装置室内で発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，FCS再結合装置室用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ

4.8MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，FCS再結合装置室用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ

40℃とする。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，噴射ヘッドの放射圧力を 0.3MPa以上＊1及び消火に必要な HFC-227eaガス

量＊2を 10秒以内＊3に放射可能であることをメーカにて確認している 89.1㎜とする。 

 

 

注記＊1 ：消防法施行規則第 20条第 1項第二号において定められている噴射ヘッドの 

放射圧力 

＊2 ：消防法施行規則第 20条第 3項第一号において定められている消火に必要な 

ハロゲン化物消火剤量 

＊3 ：消防法施行規則第 20条第 1項第三号において定められている放射時間 
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名 称 

非管理区域入口室（R/B 1F 南）用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

非管理区域入口室（R/B 1F 南） 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.8 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜ 89.1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，非管理区域入口室（R/B 1F 南）用ハロゲン化物ボンベと非管理区域入口室（R/B 

1F 南）を接続する配管であり，非管理区域入口室（R/B 1F 南）内で発生した火災を早期に消

火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，非管理区域入口室（R/B 1F 南）用ハロゲン化物ボンベの最高

使用圧力と同じ 4.8MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，非管理区域入口室（R/B 1F 南）用ハロゲン化物ボンベの最高

使用温度と同じ 40℃とする。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，噴射ヘッドの放射圧力を 0.3MPa以上＊1及び消火に必要な HFC-227eaガス

量＊2を 10秒以内＊3に放射可能であることをメーカにて確認している 89.1㎜とする。 

 

 

注記＊1 ：消防法施行規則第 20条第 1項第二号において定められている噴射ヘッドの 

放射圧力 

＊2 ：消防法施行規則第 20条第 3項第一号において定められている消火に必要な 

ハロゲン化物消火剤量 

＊3 ：消防法施行規則第 20条第 1項第三号において定められている放射時間 
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名 称 

SLC・電気ペネ室用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

SLC・電気ペネ室 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.8 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜ 89.1，48.6 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，SLC・電気ペネ室用ハロゲン化物ボンベと SLC・電気ペネ室を接続する配管であり，

SLC・電気ペネ室内で発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，SLC・電気ペネ室用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ

4.8MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，SLC・電気ペネ室用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ

40℃とする。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，噴射ヘッドの放射圧力を 0.3MPa以上＊1及び消火に必要な HFC-227eaガス

量＊2を 10秒以内＊3に放射可能であることをメーカにて確認している 89.1㎜，48.6㎜とす

る。 

 

 

注記＊1 ：消防法施行規則第 20条第 1項第二号において定められている噴射ヘッドの 

放射圧力 

＊2 ：消防法施行規則第 20条第 3項第一号において定められている消火に必要な 

ハロゲン化物消火剤量 

＊3 ：消防法施行規則第 20条第 1項第三号において定められている放射時間 
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名 称 

MSIV搬出入用機器ハッチ室用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

MSIV搬出入用機器ハッチ室 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.8 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜ 89.1，48.6 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，MSIV 搬出入用機器ハッチ室用ハロゲン化物ボンベと MSIV 搬出入用機器ハッチ室を

接続する配管であり，MSIV搬出入用機器ハッチ室内で発生した火災を早期に消火するために設置

する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，MSIV搬出入用機器ハッチ室用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧

力と同じ 4.8MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，MSIV搬出入用機器ハッチ室用ハロゲン化物ボンベの最高使用温

度と同じ 40℃とする。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，噴射ヘッドの放射圧力を 0.3MPa以上＊1及び消火に必要な HFC-227eaガス

量＊2を 10秒以内＊3に放射可能であることをメーカにて確認している 89.1㎜，48.6㎜とす

る。 

 

 

注記＊1 ：消防法施行規則第 20条第 1項第二号において定められている噴射ヘッドの 

放射圧力 

＊2 ：消防法施行規則第 20条第 3項第一号において定められている消火に必要な 

ハロゲン化物消火剤量 

＊3 ：消防法施行規則第 20条第 1項第三号において定められている放射時間 
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名 称 

IA・HPINペネ室用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

IA・HPINペネ室 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.8 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜ 89.1，48.6 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，IA・HPIN ペネ室用ハロゲン化物ボンベと IA・HPIN ペネ室を接続する配管であり，

IA・HPINペネ室内で発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，IA・HPINペネ室用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ

4.8MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，IA・HPINペネ室用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ

40℃とする。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，噴射ヘッドの放射圧力を 0.3MPa以上＊1及び消火に必要な HFC-227eaガス

量＊2を 10秒以内＊3に放射可能であることをメーカにて確認している 89.1㎜，48.6㎜とす

る。 

 

 

注記＊1 ：消防法施行規則第 20条第 1項第二号において定められている噴射ヘッドの 

放射圧力 

＊2 ：消防法施行規則第 20条第 3項第一号において定められている消火に必要な 

ハロゲン化物消火剤量 

＊3 ：消防法施行規則第 20条第 1項第三号において定められている放射時間 
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名 称 

用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.8 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜ 89.1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は， 用ハロゲン化物ボンベと を接続する配管であり，

内で発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は， 用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ

4.8MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は， 用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ 40℃

とする。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，噴射ヘッドの放射圧力を 0.3MPa以上＊1及び消火に必要な HFC-227eaガス

量＊2を 10秒以内＊3に放射可能であることをメーカにて確認している 89.1㎜とする。 

 

 

注記＊1 ：消防法施行規則第 20条第 1項第二号において定められている噴射ヘッドの 

放射圧力 

＊2 ：消防法施行規則第 20条第 3項第一号において定められている消火に必要な 

ハロゲン化物消火剤量 

＊3 ：消防法施行規則第 20条第 1項第三号において定められている放射時間 
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名 称 

用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.8 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜ 89.1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は， 用ハロゲン化物ボンベと を接続する配管であり，

内で発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は， 用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ

4.8MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は， 用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ 40℃

とする。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，噴射ヘッドの放射圧力を 0.3MPa以上＊1及び消火に必要な HFC-227eaガス

量＊2を 10秒以内＊3に放射可能であることをメーカにて確認している 89.1㎜とする。 

 

 

注記＊1 ：消防法施行規則第 20条第 1項第二号において定められている噴射ヘッドの 

放射圧力 

＊2 ：消防法施行規則第 20条第 3項第一号において定められている消火に必要な 

ハロゲン化物消火剤量 

＊3 ：消防法施行規則第 20条第 1項第三号において定められている放射時間 
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名 称 

電気ペネ室（R/B 2F 北）用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

電気ペネ室（R/B 2F 北） 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.8 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜ 89.1，48.6 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，電気ペネ室（R/B 2F 北）用ハロゲン化物ボンベと電気ペネ室（R/B 2F 北）を

接続する配管であり，電気ペネ室（R/B 2F 北）内で発生した火災を早期に消火するために設置

する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，電気ペネ室（R/B 2F 北）用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧

力と同じ 4.8MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，電気ペネ室（R/B 2F 北）用ハロゲン化物ボンベの最高使用温

度と同じ 40℃とする。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，噴射ヘッドの放射圧力を 0.3MPa以上＊1及び消火に必要な HFC-227eaガス

量＊2を 10秒以内＊3に放射可能であることをメーカにて確認している 89.1㎜，48.6㎜とす

る。 

 

 

注記＊1 ：消防法施行規則第 20条第 1項第二号において定められている噴射ヘッドの 

放射圧力 

＊2 ：消防法施行規則第 20条第 3項第一号において定められている消火に必要な 

ハロゲン化物消火剤量 

＊3 ：消防法施行規則第 20条第 1項第三号において定められている放射時間 
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名 称 

電気ペネ室（R/B 2F 南）用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

電気ペネ室（R/B 2F 南） 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.8 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜ 89.1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，電気ペネ室（R/B 2F 南）用ハロゲン化物ボンベと電気ペネ室（R/B 2F 南）を

接続する配管であり，電気ペネ室（R/B 2F 南）内で発生した火災を早期に消火するために設置

する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，電気ペネ室（R/B 2F 南）用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧

力と同じ 4.8MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，電気ペネ室（R/B 2F 南）用ハロゲン化物ボンベの最高使用温

度と同じ 40℃とする。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，噴射ヘッドの放射圧力を 0.3MPa以上＊1及び消火に必要な HFC-227eaガス

量＊2を 10秒以内＊3に放射可能であることをメーカにて確認している 89.1㎜とする。 

 

 

注記＊1 ：消防法施行規則第 20条第 1項第二号において定められている噴射ヘッドの 

放射圧力 

＊2 ：消防法施行規則第 20条第 3項第一号において定められている消火に必要な 

ハロゲン化物消火剤量 

＊3 ：消防法施行規則第 20条第 1項第三号において定められている放射時間 

 

  



 

249 

K6
 ①

 Ⅵ
-1
-1

-5
-8
-2
 R
0 

名 称 

ASD出力トランス(D)(J)室用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

ASD出力トランス(D)(J)室 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.8 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜ 89.1，48.6 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，ASD 出力トランス(D)(J)室用ハロゲン化物ボンベと ASD 出力トランス(D)(J)室を接

続する配管であり，ASD 出力トランス(D)(J)室内で発生した火災を早期に消火するために設置す

る。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，ASD出力トランス(D)(J)室用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力

と同じ 4.8MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，ASD出力トランス(D)(J)室用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度

と同じ 40℃とする。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，噴射ヘッドの放射圧力を 0.3MPa以上＊1及び消火に必要な HFC-227eaガス

量＊2を 10秒以内＊3に放射可能であることをメーカにて確認している 89.1㎜，48.6㎜とす

る。 

 

 

注記＊1 ：消防法施行規則第 20条第 1項第二号において定められている噴射ヘッドの 

放射圧力 

＊2 ：消防法施行規則第 20条第 3項第一号において定められている消火に必要な 

ハロゲン化物消火剤量 

＊3 ：消防法施行規則第 20条第 1項第三号において定められている放射時間 
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名 称 

用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.8 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜ 89.1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は， 用ハロゲン化物ボンベと を接続する配管であり，

内で発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は， 用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ

4.8MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は， 用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ 40℃

とする。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，噴射ヘッドの放射圧力を 0.3MPa以上＊1及び消火に必要な HFC-227eaガス

量＊2を 10秒以内＊3に放射可能であることをメーカにて確認している 89.1㎜とする。 

 

 

注記＊1 ：消防法施行規則第 20条第 1項第二号において定められている噴射ヘッドの 

放射圧力 

＊2 ：消防法施行規則第 20条第 3項第一号において定められている消火に必要な 

ハロゲン化物消火剤量 

＊3 ：消防法施行規則第 20条第 1項第三号において定められている放射時間 
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名 称 

用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.8 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜ 89.1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は， 用ハロゲン化物ボンベと を接続する配管であり，

内で発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は， 用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ 4.8MPa

とする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は， 用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ 40℃と

する。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，噴射ヘッドの放射圧力を 0.3MPa以上＊1及び消火に必要な HFC-227eaガス

量＊2を 10秒以内＊3に放射可能であることをメーカにて確認している 89.1㎜とする。 

 

 

注記＊1 ：消防法施行規則第 20条第 1項第二号において定められている噴射ヘッドの 

放射圧力 

＊2 ：消防法施行規則第 20条第 3項第一号において定められている消火に必要な 

ハロゲン化物消火剤量 

＊3 ：消防法施行規則第 20条第 1項第三号において定められている放射時間 
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名 称 

用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.8 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜ 89.1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は， 用ハロゲン化物ボンベと を接続する配管であり，

内で発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は， 用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ 4.8MPa

とする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は， 用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ 40℃と

する。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，噴射ヘッドの放射圧力を 0.3MPa以上＊1及び消火に必要な HFC-227eaガス

量＊2を 10秒以内＊3に放射可能であることをメーカにて確認している 89.1㎜とする。 

 

 

注記＊1 ：消防法施行規則第 20条第 1項第二号において定められている噴射ヘッドの 

放射圧力 

＊2 ：消防法施行規則第 20条第 3項第一号において定められている消火に必要な 

ハロゲン化物消火剤量 

＊3 ：消防法施行規則第 20条第 1項第三号において定められている放射時間 
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名 称 

ASD出力トランス(A)(F)室用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

ASD出力トランス(A)(F)室 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.8 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜ 89.1，48.6 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，ASD 出力トランス(A)(F)室用ハロゲン化物ボンベと ASD 出力トランス(A)(F)室を接

続する配管であり，ASD 出力トランス(A)(F)室内で発生した火災を早期に消火するために設置す

る。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，ASD出力トランス(A)(F)室用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力

と同じ 4.8MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，ASD出力トランス(A)(F)室用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度

と同じ 40℃とする。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，噴射ヘッドの放射圧力を 0.3MPa以上＊1及び消火に必要な HFC-227eaガス

量＊2を 10秒以内＊3に放射可能であることをメーカにて確認している 89.1㎜，48.6㎜とす

る。 

 

 

注記＊1 ：消防法施行規則第 20条第 1項第二号において定められている噴射ヘッドの 

放射圧力 

＊2 ：消防法施行規則第 20条第 3項第一号において定められている消火に必要な 

ハロゲン化物消火剤量 

＊3 ：消防法施行規則第 20条第 1項第三号において定められている放射時間 
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名 称 

SGTS室用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

SGTS室 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.8 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜ 114.3 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，SGTS室用ハロゲン化物ボンベと SGTS室を接続する配管であり，SGTS室内で発生し

た火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，SGTS室用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ 4.8MPaとす

る。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，SGTS室用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ 40℃とす

る。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，噴射ヘッドの放射圧力を 0.3MPa以上＊1及び消火に必要な HFC-227eaガス

量＊2を 10秒以内＊3に放射可能であることをメーカにて確認している 114.3㎜とする。 

 

 

注記＊1 ：消防法施行規則第 20条第 1項第二号において定められている噴射ヘッドの 

放射圧力 

＊2 ：消防法施行規則第 20条第 3項第一号において定められている消火に必要な 

ハロゲン化物消火剤量 

＊3 ：消防法施行規則第 20条第 1項第三号において定められている放射時間 
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名 称 

北側 FMCRD制御盤室用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

北側 FMCRD制御盤室 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.8 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜ 89.1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，北側 FMCRD制御盤室用ハロゲン化物ボンベと北側 FMCRD制御盤室を接続する配管で

あり，北側 FMCRD制御盤室内で発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，北側 FMCRD制御盤室用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力と同

じ 4.8MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，北側 FMCRD制御盤室用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度と同

じ 40℃とする。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，噴射ヘッドの放射圧力を 0.3MPa以上＊1及び消火に必要な HFC-227eaガス

量＊2を 10秒以内＊3に放射可能であることをメーカにて確認している 89.1㎜とする。 

 

 

注記＊1 ：消防法施行規則第 20条第 1項第二号において定められている噴射ヘッドの 

放射圧力 

＊2 ：消防法施行規則第 20条第 3項第一号において定められている消火に必要な 

ハロゲン化物消火剤量 

＊3 ：消防法施行規則第 20条第 1項第三号において定められている放射時間 
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名 称 

DG(B)/Z送風機室用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

DG(B)/Z送風機室 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.8 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜ 89.1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，DG(B)/Z送風機室用ハロゲン化物ボンベと DG(B)/Z送風機室を接続する配管であり，

DG(B)/Z送風機室内で発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，DG(B)/Z送風機室用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ

4.8MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，DG(B)/Z送風機室用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ

40℃とする。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，噴射ヘッドの放射圧力を 0.3MPa以上＊1及び消火に必要な HFC-227eaガス

量＊2を 10秒以内＊3に放射可能であることをメーカにて確認している 89.1㎜とする。 

 

 

注記＊1 ：消防法施行規則第 20条第 1項第二号において定められている噴射ヘッドの 

放射圧力 

＊2 ：消防法施行規則第 20条第 3項第一号において定められている消火に必要な 

ハロゲン化物消火剤量 

＊3 ：消防法施行規則第 20条第 1項第三号において定められている放射時間 

 

  



 

257 

K6
 ①

 Ⅵ
-1
-1

-5
-8
-2
 R
0 

名 称 

南側 FMCRD制御盤室用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

南側 FMCRD制御盤室 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.8 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜ 114.3 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，南側 FMCRD制御盤室用ハロゲン化物ボンベと南側 FMCRD制御盤室を接続する配管で

あり，南側 FMCRD制御盤室内で発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

11. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，南側 FMCRD制御盤室用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力と同

じ 4.8MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，南側 FMCRD制御盤室用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度と同

じ 40℃とする。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，噴射ヘッドの放射圧力を 0.3MPa以上＊1及び消火に必要な HFC-227eaガス

量＊2を 10秒以内＊3に放射可能であることをメーカにて確認している 114.3㎜とする。 

 

 

注記＊1 ：消防法施行規則第 20条第 1項第二号において定められている噴射ヘッドの 

放射圧力 

＊2 ：消防法施行規則第 20条第 3項第一号において定められている消火に必要な 

ハロゲン化物消火剤量 

＊3 ：消防法施行規則第 20条第 1項第三号において定められている放射時間 
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名 称 

MSトンネル室空調機室用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

MSトンネル室空調機室 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.8 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜ 89.1，76.3 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，MS トンネル室空調機室用ハロゲン化物ボンベと MS トンネル室空調機室を接続する

配管であり，MSトンネル室空調機室内で発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，MSトンネル室空調機室用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力と

同じ 4.8MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，MSトンネル室空調機室用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度と

同じ 40℃とする。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，噴射ヘッドの放射圧力を 0.3MPa以上＊1及び消火に必要な HFC-227eaガス

量＊2を 10秒以内＊3に放射可能であることをメーカにて確認している 89.1㎜，76.3㎜とす

る。 

 

 

注記＊1 ：消防法施行規則第 20条第 1項第二号において定められている噴射ヘッドの 

放射圧力 

＊2 ：消防法施行規則第 20条第 3項第一号において定められている消火に必要な 

ハロゲン化物消火剤量 

＊3 ：消防法施行規則第 20条第 1項第三号において定められている放射時間 
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名 称 

配管室（R-1-28）用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

配管室（R-1-28） 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.8 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜ 114.3 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，配管室（R-1-28）用ハロゲン化物ボンベと配管室（R-1-28）を接続する配管であり，

配管室（R-1-28）内で発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，配管室（R-1-28）用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ

4.8MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，配管室（R-1-28）用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ

40℃とする。 

 

3. 外径 

  本配管の外径は，噴射ヘッドの放射圧力を 0.3MPa以上＊1及び消火に必要な HFC-227eaガス 

量＊2を10秒以内＊3に放射可能であることをメーカにて確認している114.3mmとする。 

 

 

注記＊1 ：消防法施行規則第 20条第 1項第二号において定められている噴射ヘッドの 

放射圧力 

＊2 ：消防法施行規則第 20条第 3項第一号において定められている消火に必要な 

ハロゲン化物消火剤量 

＊3 ：消防法施行規則第 20条第 1項第三号において定められている放射時間 
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名 称 

RIP・CRD補修室，ケーブル室用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

RIP・CRD補修室，ケーブル室 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.8 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜ 139.8，114.3 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，RIP・CRD補修室，ケーブル室用ハロゲン化物ボンベとRIP・CRD補修室，ケーブル室

を接続する配管であり，RIP・CRD補修室，ケーブル室内で発生した火災を早期に消火するために

設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，RIP・CRD補修室，ケーブル室用ハロゲン化物ボンベの最高使用

圧力と同じ4.8MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，RIP・CRD補修室，ケーブル室用ハロゲン化物ボンベの最高使用

温度と同じ40℃とする。 

 

3. 外径 

  本配管の外径は，噴射ヘッドの放射圧力を 0.3MPa以上＊1及び消火に必要な HFC-227eaガス 

量＊2を10秒以内＊3に放射可能であることをメーカにて確認している139.8mm，114.3mmとする。 

 

 

注記＊1 ：消防法施行規則第 20条第 1項第二号において定められている噴射ヘッドの 

放射圧力 

＊2 ：消防法施行規則第 20条第 3項第一号において定められている消火に必要な 

ハロゲン化物消火剤量 

＊3 ：消防法施行規則第 20条第 1項第三号において定められている放射時間 
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名 称 

用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

6U53-F811-17-S1，S2，S3 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.8 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜ 114.3，76.3 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は， 用ハロゲン化物ボンベと6U53-F811-17-S1，S2，S3を

接続する配管であり， 内で発生した火災を早期に消火するために

設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は， 用ハロゲン化物ボンベの最高使

用圧力と同じ4.8MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は， 用ハロゲン化物ボンベの最高使

用温度と同じ40℃とする。 

 

3. 外径 

  本配管の外径は，噴射ヘッドの放射圧力を 0.3MPa以上＊1及び消火に必要な HFC-227eaガス 

量＊2を10秒以内＊3に放射可能であることをメーカにて確認している114.3mm，76.3mmとする。 

 

 

注記＊1 ：消防法施行規則第 20条第 1項第二号において定められている噴射ヘッドの 

放射圧力 

＊2 ：消防法施行規則第 20条第 3項第一号において定められている消火に必要な 

ハロゲン化物消火剤量 

＊3 ：消防法施行規則第 20条第 1項第三号において定められている放射時間 
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名 称 

6U53-F811-17-S1 

～ 

 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.8 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜ 114.3 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，6U53-F811-17-S1と を接続する配管であり，

内で発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は， 用ハロゲン化物ボンベの最高使

用圧力と同じ4.8MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は， 用ハロゲン化物ボンベの最高使

用温度と同じ40℃とする。 

 

3. 外径 

  本配管の外径は，噴射ヘッドの放射圧力を 0.3MPa以上＊1及び消火に必要な HFC-227eaガス 

量＊2を10秒以内＊3に放射可能であることをメーカにて確認している114.3mmとする。 

 

 

注記＊1 ：消防法施行規則第 20条第 1項第二号において定められている噴射ヘッドの 

放射圧力 

＊2 ：消防法施行規則第 20条第 3項第一号において定められている消火に必要な 

ハロゲン化物消火剤量 

＊3 ：消防法施行規則第 20条第 1項第三号において定められている放射時間 
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名 称 

6U53-F811-17-S2 

～ 

 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.8 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜ 114.3 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，6U53-F811-17-S2と を接続する配管であり，

内で発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は， 用ハロゲン化物ボンベの最高使

用圧力と同じ4.8MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は， 用ハロゲン化物ボンベの最高使

用温度と同じ40℃とする。 

 

3. 外径 

  本配管の外径は，噴射ヘッドの放射圧力を 0.3MPa以上＊1及び消火に必要な HFC-227eaガス 

量＊2を10秒以内＊3に放射可能であることをメーカにて確認している114.3mmとする。 

 

 

注記＊1 ：消防法施行規則第 20条第 1項第二号において定められている噴射ヘッドの 

放射圧力 

＊2 ：消防法施行規則第 20条第 3項第一号において定められている消火に必要な 

ハロゲン化物消火剤量 

＊3 ：消防法施行規則第 20条第 1項第三号において定められている放射時間 
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名 称 

6U53-F811-17-S3 

～ 

 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.8 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜ 76.3 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，6U53-F811-17-S3と を接続する配管であり，

内で発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は， 用ハロゲン化物ボンベの最高使

用圧力と同じ4.8MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は， 用ハロゲン化物ボンベの最高使

用温度と同じ40℃とする。 

 

3. 外径 

  本配管の外径は，噴射ヘッドの放射圧力を 0.3MPa以上＊1及び消火に必要な HFC-227eaガス 

量＊2を10秒以内＊3に放射可能であることをメーカにて確認している76.3mmとする。 

 

 

注記＊1 ：消防法施行規則第 20条第 1項第二号において定められている噴射ヘッドの 

放射圧力 

＊2 ：消防法施行規則第 20条第 3項第一号において定められている消火に必要な 

ハロゲン化物消火剤量 

＊3 ：消防法施行規則第 20条第 1項第三号において定められている放射時間 
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名 称 

用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.8 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜ 89.1，48.6 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は， 用ハロゲン化物ボンベと を接続する配管であり， 内で発生した火災を

早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は， 用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ4.8MPaとす

る。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は， 用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃とする。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，噴射ヘッドの放射圧力を 0.3MPa以上＊1及び消火に必要な HFC-227eaガス 

量＊2を10秒以内＊3に放射可能であることをメーカにて確認している89.1mm，48.6mmとする。 

 

 

注記＊1 ：消防法施行規則第 20条第 1項第二号において定められている噴射ヘッドの 

放射圧力 

＊2 ：消防法施行規則第 20条第 3項第一号において定められている消火に必要な 

ハロゲン化物消火剤量 

＊3 ：消防法施行規則第 20条第 1項第三号において定められている放射時間 
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名 称 

RIP-ASD(C)(D)(G)(J)(K)室用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

RIP-ASD(C)(D)(G)(J)(K)室 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.8 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜ 139.8，114.3 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，RIP-ASD(C)(D)(G)(J)(K)室用ハロゲン化物ボンベとRIP-ASD(C)(D)(G)(J)(K)室を接

続する配管であり，RIP-ASD(C)(D)(G)(J)(K)室内で発生した火災を早期に消火するために設置す

る。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，RIP-ASD(C)(D)(G)(J)(K)室用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧

力と同じ4.8MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，RIP-ASD(C)(D)(G)(J)(K)室用ハロゲン化物ボンベの最高使用温

度と同じ40℃とする。 

 

3. 外径 

  本配管の外径は，噴射ヘッドの放射圧力を 0.3MPa以上＊1及び消火に必要な HFC-227eaガス 

量＊2を10秒以内＊3に放射可能であることをメーカにて確認している139.8mm，114.3mmとする。 

 

 

注記＊1 ：消防法施行規則第 20条第 1項第二号において定められている噴射ヘッドの 

放射圧力 

＊2 ：消防法施行規則第 20条第 3項第一号において定められている消火に必要な 

ハロゲン化物消火剤量 

＊3 ：消防法施行規則第 20条第 1項第三号において定められている放射時間 
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名 称 

用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.8 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜ 114.3 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は， 用ハロゲン化物ボンベと を接続する配管であり，

内で発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は， 用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ4.8MPa

とする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は， 用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃と

する。 

 

3. 外径 

  本配管の外径は，噴射ヘッドの放射圧力を 0.3MPa以上＊1及び消火に必要な HFC-227eaガス 

量＊2を10秒以内＊3に放射可能であることをメーカにて確認している114.3mmとする。 

 

 

注記＊1 ：消防法施行規則第 20条第 1項第二号において定められている噴射ヘッドの 

放射圧力 

＊2 ：消防法施行規則第 20条第 3項第一号において定められている消火に必要な 

ハロゲン化物消火剤量 

＊3 ：消防法施行規則第 20条第 1項第三号において定められている放射時間 
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名 称 

A系 HPIN窒素ガスボンベラック・RCW(A)サージタンク室， 

AMバッテリー室用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

A系 HPIN窒素ガスボンベラック・RCW(A)サージタンク室， 

AMバッテリー室 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.8 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜ 114.3，89.1，76.3，48.6 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，A系 HPIN窒素ガスボンベラック・RCW(A)サージタンク室，AMバッテリー室用ハロ

ゲン化物ボンベと A系 HPIN窒素ガスボンベラック・RCW(A)サージタンク室，AMバッテリー室を

接続する配管であり，A系 HPIN窒素ガスボンベラック・RCW(A)サージタンク室，AMバッテリー

室内で発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，A系HPIN窒素ガスボンベラック・RCW(A)サージタンク室，AMバッ

テリー室用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ4.8MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，A系HPIN窒素ガスボンベラック・RCW(A)サージタンク室，AMバッ

テリー室用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃とする。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，噴射ヘッドの放射圧力を0.3MPa以上＊1及び消火に必要なHFC-227eaガス量

＊2を10秒以内＊3に放射可能であることをメーカにて確認している114.3mm，89.1mm，76.3mm 

，48.6mmとする。 

 

 

注記＊1 ：消防法施行規則第 20条第 1項第二号において定められている噴射ヘッドの 

放射圧力 

＊2 ：消防法施行規則第 20条第 3項第一号において定められている消火に必要な 

ハロゲン化物消火剤量 

＊3 ：消防法施行規則第 20条第 1項第三号において定められている放射時間 
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名 称 

用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.8 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜ 114.3 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は， 用ハロゲン化物ボンベと を接続する配

管であり， 内で発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は， 用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力と

同じ4.8MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は， 用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度と

同じ40℃とする。 

 

3. 外径 

  本配管の外径は，噴射ヘッドの放射圧力を 0.3MPa以上＊1及び消火に必要な HFC-227eaガス 

量＊2を10秒以内＊3に放射可能であることをメーカにて確認している114.3mmとする。 

 

 

注記＊1 ：消防法施行規則第 20条第 1項第二号において定められている噴射ヘッドの 

放射圧力 

＊2 ：消防法施行規則第 20条第 3項第一号において定められている消火に必要な 

ハロゲン化物消火剤量 

＊3 ：消防法施行規則第 20条第 1項第三号において定められている放射時間 
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名 称 

RIP点検室用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

RIP点検室 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.8 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜ 89.1，48.6 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，RIP点検室用ハロゲン化物ボンベとRIP点検室を接続する配管であり，RIP点検室内で

発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，RIP点検室用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ4.8MPaと

する。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，RIP点検室用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃とす

る。 

 

3. 外径 

  本配管の外径は，噴射ヘッドの放射圧力を 0.3MPa以上＊1及び消火に必要な HFC-227eaガス 

量＊2を10秒以内＊3に放射可能であることをメーカにて確認している89.1mm，48.6mmとする。 

 

 

注記＊1 ：消防法施行規則第 20条第 1項第二号において定められている噴射ヘッドの 

放射圧力 

＊2 ：消防法施行規則第 20条第 3項第一号において定められている消火に必要な 

ハロゲン化物消火剤量 

＊3 ：消防法施行規則第 20条第 1項第三号において定められている放射時間 
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名 称 

B系 HPIN窒素ガスボンベラック・RCW(B)サージタンク室用 

ハロゲン化物ボンベ 

～ 

B系 HPIN窒素ガスボンベラック・RCW(B)サージタンク室 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.8 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜ 114.3 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，B系HPIN窒素ガスボンベラック・RCW(B)サージタンク室用ハロゲン化物ボンベとB系

HPIN窒素ガスボンベラック・RCW(B)サージタンク室を接続する配管であり，B系HPIN窒素ガスボン

ベラック・RCW(B)サージタンク室内で発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，B系HPIN窒素ガスボンベラック・RCW(B)サージタンク室用ハロゲ

ン化物ボンベの最高使用圧力と同じ4.8MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，B系HPIN窒素ガスボンベラック・RCW(B)サージタンク室用ハロゲ

ン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃とする。 

 

3. 外径 

  本配管の外径は，噴射ヘッドの放射圧力を 0.3MPa以上＊1及び消火に必要な HFC-227eaガス 

量＊2を10秒以内＊3に放射可能であることをメーカにて確認している114.3mmとする。 

 

 

注記＊1 ：消防法施行規則第 20条第 1項第二号において定められている噴射ヘッドの 

放射圧力 

＊2 ：消防法施行規則第 20条第 3項第一号において定められている消火に必要な 

ハロゲン化物消火剤量 

＊3 ：消防法施行規則第 20条第 1項第三号において定められている放射時間 
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名 称 

6号機 HECW(A)(C)冷凍機室用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

6号機 HECW(A)(C)冷凍機室 

最 高 使 用 圧 力 MPa 5.2 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜ 60.5，48.6，42.7 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，6号機HECW(A)(C)冷凍機室用ハロゲン化物ボンベと6号機HECW(A)(C)冷凍機室を接続

する配管であり，6号機HECW(A)(C)冷凍機室内で発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，6号機HECW(A)(C)冷凍機室用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力

と同じ5.2MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，6号機HECW(A)(C)冷凍機室用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度

と同じ40℃とする。 

 

3. 外径 

本配管の外径は，噴射ヘッドの放射圧力を0.9MPa以上＊1及び消火に必要なハロン1301ガス 

量＊2を30秒以内＊3に放射可能であることをメーカにて確認している60.5mm，48.6mm，42.7mmと

する。 

 

 

注記＊1 ：消防法施行規則第 20条第 1項第二号において定められている噴射ヘッドの 

放射圧力 

＊2 ：消防法施行規則第 20条第 3項第一号において定められている消火に必要な 

ハロゲン化物消火剤量 

＊3 ：消防法施行規則第 20条第 1項第三号において定められている放射時間 
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名 称 

6号機 HECW(B)(D)冷凍機室用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

6号機 HECW(B)(D)冷凍機室 

最 高 使 用 圧 力 MPa 5.2 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜ 60.5，42.7 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，6号機HECW(B)(D)冷凍機室用ハロゲン化物ボンベと6号機HECW(B)(D)冷凍機室を接続

する配管であり，6号機HECW(B)(D)冷凍機室内で発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，6号機HECW(B)(D)冷凍機室用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力

と同じ5.2MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，6号機HECW(B)(D)冷凍機室用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度

と同じ40℃とする。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，噴射ヘッドの放射圧力を0.9MPa以上＊1及び消火に必要なハロン1301ガス 

量＊2を30秒以内＊3に放射可能であることをメーカにて確認している60.5mm，42.7mmとする。 

 

 

注記＊1 ：消防法施行規則第 20条第 1項第二号において定められている噴射ヘッドの 

放射圧力 

＊2 ：消防法施行規則第 20条第 3項第一号において定められている消火に必要な 

ハロゲン化物消火剤量 

＊3 ：消防法施行規則第 20条第 1項第三号において定められている放射時間 
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名 称 

6号機常用バッテリー（250V・48V）室用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

6号機常用バッテリー（250V・48V）室 

最 高 使 用 圧 力 MPa 5.2 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜ 42.7，34.0 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，6号機常用バッテリー（250V・48V）室用ハロゲン化物ボンベと6号機常用バッテリー

（250V・48V）室を接続する配管であり，6号機常用バッテリー（250V・48V）室内で発生した火災

を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，6号機常用バッテリー（250V・48V）室用ハロゲン化物ボンベの

最高使用圧力と同じ5.2MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，6号機常用バッテリー（250V・48V）室用ハロゲン化物ボンベの

最高使用温度と同じ40℃とする。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，噴射ヘッドの放射圧力を0.9MPa以上＊1及び消火に必要なハロン1301ガス 

量＊2を30秒以内＊3に放射可能であることをメーカにて確認している42.7mm，34.0mmとする。 

 

 

注記＊1 ：消防法施行規則第 20条第 1項第二号において定められている噴射ヘッドの 

放射圧力 

＊2 ：消防法施行規則第 20条第 3項第一号において定められている消火に必要な 

ハロゲン化物消火剤量 

＊3 ：消防法施行規則第 20条第 1項第三号において定められている放射時間 
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名 称 

6号機 C/B常用電気品区域送・排風機室用ハロゲン化物ボンベ

～ 

6号機 C/B常用電気品区域送・排風機室 

最 高 使 用 圧 力 MPa 5.2 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜ 60.5，48.6，42.7 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，6号機C/B常用電気品区域送・排風機室用ハロゲン化物ボンベと6号機C/B常用電気品

区域送・排風機室を接続する配管であり，6号機C/B常用電気品区域送・排風機室内で発生した火

災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，6号機C/B常用電気品区域送・排風機室用ハロゲン化物ボンベの

最高使用圧力と同じ5.2MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，6号機C/B常用電気品区域送・排風機室用ハロゲン化物ボンベの

最高使用温度と同じ40℃とする。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，噴射ヘッドの放射圧力を0.9MPa以上＊1及び消火に必要なハロン1301ガス 

量＊2を30秒以内＊3に放射可能であることをメーカにて確認している60.5mm，48.6mm，42.7mmと

する。 

 

 

注記＊1 ：消防法施行規則第 20条第 1項第二号において定められている噴射ヘッドの 

放射圧力 

＊2 ：消防法施行規則第 20条第 3項第一号において定められている消火に必要な 

ハロゲン化物消火剤量 

＊3 ：消防法施行規則第 20条第 1項第三号において定められている放射時間 
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名 称 

6号機 C/B計測制御電源盤区域(C)送風機室用 

ハロゲン化物ボンベ 

～ 

6号機 C/B計測制御電源盤区域(C)送風機室 

最 高 使 用 圧 力 MPa 5.2 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜ 48.6，42.7 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，6号機C/B計測制御電源盤区域(C)送風機室用ハロゲン化物ボンベと6号機C/B計測制

御電源盤区域(C)送風機室を接続する配管であり，6号機C/B計測制御電源盤区域(C)送風機室内で

発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，6号機C/B計測制御電源盤区域(C)送風機室用ハロゲン化物ボンベ

の最高使用圧力と同じ5.2MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，6号機C/B計測制御電源盤区域(C)送風機室用ハロゲン化物ボンベ

の最高使用温度と同じ40℃とする。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，噴射ヘッドの放射圧力を0.9MPa以上＊1及び消火に必要なハロン1301ガス 

量＊2を30秒以内＊3に放射可能であることをメーカにて確認している48.6mm，42.7mmとする。 

 

 

注記＊1 ：消防法施行規則第 20条第 1項第二号において定められている噴射ヘッドの 

放射圧力 

＊2 ：消防法施行規則第 20条第 3項第一号において定められている消火に必要な 

ハロゲン化物消火剤量 

＊3 ：消防法施行規則第 20条第 1項第三号において定められている放射時間 
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名 称 

用 

ハロゲン化物ボンベ 

～ 

6U53-F831-8-S1，S2，S3，S4 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.8 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜ 114.3，76.3 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は， 用ハロゲン化物ボンベと

6U53-F831-8-S1，S2，S3，S4を接続する配管であり，

内で発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は， 用ハロ

ゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ4.8MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は， 用ハロ

ゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃とする。 

 

3. 外径 

  本配管の外径は，噴射ヘッドの放射圧力を 0.3MPa以上＊1及び消火に必要な HFC-227eaガス 

量＊2を10秒以内＊3に放射可能であることをメーカにて確認している114.3mm，76.3mmとする。 

 

 

注記＊1 ：消防法施行規則第 20条第 1項第二号において定められている噴射ヘッドの 

放射圧力 

＊2 ：消防法施行規則第 20条第 3項第一号において定められている消火に必要な 

ハロゲン化物消火剤量 

＊3 ：消防法施行規則第 20条第 1項第三号において定められている放射時間 
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名 称 

6U53-F831-8-S1 

～ 

 

 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.8 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜ 76.3，48.6 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，6U53-F831-8-S1と

を接続する配管であり，

内で発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は， 用ハロ

ゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ4.8MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は， 用ハロ

ゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃とする。 

 

3. 外径 

  本配管の外径は，噴射ヘッドの放射圧力を 0.3MPa以上＊1及び消火に必要な HFC-227eaガス 

量＊2を10秒以内＊3に放射可能であることをメーカにて確認している76.3mm，48.6mmとする。 

 

 

注記＊1 ：消防法施行規則第 20条第 1項第二号において定められている噴射ヘッドの 

放射圧力 

＊2 ：消防法施行規則第 20条第 3項第一号において定められている消火に必要な 

ハロゲン化物消火剤量 

＊3 ：消防法施行規則第 20条第 1項第三号において定められている放射時間 
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名 称 

6U53-F831-8-S2 

～ 

 

 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.8 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜ 76.3，48.6 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，6U53-F831-8-S2と

を接続する配管であり，

内で発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は， 用ハロ

ゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ4.8MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は， 用ハロ

ゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃とする。 

 

3. 外径 

  本配管の外径は，噴射ヘッドの放射圧力を 0.3MPa以上＊1及び消火に必要な HFC-227eaガス 

量＊2を10秒以内＊3に放射可能であることをメーカにて確認している76.3mm，48.6mmとする。 

 

 

注記＊1 ：消防法施行規則第 20条第 1項第二号において定められている噴射ヘッドの 

放射圧力 

＊2 ：消防法施行規則第 20条第 3項第一号において定められている消火に必要な 

ハロゲン化物消火剤量 

＊3 ：消防法施行規則第 20条第 1項第三号において定められている放射時間 
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名 称 

6U53-F831-8-S3 

～ 

 

 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.8 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜ 76.3，48.6 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，6U53-F831-8-S3と

を接続する配管であり，

内で発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は， 用ハロ

ゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ4.8MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は， 用ハロ

ゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃とする。 

 

3. 外径 

  本配管の外径は，噴射ヘッドの放射圧力を 0.3MPa以上＊1及び消火に必要な HFC-227eaガス 

量＊2を10秒以内＊3に放射可能であることをメーカにて確認している76.3mm，48.6mmとする。 

 

 

注記＊1 ：消防法施行規則第 20条第 1項第二号において定められている噴射ヘッドの 

放射圧力 

＊2 ：消防法施行規則第 20条第 3項第一号において定められている消火に必要な 

ハロゲン化物消火剤量 

＊3 ：消防法施行規則第 20条第 1項第三号において定められている放射時間 
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名 称 

6U53-F831-8-S4 

～ 

 

 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.8 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜ 76.3，48.6 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，6U53-F831-8-S4と

を接続する配管であり，

内で発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は， 用ハロ

ゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ4.8MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は， 用ハロ

ゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃とする。 

 

3. 外径 

  本配管の外径は，噴射ヘッドの放射圧力を 0.3MPa以上＊1及び消火に必要な HFC-227eaガス 

量＊2を10秒以内＊3に放射可能であることをメーカにて確認している76.3mm，48.6mmとする。 

 

 

注記＊1 ：消防法施行規則第 20条第 1項第二号において定められている噴射ヘッドの 

放射圧力 

＊2 ：消防法施行規則第 20条第 3項第一号において定められている消火に必要な 

ハロゲン化物消火剤量 

＊3 ：消防法施行規則第 20条第 1項第三号において定められている放射時間 
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名 称 

6号機 C/B計測制御電源盤区域(A)送・排風機室用 

ハロゲン化物ボンベ 

～ 

6号機 C/B計測制御電源盤区域(A)送・排風機室 

最 高 使 用 圧 力 MPa 5.2 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜ 48.6，42.7 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，6号機 C/B計測制御電源盤区域(A)送・排風機室用ハロゲン化物ボンベと 6号機 C/B

計測制御電源盤区域(A)送・排風機室を接続する配管であり，6 号機 C/B 計測制御電源盤区域(A)

送・排風機室内で発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，6号機C/B計測制御電源盤区域(A)送・排風機室用ハロゲン化物ボ

ンベの最高使用圧力と同じ5.2MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，6号機C/B計測制御電源盤区域(A)送・排風機室用ハロゲン化物ボ

ンベの最高使用温度と同じ40℃とする。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，噴射ヘッドの放射圧力を0.9MPa以上＊1及び消火に必要なハロン1301ガス 

量＊2を30秒以内＊3に放射可能であることをメーカにて確認している48.6mm，42.7mmとする。 

 

 

注記＊1 ：消防法施行規則第 20条第 1項第二号において定められている噴射ヘッドの 

放射圧力 

＊2 ：消防法施行規則第 20条第 3項第一号において定められている消火に必要な 

ハロゲン化物消火剤量 

＊3 ：消防法施行規則第 20条第 1項第三号において定められている放射時間 
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名 称 

6号機 C/B計測制御電源盤区域(C)排風機室用 

ハロゲン化物ボンベ 

～ 

6号機 C/B計測制御電源盤区域(C)排風機室 

最 高 使 用 圧 力 MPa 5.2 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜ 48.6，42.7 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，6号機 C/B計測制御電源盤区域(C)排風機室用ハロゲン化物ボンベと 6号機 C/B計測

制御電源盤区域(C)排風機室を接続する配管であり，6 号機 C/B 計測制御電源盤区域(C)排風機室

内で発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，6号機C/B計測制御電源盤区域(C)排風機室用ハロゲン化物ボンベ

の最高使用圧力と同じ5.2MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，6号機C/B計測制御電源盤区域(C)排風機室用ハロゲン化物ボンベ

の最高使用温度と同じ40℃とする。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，噴射ヘッドの放射圧力を0.9MPa以上＊1及び消火に必要なハロン1301ガス 

量＊2を30秒以内＊3に放射可能であることをメーカにて確認している48.6mm，42.7mmとする。 

 

 

注記＊1 ：消防法施行規則第 20条第 1項第二号において定められている噴射ヘッドの 

放射圧力 

＊2 ：消防法施行規則第 20条第 3項第一号において定められている消火に必要な 

ハロゲン化物消火剤量 

＊3 ：消防法施行規則第 20条第 1項第三号において定められている放射時間 
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名 称 

非管理区域アクセス通路（C/B B1F）用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

非管理区域アクセス通路（C/B B1F） 

最 高 使 用 圧 力 MPa 5.2 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜ 60.5，48.6，42.7 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，非管理区域アクセス通路（C/B B1F）用ハロゲン化物ボンベと非管理区域アクセス

通路（C/B B1F）を接続する配管であり，非管理区域アクセス通路（C/B B1F）内で発生した火

災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，非管理区域アクセス通路（C/B B1F）用ハロゲン化物ボンベの

最高使用圧力と同じ5.2MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，非管理区域アクセス通路（C/B B1F）用ハロゲン化物ボンベの

最高使用温度と同じ40℃とする。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，噴射ヘッドの放射圧力を0.9MPa以上＊1及び消火に必要なハロン1301ガス 

量＊2を30秒以内＊3に放射可能であることをメーカにて確認している60.5mm，48.6mm，42.7mmと

する。 

 

 

注記＊1 ：消防法施行規則第 20条第 1項第二号において定められている噴射ヘッドの 

放射圧力 

＊2 ：消防法施行規則第 20条第 3項第一号において定められている消火に必要な 

ハロゲン化物消火剤量 

＊3 ：消防法施行規則第 20条第 1項第三号において定められている放射時間 
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名 称 

6号機常用ケーブル処理室用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

6号機常用ケーブル処理室 

最 高 使 用 圧 力 MPa 5.2 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜ 42.7，34.0 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，6号機常用ケーブル処理室用ハロゲン化物ボンベと6号機常用ケーブル処理室を接続

する配管であり，6号機常用ケーブル処理室内で発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，6号機常用ケーブル処理室用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力

と同じ5.2MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，6号機常用ケーブル処理室用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度

と同じ40℃とする。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，噴射ヘッドの放射圧力を0.9MPa以上＊1及び消火に必要なハロン1301ガス 

量＊2を30秒以内＊3に放射可能であることをメーカにて確認している42.7mm，34.0mmとする。 

 

 

注記＊1 ：消防法施行規則第 20条第 1項第二号において定められている噴射ヘッドの 

放射圧力 

＊2 ：消防法施行規則第 20条第 3項第一号において定められている消火に必要な 

ハロゲン化物消火剤量 

＊3 ：消防法施行規則第 20条第 1項第三号において定められている放射時間 
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名 称 

6号機区分Ⅰケーブル処理室用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

6号機区分Ⅰケーブル処理室 

最 高 使 用 圧 力 MPa 5.2 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜ 42.7 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，6号機区分Ⅰケーブル処理室用ハロゲン化物ボンベと6号機区分Ⅰケーブル処理室を

接続する配管であり，6号機区分Ⅰケーブル処理室内で発生した火災を早期に消火するために設

置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，6号機区分Ⅰケーブル処理室用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧

力と同じ5.2MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，6号機区分Ⅰケーブル処理室用ハロゲン化物ボンベの最高使用温

度と同じ40℃とする。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，噴射ヘッドの放射圧力を0.9MPa以上＊1及び消火に必要なハロン1301ガス 

量＊2を30秒以内＊3に放射可能であることをメーカにて確認している42.7mmとする。 

 

 

注記＊1 ：消防法施行規則第 20条第 1項第二号において定められている噴射ヘッドの 

放射圧力 

＊2 ：消防法施行規則第 20条第 3項第一号において定められている消火に必要な 

ハロゲン化物消火剤量 

＊3 ：消防法施行規則第 20条第 1項第三号において定められている放射時間 
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名 称 

6号機区分Ⅱケーブル処理室用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

6号機区分Ⅱケーブル処理室 

最 高 使 用 圧 力 MPa 5.2 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜ 42.7 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，6号機区分Ⅱケーブル処理室用ハロゲン化物ボンベと6号機区分Ⅱケーブル処理室を

接続する配管であり，6号機区分Ⅱケーブル処理室内で発生した火災を早期に消火するために設

置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，6号機区分Ⅱケーブル処理室用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧

力と同じ5.2MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，6号機区分Ⅱケーブル処理室用ハロゲン化物ボンベの最高使用温

度と同じ40℃とする。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，噴射ヘッドの放射圧力を0.9MPa以上＊1及び消火に必要なハロン1301ガス 

量＊2を30秒以内＊3に放射可能であることをメーカにて確認している42.7mmとする。 

 

 

注記＊1 ：消防法施行規則第 20条第 1項第二号において定められている噴射ヘッドの 

放射圧力 

＊2 ：消防法施行規則第 20条第 3項第一号において定められている消火に必要な 

ハロゲン化物消火剤量 

＊3 ：消防法施行規則第 20条第 1項第三号において定められている放射時間 
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名 称 

6号機区分Ⅲケーブル処理室用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

6号機区分Ⅲケーブル処理室 

最 高 使 用 圧 力 MPa 5.2 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜ 42.7 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，6号機区分Ⅲケーブル処理室用ハロゲン化物ボンベと6号機区分Ⅲケーブル処理室を

接続する配管であり，6号機区分Ⅲケーブル処理室内で発生した火災を早期に消火するために設

置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，6号機区分Ⅲケーブル処理室用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧

力と同じ5.2MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，6号機区分Ⅲケーブル処理室用ハロゲン化物ボンベの最高使用温

度と同じ40℃とする。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，噴射ヘッドの放射圧力を0.9MPa以上＊1及び消火に必要なハロン1301ガス 

量＊2を30秒以内＊3に放射可能であることをメーカにて確認している42.7mmとする。 

 

 

注記＊1 ：消防法施行規則第 20条第 1項第二号において定められている噴射ヘッドの 

放射圧力 

＊2 ：消防法施行規則第 20条第 3項第一号において定められている消火に必要な 

ハロゲン化物消火剤量 

＊3 ：消防法施行規則第 20条第 1項第三号において定められている放射時間 
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名 称 

6号機ダクトスペース（C-3-7）用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

6号機ダクトスペース（C-3-7） 

最 高 使 用 圧 力 MPa 5.2 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜ 42.7，34.0 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，6号機ダクトスペース（C-3-7）用ハロゲン化物ボンベと6号機ダクトスペース（C-3-

7）を接続する配管であり，6号機ダクトスペース（C-3-7）内で発生した火災を早期に消火するた

めに設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，6号機ダクトスペース（C-3-7）用ハロゲン化物ボンベの最高使

用圧力と同じ5.2MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，6号機ダクトスペース（C-3-7）用ハロゲン化物ボンベの最高使

用温度と同じ40℃とする。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，噴射ヘッドの放射圧力を0.9MPa以上＊1及び消火に必要なハロン1301ガス 

量＊2を30秒以内＊3に放射可能であることをメーカにて確認している42.7mm，34.0mmとする。 

 

 

注記＊1 ：消防法施行規則第 20条第 1項第二号において定められている噴射ヘッドの 

放射圧力 

＊2 ：消防法施行規則第 20条第 3項第一号において定められている消火に必要な 

ハロゲン化物消火剤量 

＊3 ：消防法施行規則第 20条第 1項第三号において定められている放射時間 
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名 称 

6号機中央制御室再循環フィルタ装置室用ハロゲン化物ボンベ

～ 

6号機中央制御室再循環フィルタ装置室 

最 高 使 用 圧 力 MPa 5.2 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜ 48.6，42.7 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，6号機中央制御室再循環フィルタ装置室用ハロゲン化物ボンベと6号機中央制御室再

循環フィルタ装置室を接続する配管であり，6号機中央制御室再循環フィルタ装置室内で発生し

た火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，6号機中央制御室再循環フィルタ装置室用ハロゲン化物ボンベの

最高使用圧力と同じ5.2MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，6号機中央制御室再循環フィルタ装置室用ハロゲン化物ボンベの

最高使用温度と同じ40℃とする。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，噴射ヘッドの放射圧力を0.9MPa以上＊1及び消火に必要なハロン1301ガス 

量＊2を30秒以内＊3に放射可能であることをメーカにて確認している48.6mm，42.7mmとする。 

 

 

注記＊1 ：消防法施行規則第 20条第 1項第二号において定められている噴射ヘッドの 

放射圧力 

＊2 ：消防法施行規則第 20条第 3項第一号において定められている消火に必要な 

ハロゲン化物消火剤量 

＊3 ：消防法施行規則第 20条第 1項第三号において定められている放射時間 
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名 称 

6号機中央制御室送・排風機室用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

6号機中央制御室送・排風機室 

最 高 使 用 圧 力 MPa 5.2 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜ 76.3，48.6，42.7 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，6号機中央制御室送・排風機室用ハロゲン化物ボンベと6号機中央制御室送・排風機

室を接続する配管であり，6号機中央制御室送・排風機室内で発生した火災を早期に消火するため

に設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，6号機中央制御室送・排風機室用ハロゲン化物ボンベの最高使用

圧力と同じ5.2MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，6号機中央制御室送・排風機室用ハロゲン化物ボンベの最高使用

温度と同じ40℃とする。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，噴射ヘッドの放射圧力を0.9MPa以上＊1及び消火に必要なハロン1301ガス 

量＊2を30秒以内＊3に放射可能であることをメーカにて確認している76.3mm，48.6mm，42.7mmと

する。 

 

 

注記＊1 ：消防法施行規則第 20条第 1項第二号において定められている噴射ヘッドの 

放射圧力 

＊2 ：消防法施行規則第 20条第 3項第一号において定められている消火に必要な 

ハロゲン化物消火剤量 

＊3 ：消防法施行規則第 20条第 1項第三号において定められている放射時間 
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名 称 

6号機ケーブル処理室（C-4-2）用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

6号機ケーブル処理室（C-4-2） 

最 高 使 用 圧 力 MPa 5.2 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜ 42.7 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，6号機ケーブル処理室（C-4-2）用ハロゲン化物ボンベと6号機ケーブル処理室（C-4-

2）を接続する配管であり，6号機ケーブル処理室（C-4-2）内で発生した火災を早期に消火するた

めに設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，6号機ケーブル処理室（C-4-2）用ハロゲン化物ボンベの最高使

用圧力と同じ5.2MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，6号機ケーブル処理室（C-4-2）用ハロゲン化物ボンベの最高使

用温度と同じ40℃とする。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，噴射ヘッドの放射圧力を0.9MPa以上＊1及び消火に必要なハロン1301ガス 

量＊2を30秒以内＊3に放射可能であることをメーカにて確認している42.7mmとする。 

 

 

注記＊1 ：消防法施行規則第 20条第 1項第二号において定められている噴射ヘッドの 

放射圧力 

＊2 ：消防法施行規則第 20条第 3項第一号において定められている消火に必要な 

ハロゲン化物消火剤量 

＊3 ：消防法施行規則第 20条第 1項第三号において定められている放射時間 
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名 称 

パイプスペース（R-1-29）用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

パイプスペース（R-1-29） 

最 高 使 用 圧 力 MPa 5.2 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜ 48.6，42.7 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，パイプスペース（R-1-29）用ハロゲン化物ボンベとパイプスペース（R-1-29）を接

続する配管であり，パイプスペース（R-1-29）内で発生した火災を早期に消火するために設置す

る。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，パイプスペース（R-1-29）用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧

力と同じ5.2MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，パイプスペース（R-1-29）用ハロゲン化物ボンベの最高使用温

度と同じ40℃とする。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，噴射ヘッドの放射圧力を0.9MPa以上＊1及び消火に必要なハロン1301ガス 

量＊2を30秒以内＊3に放射可能であることをメーカにて確認している48.6mm，42.7mmとする。 

 

 

注記＊1 ：消防法施行規則第 20条第 1項第二号において定められている噴射ヘッドの 

放射圧力 

＊2 ：消防法施行規則第 20条第 3項第一号において定められている消火に必要な 

ハロゲン化物消火剤量 

＊3 ：消防法施行規則第 20条第 1項第三号において定められている放射時間 

 

  



 

294 

K6
 ①

 Ⅵ
-1
-1

-5
-8
-2
 R
0 

名 称 

R/B～C/B区分Ⅰトレンチ用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

R/B～C/B区分Ⅰトレンチ 

最 高 使 用 圧 力 MPa 5.2 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜ 76.3，48.6，42.7 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，R/B～C/B 区分Ⅰトレンチ用ハロゲン化物ボンベと R/B～C/B 区分Ⅰトレンチを接続

する配管であり，R/B～C/B区分Ⅰトレンチ内で発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，R/B～C/B区分Ⅰトレンチ用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力

と同じ5.2MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，R/B～C/B区分Ⅰトレンチ用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度

と同じ40℃とする。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，噴射ヘッドの放射圧力を0.9MPa以上＊1及び消火に必要なハロン1301ガス 

量＊2を30秒以内＊3に放射可能であることをメーカにて確認している76.3mm，48.6mm，42.7mmと

する。 

 

 

注記＊1 ：消防法施行規則第 20条第 1項第二号において定められている噴射ヘッドの 

放射圧力 

＊2 ：消防法施行規則第 20条第 3項第一号において定められている消火に必要な 

ハロゲン化物消火剤量 

＊3 ：消防法施行規則第 20条第 1項第三号において定められている放射時間 
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名 称 

6号機常用電気品室，6号機常用バッテリー（250V）室， 

R/B～C/B区分Ⅱ・Ⅲ・Ⅳトレンチ用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

6号機常用電気品室，6号機常用バッテリー（250V）室， 

6U53-F831-1-S1，6U53-F831-22-S1 

最 高 使 用 圧 力 MPa 5.2 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜ 89.1，76.3，60.5，48.6，42.7，34.0 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，6 号機常用電気品室，6 号機常用バッテリー（250V）室，R/B～C/B 区分Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ

トレンチ用ハロゲン化物ボンベと 6号機常用電気品室，6号機常用バッテリー（250V）室，6U53-

F831-1-S1，6U53-F831-22-S1 を接続する配管であり，6 号機常用電気品室，6 号機常用バッテリ

ー（250V）室，R/B～C/B区分Ⅱ・Ⅲ・Ⅳトレンチ内で発生した火災を早期に消火するために設置

する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，6号機常用電気品室，6号機常用バッテリー（250V）室，R/B～

C/B区分Ⅱ・Ⅲ・Ⅳトレンチ用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ5.2MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，6号機常用電気品室，6号機常用バッテリー（250V）室，R/B～

C/B区分Ⅱ・Ⅲ・Ⅳトレンチ用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃とする。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，噴射ヘッドの放射圧力を0.9MPa以上＊1及び消火に必要なハロン1301ガス 

量＊2を30秒以内＊3に放射可能であることをメーカにて確認している89.1mm，76.3mm，60.5mm，

48.6mm，42.7mm，34.0mmとする。 

 

注記＊1 ：消防法施行規則第 20条第 1項第二号において定められている噴射ヘッドの 

放射圧力 

＊2 ：消防法施行規則第 20条第 3項第一号において定められている消火に必要な 

ハロゲン化物消火剤量 

＊3 ：消防法施行規則第 20条第 1項第三号において定められている放射時間 
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名 称 

6U53-F831-1-S1 

～ 

6号機常用電気品室 

最 高 使 用 圧 力 MPa 5.2 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜ 89.1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，6U53-F831-1-S1と 6号機常用電気品室を接続する配管であり，6号機常用電気品室

内で発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，6号機常用電気品室，6号機常用バッテリー（250V）室，R/B～

C/B区分Ⅱ・Ⅲ・Ⅳトレンチ用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ5.2MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，6号機常用電気品室，6号機常用バッテリー（250V）室，R/B～

C/B区分Ⅱ・Ⅲ・Ⅳトレンチ用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃とする。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，噴射ヘッドの放射圧力を0.9MPa以上＊1及び消火に必要なハロン1301ガス 

量＊2を30秒以内＊3に放射可能であることをメーカにて確認している89.1mmとする。 

 

 

注記＊1 ：消防法施行規則第 20条第 1項第二号において定められている噴射ヘッドの 

放射圧力 

＊2 ：消防法施行規則第 20条第 3項第一号において定められている消火に必要な 

ハロゲン化物消火剤量 

＊3 ：消防法施行規則第 20条第 1項第三号において定められている放射時間 
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名 称 

6U53-F831-22-S1 

～ 

R/B～C/B区分Ⅱ・Ⅲ・Ⅳトレンチ 

最 高 使 用 圧 力 MPa 5.2 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜ 89.1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，6U53-F831-22-S1 と R/B～C/B 区分Ⅱ・Ⅲ・Ⅳトレンチを接続する配管であり，R/B

～C/B区分Ⅱ・Ⅲ・Ⅳトレンチ内で発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，6号機常用電気品室，6号機常用バッテリー（250V）室，R/B～

C/B区分Ⅱ・Ⅲ・Ⅳトレンチ用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ5.2MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，6号機常用電気品室，6号機常用バッテリー（250V）室，R/B～

C/B区分Ⅱ・Ⅲ・Ⅳトレンチ用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃とする。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，噴射ヘッドの放射圧力を0.9MPa以上＊1及び消火に必要なハロン1301ガス 

量＊2を30秒以内＊3に放射可能であることをメーカにて確認している89.1mmとする。 

 

 

注記＊1 ：消防法施行規則第 20条第 1項第二号において定められている噴射ヘッドの 

放射圧力 

＊2 ：消防法施行規則第 20条第 3項第一号において定められている消火に必要な 

ハロゲン化物消火剤量 

＊3 ：消防法施行規則第 20条第 1項第三号において定められている放射時間 
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名 称 

6号機下部中央制御室用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

6号機下部中央制御室 

最 高 使 用 圧 力 MPa 5.2 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜ 60.5，42.7 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，6号機下部中央制御室用ハロゲン化物ボンベと6号機下部中央制御室を接続する配管

であり，6号機下部中央制御室内で発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，6号機下部中央制御室用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力と同

じ5.2MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，6号機下部中央制御室用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度と同

じ40℃とする。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，噴射ヘッドの放射圧力を0.9MPa以上＊1及び消火に必要なハロン1301ガス 

量＊2を30秒以内＊3に放射可能であることをメーカにて確認している60.5mm，42.7mmとする。 

 

 

注記＊1 ：消防法施行規則第 20条第 1項第二号において定められている噴射ヘッドの 

放射圧力 

＊2 ：消防法施行規則第 20条第 3項第一号において定められている消火に必要な 

ハロゲン化物消火剤量 

＊3 ：消防法施行規則第 20条第 1項第三号において定められている放射時間 
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名 称 

6号機プロセス計算機室用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

6号機プロセス計算機室 

最 高 使 用 圧 力 MPa 5.2 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜ 60.5，48.6，42.7 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，6号機プロセス計算機室用ハロゲン化物ボンベと6号機プロセス計算機室を接続する

配管であり，6号機プロセス計算機室内で発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，6号機プロセス計算機室用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力と

同じ5.2MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，6号機プロセス計算機室用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度と

同じ40℃とする。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，噴射ヘッドの放射圧力を0.9MPa以上＊1及び消火に必要なハロン1301ガス 

量＊2を30秒以内＊3に放射可能であることをメーカにて確認している60.5mm，48.6mm，42.7mmと

する。 

 

 

注記＊1 ：消防法施行規則第 20条第 1項第二号において定められている噴射ヘッドの 

放射圧力 

＊2 ：消防法施行規則第 20条第 3項第一号において定められている消火に必要な 

ハロゲン化物消火剤量 

＊3 ：消防法施行規則第 20条第 1項第三号において定められている放射時間 
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名 称 

6号機計算機用トランス室用 

ハロゲン化物ボンベ 

～ 

6号機計算機用トランス室 

最 高 使 用 圧 力 MPa 5.2 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜ 48.6，42.7，34.0 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，6号機計算機用トランス室用ハロゲン化物ボンベと6号機計算機用トランス室を接続

する配管であり，6号機計算機用トランス室内で発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，6号機計算機用トランス室用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力

と同じ5.2MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，6号機計算機用トランス室用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度

と同じ40℃とする。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，噴射ヘッドの放射圧力を0.9MPa以上＊1及び消火に必要なハロン1301ガス 

量＊2を30秒以内＊3に放射可能であることをメーカにて確認している48.6mm，42.7mm，34.0mmと

する。 

 

 

注記＊1 ：消防法施行規則第 20条第 1項第二号において定められている噴射ヘッドの 

放射圧力 

＊2 ：消防法施行規則第 20条第 3項第一号において定められている消火に必要な 

ハロゲン化物消火剤量 

＊3 ：消防法施行規則第 20条第 1項第三号において定められている放射時間 
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  2.2.4 SLC ポンプ・CRD ポンプ局所消火設備主配管 

名 称 
SLC ポンプ(A)局所消火設備用ハロゲン化物ボンベ 

～SLC(A)噴射ヘッド 4 

最 高 使 用 圧 力 MPa 5.2 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜ 89.1，60.5，34.0 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，SLCポンプ(A)局所消火設備用ハロゲン化物ボンベとSLC(A)噴射ヘッド4を接続する

配管であり，SLCポンプ(A)で発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，SLCポンプ(A)局所消火設備用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧

力と同じ5.2MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，SLCポンプ(A)局所消火設備用ハロゲン化物ボンベの最高使用温

度と同じ40℃とする。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，噴射ヘッドの放射圧力を0.9MPa以上＊1及び消火に必要なハロン1301ガス量

＊2を30秒以内＊3に放射可能であることをメーカにて確認している89.1mm，60.5mm，34.0mmとす

る。 

 

  注記＊1 ：消防法施行規則第 20 条第 1項第二号において定められている噴射ヘッドの 

       放射圧力 

    ＊2 ：消防法施行規則第 20 条第 3項第二号において定められている消火に必要な 

       ハロゲン化物消火剤量 

    ＊3 ：消防法施行規則第 20 条第 1項第三号において定められている放射時間 
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名 称 SLC(A)分岐点 1～SLC(A)噴射ヘッド 1 

最 高 使 用 圧 力 MPa 5.2 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜ 34.0 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，SLC(A)分岐点1とSLC(A)噴射ヘッド1を接続する配管であり，SLCポンプ(A)で発生し

た火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，SLCポンプ(A)局所消火設備用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧

力と同じ5.2MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，SLCポンプ(A)局所消火設備用ハロゲン化物ボンベの最高使用温

度と同じ40℃とする。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，噴射ヘッドの放射圧力を0.9MPa以上＊1及び消火に必要なハロン1301ガス量

＊2を30秒以内＊3に放射可能であることをメーカにて確認している34.0mmとする。 

 

  注記＊1 ：消防法施行規則第 20 条第 1項第二号において定められている噴射ヘッドの 

       放射圧力 

    ＊2 ：消防法施行規則第 20 条第 3項第二号において定められている消火に必要な 

       ハロゲン化物消火剤量 

    ＊3 ：消防法施行規則第 20 条第 1項第三号において定められている放射時間 
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名 称 SLC(A)分岐点 2～SLC(A)噴射ヘッド 2 

最 高 使 用 圧 力 MPa 5.2 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜ 34.0 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，SLC(A)分岐点2とSLC(A)噴射ヘッド2を接続する配管であり，SLCポンプ(A)で発生し

た火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，SLCポンプ(A)局所消火設備用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧

力と同じ5.2MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，SLCポンプ(A)局所消火設備用ハロゲン化物ボンベの最高使用温

度と同じ40℃とする。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，噴射ヘッドの放射圧力を0.9MPa以上＊1及び消火に必要なハロン1301ガス量

＊2を30秒以内＊3に放射可能であることをメーカにて確認している34.0mmとする。 

 

  注記＊1 ：消防法施行規則第 20 条第 1項第二号において定められている噴射ヘッドの 

       放射圧力 

    ＊2 ：消防法施行規則第 20 条第 3項第二号において定められている消火に必要な 

       ハロゲン化物消火剤量 

    ＊3 ：消防法施行規則第 20 条第 1項第三号において定められている放射時間 
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名 称 SLC(A)分岐点 3～SLC(A)噴射ヘッド 3 

最 高 使 用 圧 力 MPa 5.2 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜ 34.0 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，SLC(A)分岐点3とSLC(A)噴射ヘッド3を接続する配管であり，SLCポンプ(A)で発生し

た火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，SLCポンプ(A)局所消火設備用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧

力と同じ5.2MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，SLCポンプ(A)局所消火設備用ハロゲン化物ボンベの最高使用温

度と同じ40℃とする。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，噴射ヘッドの放射圧力を0.9MPa以上＊1及び消火に必要なハロン1301ガス量

＊2を30秒以内＊3に放射可能であることをメーカにて確認している34.0mmとする。 

 

  注記＊1 ：消防法施行規則第 20 条第 1項第二号において定められている噴射ヘッドの 

       放射圧力 

    ＊2 ：消防法施行規則第 20 条第 3項第二号において定められている消火に必要な 

       ハロゲン化物消火剤量 

    ＊3 ：消防法施行規則第 20 条第 1項第三号において定められている放射時間 
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名 称 
SLC ポンプ(B)局所消火設備用ハロゲン化物ボンベ 

～SLC(B)噴射ヘッド 4 

最 高 使 用 圧 力 MPa 5.2 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜ 89.1，60.5，34.0 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，SLCポンプ(B)局所消火設備用ハロゲン化物ボンベとSLC(B)噴射ヘッド4を接続する

配管であり，SLCポンプ(B)で発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，SLCポンプ(B)局所消火設備用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧

力と同じ5.2MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，SLCポンプ(B)局所消火設備用ハロゲン化物ボンベの最高使用温

度と同じ40℃とする。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，噴射ヘッドの放射圧力を0.9MPa以上＊1及び消火に必要なハロン1301ガス量

＊2を30秒以内＊3に放射可能であることをメーカにて確認している89.1mm，60.5mm，34.0mmとす

る。 

 

  注記＊1 ：消防法施行規則第 20 条第 1項第二号において定められている噴射ヘッドの 

       放射圧力 

    ＊2 ：消防法施行規則第 20 条第 3項第二号において定められている消火に必要な 

       ハロゲン化物消火剤量 

    ＊3 ：消防法施行規則第 20 条第 1項第三号において定められている放射時間 
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名 称 SLC(B)分岐点 1～SLC(B)噴射ヘッド 1 

最 高 使 用 圧 力 MPa 5.2 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜ 34.0 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，SLC(B)分岐点1とSLC(B)噴射ヘッド1を接続する配管であり，SLCポンプ(B)で発生し

た火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，SLCポンプ(B)局所消火設備用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧

力と同じ5.2MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，SLCポンプ(B)局所消火設備用ハロゲン化物ボンベの最高使用温

度と同じ40℃とする。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，噴射ヘッドの放射圧力を0.9MPa以上＊1及び消火に必要なハロン1301ガス量

＊2を30秒以内＊3に放射可能であることをメーカにて確認している34.0mmとする。 

 

  注記＊1 ：消防法施行規則第 20 条第 1項第二号において定められている噴射ヘッドの 

       放射圧力 

    ＊2 ：消防法施行規則第 20 条第 3項第二号において定められている消火に必要な 

       ハロゲン化物消火剤量 

    ＊3 ：消防法施行規則第 20 条第 1項第三号において定められている放射時間 
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名 称 SLC(B)分岐点 2～SLC(B)噴射ヘッド 2 

最 高 使 用 圧 力 MPa 5.2 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜ 34.0 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，SLC(B)分岐点2とSLC(B)噴射ヘッド2を接続する配管であり，SLCポンプ(B)で発生し

た火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，SLCポンプ(B)局所消火設備用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧

力と同じ5.2MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，SLCポンプ(B)局所消火設備用ハロゲン化物ボンベの最高使用温

度と同じ40℃とする。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，噴射ヘッドの放射圧力を0.9MPa以上＊1及び消火に必要なハロン1301ガス量

＊2を30秒以内＊3に放射可能であることをメーカにて確認している34.0mmとする。 

 

  注記＊1 ：消防法施行規則第 20 条第 1項第二号において定められている噴射ヘッドの 

       放射圧力 

    ＊2 ：消防法施行規則第 20 条第 3項第二号において定められている消火に必要な 

       ハロゲン化物消火剤量 

    ＊3 ：消防法施行規則第 20 条第 1項第三号において定められている放射時間 
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名 称 SLC(B)分岐点 3～SLC(B)噴射ヘッド 3 

最 高 使 用 圧 力 MPa 5.2 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜ 34.0 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，SLC(B)分岐点3とSLC(B)噴射ヘッド3を接続する配管であり，SLCポンプ(B)で発生し

た火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，SLCポンプ(B)局所消火設備用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧

力と同じ5.2MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，SLCポンプ(B)局所消火設備用ハロゲン化物ボンベの最高使用温

度と同じ40℃とする。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，噴射ヘッドの放射圧力を0.9MPa以上＊1及び消火に必要なハロン1301ガス量

＊2を30秒以内＊3に放射可能であることをメーカにて確認している34.0mmとする。 

 

  注記＊1 ：消防法施行規則第 20 条第 1項第二号において定められている噴射ヘッドの 

       放射圧力 

    ＊2 ：消防法施行規則第 20 条第 3項第二号において定められている消火に必要な 

       ハロゲン化物消火剤量 

    ＊3 ：消防法施行規則第 20 条第 1項第三号において定められている放射時間 
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名 称 
CRD ポンプ(A)局所消火設備用ハロゲン化物ボンベ 

～CRD(A)分岐点 1 

最 高 使 用 圧 力 MPa 5.2 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜ 89.1，60.5，48.6，42.7，34.0 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，CRDポンプ(A)局所消火設備用ハロゲン化物ボンベとCRD(A)分岐点1を接続する配管

であり，CRDポンプ(A)で発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，CRDポンプ(A)局所消火設備用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧

力と同じ5.2MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，CRDポンプ(A)局所消火設備用ハロゲン化物ボンベの最高使用温

度と同じ40℃とする。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，噴射ヘッドの放射圧力を0.9MPa以上＊1及び消火に必要なハロン1301ガス量

＊2を30秒以内＊3に放射可能であることをメーカにて確認している89.1mm，60.5mm，48.6mm，

42.7mm，34.0mmとする。 

 

  注記＊1 ：消防法施行規則第 20 条第 1項第二号において定められている噴射ヘッドの 

       放射圧力 

    ＊2 ：消防法施行規則第 20 条第 3項第二号において定められている消火に必要な 

       ハロゲン化物消火剤量 

    ＊3 ：消防法施行規則第 20 条第 1項第三号において定められている放射時間 
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名 称 CRD(A)分岐点 1～CRD(A)噴射ヘッド 2 

最 高 使 用 圧 力 MPa 5.2 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜ 34.0 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，CRD(A)分岐点1とCRD(A)噴射ヘッド2を接続する配管であり，CRDポンプ(A)で発生し

た火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，CRDポンプ(A)局所消火設備用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧

力と同じ5.2MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，CRDポンプ(A)局所消火設備用ハロゲン化物ボンベの最高使用温

度と同じ40℃とする。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，噴射ヘッドの放射圧力を0.9MPa以上＊1及び消火に必要なハロン1301ガス量

＊2を30秒以内＊3に放射可能であることをメーカにて確認している34.0mmとする。 

 

  注記＊1 ：消防法施行規則第 20 条第 1項第二号において定められている噴射ヘッドの 

       放射圧力 

    ＊2 ：消防法施行規則第 20 条第 3項第二号において定められている消火に必要な 

       ハロゲン化物消火剤量 

    ＊3 ：消防法施行規則第 20 条第 1項第三号において定められている放射時間 
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名 称 CRD(A)分岐点 2～CRD(A)噴射ヘッド 1 

最 高 使 用 圧 力 MPa 5.2 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜ 34.0 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，CRD(A)分岐点2とCRD(A)噴射ヘッド1を接続する配管であり，CRDポンプ(A)で発生し

た火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，CRDポンプ(A)局所消火設備用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧

力と同じ5.2MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，CRDポンプ(A)局所消火設備用ハロゲン化物ボンベの最高使用温

度と同じ40℃とする。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，噴射ヘッドの放射圧力を0.9MPa以上＊1及び消火に必要なハロン1301ガス量

＊2を30秒以内＊3に放射可能であることをメーカにて確認している34.0mmとする。 

 

  注記＊1 ：消防法施行規則第 20 条第 1項第二号において定められている噴射ヘッドの 

       放射圧力 

    ＊2 ：消防法施行規則第 20 条第 3項第二号において定められている消火に必要な 

       ハロゲン化物消火剤量 

    ＊3 ：消防法施行規則第 20 条第 1項第三号において定められている放射時間 

 

 

  



 

312 

K
6
 
①
 Ⅵ

-
1-
1
-
5-
8
-
2 
R
0 

名 称 CRD(A)分岐点 1～CRD(A)噴射ヘッド 4 

最 高 使 用 圧 力 MPa 5.2 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜ 34.0 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，CRD(A)分岐点1とCRD(A)噴射ヘッド4を接続する配管であり，CRDポンプ(A)で発生し

た火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，CRDポンプ(A)局所消火設備用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧

力と同じ5.2MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，CRDポンプ(A)局所消火設備用ハロゲン化物ボンベの最高使用温

度と同じ40℃とする。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，噴射ヘッドの放射圧力を0.9MPa以上＊1及び消火に必要なハロン1301ガス量

＊2を30秒以内＊3に放射可能であることをメーカにて確認している34.0mmとする。 

 

  注記＊1 ：消防法施行規則第 20 条第 1項第二号において定められている噴射ヘッドの 

       放射圧力 

    ＊2 ：消防法施行規則第 20 条第 3項第二号において定められている消火に必要な 

       ハロゲン化物消火剤量 

    ＊3 ：消防法施行規則第 20 条第 1項第三号において定められている放射時間 
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名 称 CRD(A)分岐点 3～CRD(A)噴射ヘッド 3 

最 高 使 用 圧 力 MPa 5.2 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜ 34.0 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，CRD(A)分岐点3とCRD(A)噴射ヘッド3を接続する配管であり，CRDポンプ(A)で発生し

た火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，CRDポンプ(A)局所消火設備用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧

力と同じ5.2MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，CRDポンプ(A)局所消火設備用ハロゲン化物ボンベの最高使用温

度と同じ40℃とする。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，噴射ヘッドの放射圧力を0.9MPa以上＊1及び消火に必要なハロン1301ガス量

＊2を30秒以内＊3に放射可能であることをメーカにて確認している34.0mmとする。 

 

  注記＊1 ：消防法施行規則第 20 条第 1項第二号において定められている噴射ヘッドの 

       放射圧力 

    ＊2 ：消防法施行規則第 20 条第 3項第二号において定められている消火に必要な 

       ハロゲン化物消火剤量 

    ＊3 ：消防法施行規則第 20 条第 1項第三号において定められている放射時間 
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名 称 
CRD ポンプ(B)局所消火設備用ハロゲン化物ボンベ 

～CRD(B)噴射ヘッド 4 

最 高 使 用 圧 力 MPa 5.2 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜ 89.1，60.5，48.6，42.7，34.0 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，CRDポンプ(B)局所消火設備用ハロゲン化物ボンベとCRD(B)噴射ヘッド4を接続する

配管であり，CRDポンプ(B)で発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，CRDポンプ(B)局所消火設備用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧

力と同じ5.2MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，CRDポンプ(B)局所消火設備用ハロゲン化物ボンベの最高使用温

度と同じ40℃とする。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，噴射ヘッドの放射圧力を0.9MPa以上＊1及び消火に必要なハロン1301ガス量

＊2を30秒以内＊3に放射可能であることをメーカにて確認している89.1mm，60.5mm，48.6mm，

42.7mm，34.0mmとする。 

 

  注記＊1 ：消防法施行規則第 20 条第 1項第二号において定められている噴射ヘッドの 

       放射圧力 

    ＊2 ：消防法施行規則第 20 条第 3項第二号において定められている消火に必要な 

       ハロゲン化物消火剤量 

    ＊3 ：消防法施行規則第 20 条第 1項第三号において定められている放射時間 
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名 称 CRD(B)分岐点 1～CRD(B)噴射ヘッド 1 

最 高 使 用 圧 力 MPa 5.2 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜ 34.0 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，CRD(B)分岐点1とCRD(B)噴射ヘッド1を接続する配管であり，CRDポンプ(B)で発生し

た火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，CRDポンプ(B)局所消火設備用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧

力と同じ5.2MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，CRDポンプ(B)局所消火設備用ハロゲン化物ボンベの最高使用温

度と同じ40℃とする。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，噴射ヘッドの放射圧力を0.9MPa以上＊1及び消火に必要なハロン1301ガス量

＊2を30秒以内＊3に放射可能であることをメーカにて確認している34.0mmとする。 

 

  注記＊1 ：消防法施行規則第 20 条第 1項第二号において定められている噴射ヘッドの 

       放射圧力 

    ＊2 ：消防法施行規則第 20 条第 3項第二号において定められている消火に必要な 

       ハロゲン化物消火剤量 

    ＊3 ：消防法施行規則第 20 条第 1項第三号において定められている放射時間 

 

 

  



 

316 

K
6
 
①
 Ⅵ

-
1-
1
-
5-
8
-
2 
R
0 

名 称 CRD(B)分岐点 2～CRD(B)噴射ヘッド 2 

最 高 使 用 圧 力 MPa 5.2 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜ 34.0 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，CRD(B)分岐点2とCRD(B)噴射ヘッド2を接続する配管であり，CRDポンプ(B)で発生し

た火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，CRDポンプ(B)局所消火設備用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧

力と同じ5.2MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，CRDポンプ(B)局所消火設備用ハロゲン化物ボンベの最高使用温

度と同じ40℃とする。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，噴射ヘッドの放射圧力を0.9MPa以上＊1及び消火に必要なハロン1301ガス量

＊2を30秒以内＊3に放射可能であることをメーカにて確認している34.0mmとする。 

 

  注記＊1 ：消防法施行規則第 20 条第 1項第二号において定められている噴射ヘッドの 

       放射圧力 

    ＊2 ：消防法施行規則第 20 条第 3項第二号において定められている消火に必要な 

       ハロゲン化物消火剤量 

    ＊3 ：消防法施行規則第 20 条第 1項第三号において定められている放射時間 
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名 称 CRD(B)分岐点 3～CRD(B)噴射ヘッド 3 

最 高 使 用 圧 力 MPa 5.2 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜ 34.0 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，CRD(B)分岐点3とCRD(B)噴射ヘッド3を接続する配管であり，CRDポンプ(B)で発生し

た火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，CRDポンプ(B)局所消火設備用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧

力と同じ5.2MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，CRDポンプ(B)局所消火設備用ハロゲン化物ボンベの最高使用温

度と同じ40℃とする。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，噴射ヘッドの放射圧力を0.9MPa以上＊1及び消火に必要なハロン1301ガス量

＊2を30秒以内＊3に放射可能であることをメーカにて確認している34.0mmとする。 

 

  注記＊1 ：消防法施行規則第 20 条第 1項第二号において定められている噴射ヘッドの 

       放射圧力 

    ＊2 ：消防法施行規則第 20 条第 3項第二号において定められている消火に必要な 

       ハロゲン化物消火剤量 

    ＊3 ：消防法施行規則第 20 条第 1項第三号において定められている放射時間 
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  2.2.5 電源盤・制御盤消火設備主配管 

名    称 MCC 6A-2-1 用ハロゲン化物ボンベ～MCC 盤 6A-2-1 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，MCC 6A-2-1用ハロゲン化物ボンベとMCC盤6A-2-1を接続する配管であり，MCC盤6A-2-

1内で発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，MCC 6A-2-1用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ4.6MPa

とする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，MCC 6A-2-1用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃と

する。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なFK-5-1-12ガス量を供給することができ

る mmとする。 
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名    称 MCC 6B-2-1 用ハロゲン化物ボンベ～MCC 盤 6B-2-1 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，MCC 6B-2-1用ハロゲン化物ボンベとMCC盤6B-2-1を接続する配管であり，MCC盤6B-2-

1内で発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，MCC 6B-2-1用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ4.6MPa

とする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，MCC 6B-2-1用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃と

する。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なFK-5-1-12ガス量を供給することができ

る mmとする。 
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名    称 MCC 6SB-1 用ハロゲン化物ボンベ～MCC 盤 6SB-1 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，MCC 6SB-1用ハロゲン化物ボンベとMCC盤6SB-1を接続する配管であり，MCC盤6SB-1内

で発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，MCC 6SB-1用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ4.6MPaと

する。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，MCC 6SB-1用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃とす

る。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なFK-5-1-12ガス量を供給することができ

る mmとする。 
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名    称 MCC 6S 用ハロゲン化物ボンベ～MCC 盤 6S 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，MCC 6S用ハロゲン化物ボンベとMCC盤6Sを接続する配管であり，MCC盤6S内で発生し

た火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，MCC 6S用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ4.6MPaとす

る。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，MCC 6S用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃とす

る。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なFK-5-1-12ガス量を供給することができ

る mmとする。 
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名    称 CUW FPC F/D 盤用ハロゲン化物ボンベ～CUW FPC F/D 盤 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，CUW FPC F/D盤用ハロゲン化物ボンベとCUW FPC F/D盤を接続する配管であり，CUW 

FPC F/D盤内で発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，CUW FPC F/D盤用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ4.6 

MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，CUW FPC F/D盤用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃

とする。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なFK-5-1-12ガス量を供給することができ

る mmとする。 
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  2.2.6 ケーブルトレイ消火設備主配管 

名    称 

R-B3F-①-1 用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

R-B3F-①-1 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，R-B3F-①-1用ハロゲン化物ボンベとR-B3F-①-1を接続する配管であり，発電所内で

発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，R-B3F-①-1用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ4.6MPa

とする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，R-B3F-①-1用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃と

する。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なFK-5-1-12ガス量を供給することができ

る mmとする。 
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名    称 

R-B3F-①-2 用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

R-B3F-①-2 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，R-B3F-①-2用ハロゲン化物ボンベとR-B3F-①-2を接続する配管であり，発電所内で

発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，R-B3F-①-2用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ4.6MPa

とする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，R-B3F-①-2用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃と

する。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なFK-5-1-12ガス量を供給することができ

る mmとする。 
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名    称 

R-B3F-①-3 用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

R-B3F-①-3 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，R-B3F-①-3用ハロゲン化物ボンベとR-B3F-①-3を接続する配管であり，発電所内で

発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，R-B3F-①-3用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ4.6MPa

とする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，R-B3F-①-3用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃と

する。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なFK-5-1-12ガス量を供給することができ

る mmとする。 
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名    称 

R-B3F-②-1 用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

R-B3F-②-1 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，R-B3F-②-1用ハロゲン化物ボンベとR-B3F-②-1を接続する配管であり，発電所内で

発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，R-B3F-②-1用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ4.6MPa

とする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，R-B3F-②-1用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃と

する。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なFK-5-1-12ガス量を供給することができ

る mmとする。 
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名    称 

R-B3F-②-2 用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

R-B3F-②-2 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，R-B3F-②-2用ハロゲン化物ボンベとR-B3F-②-2を接続する配管であり，発電所内で

発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，R-B3F-②-2用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ4.6MPa

とする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，R-B3F-②-2用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃と

する。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なFK-5-1-12ガス量を供給することができ

る mmとする。 
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名    称 

R-B3F-②-3 用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

R-B3F-②-3 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，R-B3F-②-3用ハロゲン化物ボンベとR-B3F-②-3を接続する配管であり，発電所内で

発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，R-B3F-②-3用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ4.6MPa

とする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，R-B3F-②-3用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃と

する。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なFK-5-1-12ガス量を供給することができ

る mmとする。 
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名    称 

R-B3F-③-1 用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

R-B3F-③-1 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，R-B3F-③-1用ハロゲン化物ボンベとR-B3F-③-1を接続する配管であり，発電所内で

発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，R-B3F-③-1用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ4.6MPa

とする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，R-B3F-③-1用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃と

する。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なFK-5-1-12ガス量を供給することができ

る mmとする。 
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R-B3F-③-2 用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

R-B3F-③-2 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，R-B3F-③-2用ハロゲン化物ボンベとR-B3F-③-2を接続する配管であり，発電所内で

発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，R-B3F-③-2用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ4.6MPa

とする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，R-B3F-③-2用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃と

する。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なFK-5-1-12ガス量を供給することができ

る mmとする。 
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R-B3F-③-3 用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

R-B3F-③-3 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，R-B3F-③-3用ハロゲン化物ボンベとR-B3F-③-3を接続する配管であり，発電所内で

発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，R-B3F-③-3用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ4.6MPa

とする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，R-B3F-③-3用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃と

する。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なFK-5-1-12ガス量を供給することができ

る mmとする。 
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R-B3F-④-1 用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

R-B3F-④-1 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，R-B3F-④-1用ハロゲン化物ボンベとR-B3F-④-1を接続する配管であり，発電所内で

発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，R-B3F-④-1用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ4.6MPa

とする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，R-B3F-④-1用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃と

する。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なFK-5-1-12ガス量を供給することができ

る mmとする。 
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R-B3F-④-2 用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

R-B3F-④-2 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，R-B3F-④-2用ハロゲン化物ボンベとR-B3F-④-2を接続する配管であり，発電所内で

発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，R-B3F-④-2用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ4.6MPa

とする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，R-B3F-④-2用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃と

する。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なFK-5-1-12ガス量を供給することができ

る mmとする。 
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R-B3F-⑤-1 用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

R-B3F-⑤-1 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，R-B3F-⑤-1用ハロゲン化物ボンベとR-B3F-⑤-1を接続する配管であり，発電所内で

発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，R-B3F-⑤-1用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ4.6MPa

とする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，R-B3F-⑤-1用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃と

する。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なFK-5-1-12ガス量を供給することができ

る mmとする。 
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R-B3F-⑤-2 用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

R-B3F-⑤-2 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，R-B3F-⑤-2用ハロゲン化物ボンベとR-B3F-⑤-2を接続する配管であり，発電所内で

発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，R-B3F-⑤-2用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ4.6MPa

とする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，R-B3F-⑤-2用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃と

する。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なFK-5-1-12ガス量を供給することができ

る mmとする。 
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R-B3F-⑤-3 用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

R-B3F-⑤-3 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，R-B3F-⑤-3用ハロゲン化物ボンベとR-B3F-⑤-3を接続する配管であり，発電所内で

発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，R-B3F-⑤-3用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ4.6MPa

とする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，R-B3F-⑤-3用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃と

する。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なFK-5-1-12ガス量を供給することができ

る mmとする。 
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R-B2F-①-1 用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

R-B2F-①-1 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，R-B2F-①-1用ハロゲン化物ボンベとR-B2F-①-1を接続する配管であり，発電所内で

発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，R-B2F-①-1用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ4.6MPa

とする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，R-B2F-①-1用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃と

する。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なFK-5-1-12ガス量を供給することができ

る mmとする。 
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R-B2F-①-2 用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

R-B2F-①-2 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，R-B2F-①-2用ハロゲン化物ボンベとR-B2F-①-2を接続する配管であり，発電所内で

発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，R-B2F-①-2用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ4.6MPa

とする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，R-B2F-①-2用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃と

する。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なFK-5-1-12ガス量を供給することができ

る mmとする。 
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R-B2F-①-3 用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

R-B2F-①-3 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，R-B2F-①-3用ハロゲン化物ボンベとR-B2F-①-3を接続する配管であり，発電所内で

発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，R-B2F-①-3用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ4.6MPa

とする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，R-B2F-①-3用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃と

する。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なFK-5-1-12ガス量を供給することができ

る mmとする。 
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R-B2F-②-1 用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

R-B2F-②-1 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，R-B2F-②-1用ハロゲン化物ボンベとR-B2F-②-1を接続する配管であり，発電所内で

発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，R-B2F-②-1用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ4.6MPa

とする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，R-B2F-②-1用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃と

する。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なFK-5-1-12ガス量を供給することができ

る mmとする。 
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R-B2F-②-2 用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

R-B2F-②-2 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，R-B2F-②-2用ハロゲン化物ボンベとR-B2F-②-2を接続する配管であり，発電所内で

発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，R-B2F-②-2用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ4.6MPa

とする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，R-B2F-②-2用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃と

する。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なFK-5-1-12ガス量を供給することができ

る mmとする。 
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R-B2F-②-3 用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

R-B2F-②-3 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，R-B2F-②-3用ハロゲン化物ボンベとR-B2F-②-3を接続する配管であり，発電所内で

発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，R-B2F-②-3用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ4.6MPa

とする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，R-B2F-②-3用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃と

する。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なFK-5-1-12ガス量を供給することができ

る mmとする。 
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R-B2F-②-4 用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

R-B2F-②-4 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，R-B2F-②-4用ハロゲン化物ボンベとR-B2F-②-4を接続する配管であり，発電所内で

発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，R-B2F-②-4用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ4.6MPa

とする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，R-B2F-②-4用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃と

する。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なFK-5-1-12ガス量を供給することができ

る mmとする。 
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R-B2F-②-5 用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

R-B2F-②-5 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，R-B2F-②-5用ハロゲン化物ボンベとR-B2F-②-5を接続する配管であり，発電所内で

発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，R-B2F-②-5用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ4.6MPa

とする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，R-B2F-②-5用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃と

する。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なFK-5-1-12ガス量を供給することができ

る mmとする。 
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R-B2F-②-6 用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

R-B2F-②-6 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，R-B2F-②-6用ハロゲン化物ボンベとR-B2F-②-6を接続する配管であり，発電所内で

発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，R-B2F-②-6用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ4.6MPa

とする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，R-B2F-②-6用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃と

する。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なFK-5-1-12ガス量を供給することができ

る mmとする。 
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R-B2F-②-7 用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

R-B2F-②-7 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，R-B2F-②-7用ハロゲン化物ボンベとR-B2F-②-7を接続する配管であり，発電所内で

発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，R-B2F-②-7用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ4.6MPa

とする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，R-B2F-②-7用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃と

する。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なFK-5-1-12ガス量を供給することができ

る mmとする。 
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R-B2F-③-1 用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

R-B2F-③-1 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，R-B2F-③-1用ハロゲン化物ボンベとR-B2F-③-1を接続する配管であり，発電所内で

発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，R-B2F-③-1用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ4.6MPa

とする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，R-B2F-③-1用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃と

する。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なFK-5-1-12ガス量を供給することができ

る mmとする。 
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R-B2F-③-2 用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

R-B2F-③-2 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，R-B2F-③-2用ハロゲン化物ボンベとR-B2F-③-2を接続する配管であり，発電所内で

発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，R-B2F-③-2用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ4.6MPa

とする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，R-B2F-③-2用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃と

する。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なFK-5-1-12ガス量を供給することができ

る mmとする。 
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名    称 

R-B2F-③-3 用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

R-B2F-③-3 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，R-B2F-③-3用ハロゲン化物ボンベとR-B2F-③-3を接続する配管であり，発電所内で

発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，R-B2F-③-3用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ4.6MPa

とする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，R-B2F-③-3用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃と

する。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なFK-5-1-12ガス量を供給することができ

る mmとする。 
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名    称 

R-B2F-④-1 用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

R-B2F-④-1 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，R-B2F-④-1用ハロゲン化物ボンベとR-B2F-④-1を接続する配管であり，発電所内で

発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，R-B2F-④-1用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ4.6MPa

とする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，R-B2F-④-1用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃と

する。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なFK-5-1-12ガス量を供給することができ

る mmとする。 
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R-B2F-④-2 用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

R-B2F-④-2 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，R-B2F-④-2用ハロゲン化物ボンベとR-B2F-④-2を接続する配管であり，発電所内で

発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，R-B2F-④-2用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ4.6MPa

とする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，R-B2F-④-2用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃と

する。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なFK-5-1-12ガス量を供給することができ

る mmとする。 
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R-B2F-⑤-1 用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

R-B2F-⑤-1 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，R-B2F-⑤-1用ハロゲン化物ボンベとR-B2F-⑤-1を接続する配管であり，発電所内で

発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，R-B2F-⑤-1用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ4.6MPa

とする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，R-B2F-⑤-1用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃と

する。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なFK-5-1-12ガス量を供給することができ

る mmとする。 
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R-B2F-⑤-2 用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

R-B2F-⑤-2 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，R-B2F-⑤-2用ハロゲン化物ボンベとR-B2F-⑤-2を接続する配管であり，発電所内で

発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，R-B2F-⑤-2用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ4.6MPa

とする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，R-B2F-⑤-2用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃と

する。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なFK-5-1-12ガス量を供給することができ

る mmとする。 
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名    称 

R-B2F-⑤-3 用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

R-B2F-⑤-3 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，R-B2F-⑤-3用ハロゲン化物ボンベとR-B2F-⑤-3を接続する配管であり，発電所内で

発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，R-B2F-⑤-3用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ4.6MPa

とする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，R-B2F-⑤-3用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃と

する。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なFK-5-1-12ガス量を供給することができ

る mmとする。 
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R-B2F-⑥-1 用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

R-B2F-⑥-1 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，R-B2F-⑥-1用ハロゲン化物ボンベとR-B2F-⑥-1を接続する配管であり，発電所内で

発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，R-B2F-⑥-1用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ4.6MPa

とする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，R-B2F-⑥-1用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃と

する。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なFK-5-1-12ガス量を供給することができ

る mmとする。 
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R-B2F-⑥-2 用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

R-B2F-⑥-2 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，R-B2F-⑥-2用ハロゲン化物ボンベとR-B2F-⑥-2を接続する配管であり，発電所内で

発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，R-B2F-⑥-2用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ4.6MPa

とする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，R-B2F-⑥-2用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃と

する。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なFK-5-1-12ガス量を供給することができ

る mmとする。 
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R-B2F-⑦-1 用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

R-B2F-⑦-1 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，R-B2F-⑦-1用ハロゲン化物ボンベとR-B2F-⑦-1を接続する配管であり，発電所内で

発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，R-B2F-⑦-1用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ4.6MPa

とする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，R-B2F-⑦-1用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃と

する。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なFK-5-1-12ガス量を供給することができ

る mmとする。 
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R-B2F-⑦-2 用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

R-B2F-⑦-2 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，R-B2F-⑦-2用ハロゲン化物ボンベとR-B2F-⑦-2を接続する配管であり，発電所内で

発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，R-B2F-⑦-2用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ4.6MPa

とする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，R-B2F-⑦-2用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃と

する。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なFK-5-1-12ガス量を供給することができ

る mmとする。 
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R-B1F-①-1 用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

R-B1F-①-1 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，R-B1F-①-1用ハロゲン化物ボンベとR-B1F-①-1を接続する配管であり，発電所内で

発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，R-B1F-①-1用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ4.6MPa

とする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，R-B1F-①-1用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃と

する。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なFK-5-1-12ガス量を供給することができ

る mmとする。 
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R-B1F-①-2 用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

R-B1F-①-2 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，R-B1F-①-2用ハロゲン化物ボンベとR-B1F-①-2を接続する配管であり，発電所内で

発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，R-B1F-①-2用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ4.6MPa

とする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，R-B1F-①-2用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃と

する。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なFK-5-1-12ガス量を供給することができ

る mmとする。 
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R-B1F-①-3 用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

R-B1F-①-3 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，R-B1F-①-3用ハロゲン化物ボンベとR-B1F-①-3を接続する配管であり，発電所内で

発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，R-B1F-①-3用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ4.6MPa

とする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，R-B1F-①-3用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃と

する。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なFK-5-1-12ガス量を供給することができ

る mmとする。 
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名    称 

R-B1F-②-1 用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

R-B1F-②-1 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，R-B1F-②-1用ハロゲン化物ボンベとR-B1F-②-1を接続する配管であり，発電所内で

発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，R-B1F-②-1用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ4.6MPa

とする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，R-B1F-②-1用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃と

する。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なFK-5-1-12ガス量を供給することができ

る mmとする。 
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R-B1F-②-2 用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

R-B1F-②-2 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，R-B1F-②-2用ハロゲン化物ボンベとR-B1F-②-2を接続する配管であり，発電所内で

発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，R-B1F-②-2用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ4.6MPa

とする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，R-B1F-②-2用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃と

する。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なFK-5-1-12ガス量を供給することができ

る mmとする。 
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R-B1F-②-3 用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

R-B1F-②-3 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，R-B1F-②-3用ハロゲン化物ボンベとR-B1F-②-3を接続する配管であり，発電所内で

発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，R-B1F-②-3用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ4.6MPa

とする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，R-B1F-②-3用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃と

する。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なFK-5-1-12ガス量を供給することができ

る mmとする。 
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R-B1F-③-1 用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

R-B1F-③-1 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，R-B1F-③-1用ハロゲン化物ボンベとR-B1F-③-1を接続する配管であり，発電所内で

発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，R-B1F-③-1用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ4.6MPa

とする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，R-B1F-③-1用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃と

する。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なFK-5-1-12ガス量を供給することができ

る mmとする。 
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名    称 

R-B1F-③-2 用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

R-B1F-③-2 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，R-B1F-③-2用ハロゲン化物ボンベとR-B1F-③-2を接続する配管であり，発電所内で

発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，R-B1F-③-2用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ4.6MPa

とする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，R-B1F-③-2用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃と

する。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なFK-5-1-12ガス量を供給することができ

る mmとする。 
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R-B1F-④-1 用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

R-B1F-④-1 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，R-B1F-④-1用ハロゲン化物ボンベとR-B1F-④-1を接続する配管であり，発電所内で

発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，R-B1F-④-1用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ4.6MPa

とする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，R-B1F-④-1用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃と

する。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なFK-5-1-12ガス量を供給することができ

る mmとする。 
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R-B1F-④-2 用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

R-B1F-④-2 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，R-B1F-④-2用ハロゲン化物ボンベとR-B1F-④-2を接続する配管であり，発電所内で

発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，R-B1F-④-2用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ4.6MPa

とする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，R-B1F-④-2用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃と

する。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なFK-5-1-12ガス量を供給することができ

る mmとする。 
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R-B1F-④-3 用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

R-B1F-④-3 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，R-B1F-④-3用ハロゲン化物ボンベとR-B1F-④-3を接続する配管であり，発電所内で

発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，R-B1F-④-3用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ4.6MPa

とする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，R-B1F-④-3用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃と

する。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なFK-5-1-12ガス量を供給することができ

る mmとする。 
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R-B1F-④-4 用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

R-B1F-④-4 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，R-B1F-④-4用ハロゲン化物ボンベとR-B1F-④-4を接続する配管であり，発電所内で

発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，R-B1F-④-4用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ4.6MPa

とする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，R-B1F-④-4用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃と

する。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なFK-5-1-12ガス量を供給することができ

る mmとする。 
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R-B1F-④-5 用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

R-B1F-④-5 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，R-B1F-④-5用ハロゲン化物ボンベとR-B1F-④-5を接続する配管であり，発電所内で

発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，R-B1F-④-5用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ4.6MPa

とする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，R-B1F-④-5用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃と

する。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なFK-5-1-12ガス量を供給することができ

る mmとする。 
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R-B1F-⑤-1 用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

R-B1F-⑤-1 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，R-B1F-⑤-1用ハロゲン化物ボンベとR-B1F-⑤-1を接続する配管であり，発電所内で

発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，R-B1F-⑤-1用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ4.6MPa

とする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，R-B1F-⑤-1用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃と

する。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なFK-5-1-12ガス量を供給することができ

る mmとする。 
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R-B1F-⑤-2 用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

R-B1F-⑤-2 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，R-B1F-⑤-2用ハロゲン化物ボンベとR-B1F-⑤-2を接続する配管であり，発電所内で

発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，R-B1F-⑤-2用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ4.6MPa

とする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，R-B1F-⑤-2用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃と

する。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なFK-5-1-12ガス量を供給することができ

る mmとする。 
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R-B1F-⑤-3 用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

R-B1F-⑤-3 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，R-B1F-⑤-3用ハロゲン化物ボンベとR-B1F-⑤-3を接続する配管であり，発電所内で

発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，R-B1F-⑤-3用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ4.6MPa

とする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，R-B1F-⑤-3用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃と

する。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なFK-5-1-12ガス量を供給することができ

る mmとする。 
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R-B1F-⑥-1 用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

R-B1F-⑥-1 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，R-B1F-⑥-1用ハロゲン化物ボンベとR-B1F-⑥-1を接続する配管であり，発電所内で

発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，R-B1F-⑥-1用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ4.6MPa

とする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，R-B1F-⑥-1用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃と

する。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なFK-5-1-12ガス量を供給することができ

る mmとする。 
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R-B1F-⑥-2 用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

R-B1F-⑥-2 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，R-B1F-⑥-2用ハロゲン化物ボンベとR-B1F-⑥-2を接続する配管であり，発電所内で

発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，R-B1F-⑥-2用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ4.6MPa

とする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，R-B1F-⑥-2用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃と

する。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なFK-5-1-12ガス量を供給することができ

る mmとする。 
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R-1F-①-1 用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

R-1F-①-1 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，R-1F-①-1用ハロゲン化物ボンベとR-1F-①-1を接続する配管であり，発電所内で発

生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，R-1F-①-1用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ4.6MPaと

する。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，R-1F-①-1用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃とす

る。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なFK-5-1-12ガス量を供給することができ

る mmとする。 
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R-1F-①-2 用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

R-1F-①-2 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，R-1F-①-2用ハロゲン化物ボンベとR-1F-①-2を接続する配管であり，発電所内で発

生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，R-1F-①-2用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ4.6MPaと

する。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，R-1F-①-2用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃とす

る。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なFK-5-1-12ガス量を供給することができ

る mmとする。 
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R-1F-①-3 用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

R-1F-①-3 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，R-1F-①-3用ハロゲン化物ボンベとR-1F-①-3を接続する配管であり，発電所内で発

生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，R-1F-①-3用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ4.6MPaと

する。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，R-1F-①-3用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃とす

る。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なFK-5-1-12ガス量を供給することができ

る mmとする。 
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R-1F-①-4 用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

R-1F-①-4 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，R-1F-①-4用ハロゲン化物ボンベとR-1F-①-4を接続する配管であり，発電所内で発

生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，R-1F-①-4用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ4.6MPaと

する。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，R-1F-①-4用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃とす

る。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なFK-5-1-12ガス量を供給することができ

る mmとする。 
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R-1F-②-1 用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

R-1F-②-1 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，R-1F-②-1用ハロゲン化物ボンベとR-1F-②-1を接続する配管であり，発電所内で発

生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，R-1F-②-1用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ4.6MPaと

する。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，R-1F-②-1用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃とす

る。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なFK-5-1-12ガス量を供給することができ

る mmとする。 
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R-1F-②-2 用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

R-1F-②-2 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，R-1F-②-2用ハロゲン化物ボンベとR-1F-②-2を接続する配管であり，発電所内で発

生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，R-1F-②-2用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ4.6MPaと

する。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，R-1F-②-2用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃とす

る。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なFK-5-1-12ガス量を供給することができ

る mmとする。 
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R-1F-②-3 用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

R-1F-②-3 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，R-1F-②-3用ハロゲン化物ボンベとR-1F-②-3を接続する配管であり，発電所内で発

生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，R-1F-②-3用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ4.6MPaと

する。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，R-1F-②-3用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃とす

る。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なFK-5-1-12ガス量を供給することができ

る mmとする。 
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R-1F-②-4 用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

R-1F-②-4 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，R-1F-②-4用ハロゲン化物ボンベとR-1F-②-4を接続する配管であり，発電所内で発

生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，R-1F-②-4用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ4.6MPaと

する。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，R-1F-②-4用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃とす

る。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なFK-5-1-12ガス量を供給することができ

る mmとする。 
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R-1F-②-5 用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

R-1F-②-5 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，R-1F-②-5用ハロゲン化物ボンベとR-1F-②-5を接続する配管であり，発電所内で発

生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，R-1F-②-5用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ4.6MPaと

する。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，R-1F-②-5用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃とす

る。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なFK-5-1-12ガス量を供給することができ

る mmとする。 
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R-1F-③-1 用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

R-1F-③-1 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，R-1F-③-1用ハロゲン化物ボンベとR-1F-③-1を接続する配管であり，発電所内で発

生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，R-1F-③-1用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ4.6MPaと

する。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，R-1F-③-1用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃とす

る。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なFK-5-1-12ガス量を供給することができ

る mmとする。 
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R-1F-③-2 用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

R-1F-③-2 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，R-1F-③-2用ハロゲン化物ボンベとR-1F-③-2を接続する配管であり，発電所内で発

生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，R-1F-③-2用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ4.6MPaと

する。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，R-1F-③-2用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃とす

る。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なFK-5-1-12ガス量を供給することができ

る mmとする。 
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R-1F-③-3 用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

R-1F-③-3 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，R-1F-③-3用ハロゲン化物ボンベとR-1F-③-3を接続する配管であり，発電所内で発

生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，R-1F-③-3用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ4.6MPaと

する。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，R-1F-③-3用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃とす

る。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なFK-5-1-12ガス量を供給することができ

る mmとする。 
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R-1F-③-4 用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

R-1F-③-4 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，R-1F-③-4用ハロゲン化物ボンベとR-1F-③-4を接続する配管であり，発電所内で発

生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，R-1F-③-4用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ4.6MPaと

する。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，R-1F-③-4用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃とす

る。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なFK-5-1-12ガス量を供給することができ

る mmとする。 
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R-1F-③-5 用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

R-1F-③-5 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，R-1F-③-5用ハロゲン化物ボンベとR-1F-③-5を接続する配管であり，発電所内で発

生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，R-1F-③-5用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ4.6MPaと

する。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，R-1F-③-5用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃とす

る。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なFK-5-1-12ガス量を供給することができ

る mmとする。 
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R-1F-④-1 用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

R-1F-④-1 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，R-1F-④-1用ハロゲン化物ボンベとR-1F-④-1を接続する配管であり，発電所内で発

生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，R-1F-④-1用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ4.6MPaと

する。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，R-1F-④-1用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃とす

る。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なFK-5-1-12ガス量を供給することができ

る mmとする。 
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R-1F-④-2 用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

R-1F-④-2 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，R-1F-④-2用ハロゲン化物ボンベとR-1F-④-2を接続する配管であり，発電所内で発

生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，R-1F-④-2用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ4.6MPaと

する。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，R-1F-④-2用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃とす

る。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なFK-5-1-12ガス量を供給することができ

る mmとする。 
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R-1F-④-3 用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

R-1F-④-3 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，R-1F-④-3用ハロゲン化物ボンベとR-1F-④-3を接続する配管であり，発電所内で発

生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，R-1F-④-3用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ4.6MPaと

する。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，R-1F-④-3用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃とす

る。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なFK-5-1-12ガス量を供給することができ

る mmとする。 
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R-1F-④-4 用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

R-1F-④-4 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，R-1F-④-4用ハロゲン化物ボンベとR-1F-④-4を接続する配管であり，発電所内で発

生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，R-1F-④-4用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ4.6MPaと

する。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，R-1F-④-4用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃とす

る。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なFK-5-1-12ガス量を供給することができ

る mmとする。 
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R-2F-①-1 用ハロゲン化物ボンベ 
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R-2F-①-1 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，R-2F-①-1用ハロゲン化物ボンベとR-2F-①-1を接続する配管であり，発電所内で発

生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，R-2F-①-1用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ4.6MPaと

する。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，R-2F-①-1用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃とす

る。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なFK-5-1-12ガス量を供給することができ

る mmとする。 
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R-2F-①-2 用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

R-2F-①-2 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，R-2F-①-2用ハロゲン化物ボンベとR-2F-①-2を接続する配管であり，発電所内で発

生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，R-2F-①-2用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ4.6MPaと

する。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，R-2F-①-2用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃とす

る。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なFK-5-1-12ガス量を供給することができ

る mmとする。 
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R-2F-①-3 用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

R-2F-①-3 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，R-2F-①-3用ハロゲン化物ボンベとR-2F-①-3を接続する配管であり，発電所内で発

生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，R-2F-①-3用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ4.6MPaと

する。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，R-2F-①-3用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃とす

る。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なFK-5-1-12ガス量を供給することができ

る mmとする。 
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R-2F-②-1 用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

R-2F-②-1 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，R-2F-②-1用ハロゲン化物ボンベとR-2F-②-1を接続する配管であり，発電所内で発

生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，R-2F-②-1用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ4.6MPaと

する。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，R-2F-②-1用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃とす

る。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なFK-5-1-12ガス量を供給することができ

る mmとする。 
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R-2F-②-2 用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

R-2F-②-2 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，R-2F-②-2用ハロゲン化物ボンベとR-2F-②-2を接続する配管であり，発電所内で発

生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，R-2F-②-2用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ4.6MPaと

する。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，R-2F-②-2用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃とす

る。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なFK-5-1-12ガス量を供給することができ

る mmとする。 
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R-2F-②-3 用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

R-2F-②-3 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，R-2F-②-3用ハロゲン化物ボンベとR-2F-②-3を接続する配管であり，発電所内で発

生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，R-2F-②-3用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ4.6MPaと

する。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，R-2F-②-3用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃とす

る。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なFK-5-1-12ガス量を供給することができ

る mmとする。 
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R-2F-②-4 用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

R-2F-②-4 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，R-2F-②-4用ハロゲン化物ボンベとR-2F-②-4を接続する配管であり，発電所内で発

生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，R-2F-②-4用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ4.6MPaと

する。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，R-2F-②-4用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃とす

る。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なFK-5-1-12ガス量を供給することができ

る mmとする。 
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R-2F-②-5 用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

R-2F-②-5 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，R-2F-②-5用ハロゲン化物ボンベとR-2F-②-5を接続する配管であり，発電所内で発

生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，R-2F-②-5用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ4.6MPaと

する。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，R-2F-②-5用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃とす

る。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なFK-5-1-12ガス量を供給することができ

る mmとする。 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

403 

K
6
 
①
 Ⅵ

-
1-
1
-
5-
8
-
2 
R
0 

名    称 

R-2F-②-6 用ハロゲン化物ボンベ 
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R-2F-②-6 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，R-2F-②-6用ハロゲン化物ボンベとR-2F-②-6を接続する配管であり，発電所内で発

生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，R-2F-②-6用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ4.6MPaと

する。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，R-2F-②-6用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃とす

る。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なFK-5-1-12ガス量を供給することができ

る mmとする。 
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R-2F-③-1 用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

R-2F-③-1 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，R-2F-③-1用ハロゲン化物ボンベとR-2F-③-1を接続する配管であり，発電所内で発

生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，R-2F-③-1用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ4.6MPaと

する。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，R-2F-③-1用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃とす

る。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なFK-5-1-12ガス量を供給することができ

る mmとする。 
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R-2F-③-2 用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

R-2F-③-2 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，R-2F-③-2用ハロゲン化物ボンベとR-2F-③-2を接続する配管であり，発電所内で発

生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，R-2F-③-2用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ4.6MPaと

する。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，R-2F-③-2用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃とす

る。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なFK-5-1-12ガス量を供給することができ

る mmとする。 
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R-3F-①-1 用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

R-3F-①-1 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，R-3F-①-1用ハロゲン化物ボンベとR-3F-①-1を接続する配管であり，発電所内で発

生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，R-3F-①-1用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ4.6MPaと

する。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，R-3F-①-1用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃とす

る。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なFK-5-1-12ガス量を供給することができ

る mmとする。 
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R-3F-①-2 用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

R-3F-①-2 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，R-3F-①-2用ハロゲン化物ボンベとR-3F-①-2を接続する配管であり，発電所内で発

生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，R-3F-①-2用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ4.6MPaと

する。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，R-3F-①-2用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃とす

る。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なFK-5-1-12ガス量を供給することができ

る mmとする。 
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R-3F-①-3 用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

R-3F-①-3 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，R-3F-①-3用ハロゲン化物ボンベとR-3F-①-3を接続する配管であり，発電所内で発

生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，R-3F-①-3用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ4.6MPaと

する。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，R-3F-①-3用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃とす

る。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なFK-5-1-12ガス量を供給することができ

る mmとする。 
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R-3F-①-4 用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

R-3F-①-4 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，R-3F-①-4用ハロゲン化物ボンベとR-3F-①-4を接続する配管であり，発電所内で発

生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，R-3F-①-4用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ4.6MPaと

する。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，R-3F-①-4用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃とす

る。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なFK-5-1-12ガス量を供給することができ

る mmとする。 
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R-3F-①-5 用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

R-3F-①-5 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，R-3F-①-5用ハロゲン化物ボンベとR-3F-①-5を接続する配管であり，発電所内で発

生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，R-3F-①-5用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ4.6MPaと

する。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，R-3F-①-5用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃とす

る。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なFK-5-1-12ガス量を供給することができ

る mmとする。 
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C-1F-①-1 用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

C-1F-①-1 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，C-1F-①-1用ハロゲン化物ボンベとC-1F-①-1を接続する配管であり，発電所内で発

生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，C-1F-①-1用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ4.6MPaと

する。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，C-1F-①-1用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃とす

る。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なFK-5-1-12ガス量を供給することができ

る mmとする。 
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C-1F-①-2 用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

C-1F-①-2 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，C-1F-①-2用ハロゲン化物ボンベとC-1F-①-2を接続する配管であり，発電所内で発

生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，C-1F-①-2用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ4.6MPaと

する。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，C-1F-①-2用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃とす

る。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なFK-5-1-12ガス量を供給することができ

る mmとする。 
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C-1F-②-1 用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

C-1F-②-1 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，C-1F-②-1用ハロゲン化物ボンベとC-1F-②-1を接続する配管であり，発電所内で発

生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，C-1F-②-1用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ4.6MPaと

する。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，C-1F-②-1用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃とす

る。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なFK-5-1-12ガス量を供給することができ

る mmとする。 
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C-1F-②-2 用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

C-1F-②-2 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，C-1F-②-2用ハロゲン化物ボンベとC-1F-②-2を接続する配管であり，発電所内で発

生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，C-1F-②-2用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ4.6MPaと

する。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，C-1F-②-2用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃とす

る。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なFK-5-1-12ガス量を供給することができ

る mmとする。 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

415 

K
6
 
①
 Ⅵ

-
1-
1
-
5-
8
-
2 
R
0 

名    称 

C-1F-②-3 用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

C-1F-②-3 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，C-1F-②-3用ハロゲン化物ボンベとC-1F-②-3を接続する配管であり，発電所内で発

生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，C-1F-②-3用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ4.6MPaと

する。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，C-1F-②-3用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃とす

る。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なFK-5-1-12ガス量を供給することができ

る mmとする。 
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名    称 

R-1F-⑤-1 用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

R-1F-⑤-1 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，R-1F-⑤-1用ハロゲン化物ボンベとR-1F-⑤-1を接続する配管であり，発電所内で発

生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，R-1F-⑤-1用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ4.6MPaと

する。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，R-1F-⑤-1用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃とす

る。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なFK-5-1-12ガス量を供給することができ

る mmとする。 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

417 

K
6
 
①
 Ⅵ

-
1-
1
-
5-
8
-
2 
R
0 

 

名    称 

R-1F-⑤-2 用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

R-1F-⑤-2 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，R-1F-⑤-2用ハロゲン化物ボンベとR-1F-⑤-2を接続する配管であり，発電所内で発

生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，R-1F-⑤-2用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ4.6MPaと

する。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，R-1F-⑤-2用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃とす

る。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なFK-5-1-12ガス量を供給することができ

る mmとする。 
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名    称 

R-1F-⑤-3 用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

R-1F-⑤-3 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，R-1F-⑤-3用ハロゲン化物ボンベとR-1F-⑤-3を接続する配管であり，発電所内で発

生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，R-1F-⑤-3用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ4.6MPaと

する。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，R-1F-⑤-3用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃とす

る。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なFK-5-1-12ガス量を供給することができ

る mmとする。 
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名    称 

R-1F-⑤-4 用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

R-1F-⑤-4 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，R-1F-⑤-4用ハロゲン化物ボンベとR-1F-⑤-4を接続する配管であり，発電所内で発

生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，R-1F-⑤-4用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ4.6MPaと

する。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，R-1F-⑤-4用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃とす

る。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なFK-5-1-12ガス量を供給することができ

る mmとする。 
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名    称 

R-1F-⑤-5 用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

R-1F-⑤-5 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，R-1F-⑤-5用ハロゲン化物ボンベとR-1F-⑤-5を接続する配管であり，発電所内で発

生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，R-1F-⑤-5用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ4.6MPaと

する。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，R-1F-⑤-5用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃とす

る。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なFK-5-1-12ガス量を供給することができ

る mmとする。 
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名    称 

R-1F-⑤-6 用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

R-1F-⑤-6 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，R-1F-⑤-6用ハロゲン化物ボンベとR-1F-⑤-6を接続する配管であり，発電所内で発

生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，R-1F-⑤-6用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ4.6MPaと

する。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，R-1F-⑤-6用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃とす

る。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なFK-5-1-12ガス量を供給することができ

る mmとする。 
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名    称 

R-1F-⑤-7 用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

R-1F-⑤-7 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，R-1F-⑤-7用ハロゲン化物ボンベとR-1F-⑤-7を接続する配管であり，発電所内で発

生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，R-1F-⑤-7用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ4.6MPaと

する。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，R-1F-⑤-7用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃とす

る。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なFK-5-1-12ガス量を供給することができ

る mmとする。 
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名    称 

R-2F-④-1 用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

R-2F-④-1 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，R-2F-④-1用ハロゲン化物ボンベとR-2F-④-1を接続する配管であり，発電所内で発

生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，R-2F-④-1用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ4.6MPaと

する。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，R-2F-④-1用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃とす

る。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なFK-5-1-12ガス量を供給することができ

る mmとする。 
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名    称 

R-2F-④-2 用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

R-2F-④-2 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，R-2F-④-2用ハロゲン化物ボンベとR-2F-④-2を接続する配管であり，発電所内で発

生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，R-2F-④-2用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ4.6MPaと

する。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，R-2F-④-2用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃とす

る。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なFK-5-1-12ガス量を供給することができ

る mmとする。 
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名    称 

R-2F-④-3 用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

R-2F-④-3 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，R-2F-④-3用ハロゲン化物ボンベとR-2F-④-3を接続する配管であり，発電所内で発

生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，R-2F-④-3用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ4.6MPaと

する。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，R-2F-④-3用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃とす

る。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なFK-5-1-12ガス量を供給することができ

る mmとする。 
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名    称 

R-2F-④-4 用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

R-2F-④-4 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，R-2F-④-4用ハロゲン化物ボンベとR-2F-④-4を接続する配管であり，発電所内で発

生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，R-2F-④-4用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ4.6MPaと

する。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，R-2F-④-4用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃とす

る。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なFK-5-1-12ガス量を供給することができ

る mmとする。 
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名    称 

R-3F-②-1 用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

R-3F-②-1 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，R-3F-②-1用ハロゲン化物ボンベとR-3F-②-1を接続する配管であり，発電所内で発

生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，R-3F-②-1用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ4.6MPaと

する。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，R-3F-②-1用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃とす

る。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なFK-5-1-12ガス量を供給することができ

る mmとする。 
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名    称 

R-3F-②-2 用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

R-3F-②-2 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，R-3F-②-2用ハロゲン化物ボンベとR-3F-②-2を接続する配管であり，発電所内で発

生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，R-3F-②-2用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ4.6MPaと

する。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，R-3F-②-2用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃とす

る。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なFK-5-1-12ガス量を供給することができ

る mmとする。 
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名    称 

R-3F-②-3 用ハロゲン化物ボンベ 

～ 

R-3F-②-3 

最 高 使 用 圧 力 MPa 4.6 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，R-3F-②-3用ハロゲン化物ボンベとR-3F-②-3を接続する配管であり，発電所内で発

生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，R-3F-②-3用ハロゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ4.6MPaと

する。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，R-3F-②-3用ハロゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃とす

る。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なFK-5-1-12ガス量を供給することができ

る mmとする。 
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  2.2.7 中央制御室床下フリーアクセスフロア消火設備主配管 

名    称 

中央制御室床下フリーアクセスフロア消火設備（NON）用 

ハロゲン化物ボンベ 

～ 

東側 供給ライン分岐点 

最 高 使 用 圧 力 MPa 5.2 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，中央制御室床下フリーアクセスフロア消火設備（NON）用ハロゲン化物ボンベと  

東側 供給ライン分岐点を接続する配管であり，中央制御室床下フリーアクセスフロア内で

発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，中央制御室床下フリーアクセスフロア消火設備（NON）用ハロゲ

ン化物ボンベの最高使用圧力と同じ5.2MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，中央制御室床下フリーアクセスフロア消火設備（NON）用ハロゲ

ン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃とする。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なハロン1301ガス量を供給することが

できる mmとする。 
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名    称 

西側 供給ライン分岐点 

～ 

   西側 供給ライン分岐点 

最 高 使 用 圧 力 MPa 5.2 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，西 供給ライン分岐点と西側 供給ライン分岐点を接続する配管であり，中央

制御室床下フリーアクセスフロア内で発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，中央制御室床下フリーアクセスフロア消火設備（NON）用ハロゲ

ン化物ボンベの最高使用圧力と同じ5.2MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，中央制御室床下フリーアクセスフロア消火設備（NON）用ハロゲ

ン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃とする。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なハロン1301ガス量を供給することがで

きる mmとする。 
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名    称 

西側 供給ライン分岐点 

～ 

西側 供給ライン分岐点，西側 供給ライン 1分岐点及び

西側 供給ライン分岐点 

最 高 使 用 圧 力 MPa 5.2 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，西側 供給ライン分岐点と西側 供給ライン分岐点，西側 供給ライン1分岐点

及び西側 供給ライン分岐点を接続する配管であり，中央制御室床下フリーアクセスフロア内

で発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，中央制御室床下フリーアクセスフロア消火設備（NON）用ハロゲ

ン化物ボンベの最高使用圧力と同じ5.2MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，中央制御室床下フリーアクセスフロア消火設備（NON）用ハロゲ

ン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃とする。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なハロン1301ガス量を供給することがで

きる mとする。 
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名    称 

西側 供給ライン分岐点 

～ 

西側 PCPS 区分 NON エリア 

最 高 使 用 圧 力 MPa 5.2 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，西側 供給ライン分岐点と西側PCPS区分NONエリアを接続する配管であり，中央制

御室床下フリーアクセスフロア内で発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，中央制御室床下フリーアクセスフロア消火設備（NON）用ハロゲ

ン化物ボンベの最高使用圧力と同じ5.2MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，中央制御室床下フリーアクセスフロア消火設備（NON）用ハロゲ

ン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃とする。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なハロン1301ガス量を供給することがで

きる mmとする。 
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名    称 

西側 供給ライン分岐点 

～ 

西側 供給ライン 2分岐点 

及び西側 供給ライン 3分岐点 

最 高 使 用 圧 力 MPa 5.2 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，西側 供給ライン分岐点と西側 供給ライン2分岐点及び西側 供給ライン3分

岐点を接続する配管であり，中央制御室床下フリーアクセスフロア内で発生した火災を早期に消

火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，中央制御室床下フリーアクセスフロア消火設備（NON）用ハロゲ

ン化物ボンベの最高使用圧力と同じ5.2MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，中央制御室床下フリーアクセスフロア消火設備（NON）用ハロゲ

ン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃とする。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なハロン1301ガス量を供給することがで

きる mとする。 
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名    称 

西側 供給ライン 1分岐点 

～ 

西側 PCPS 区分 NON エリア 

最 高 使 用 圧 力 MPa 5.2 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，西側 供給ライン1分岐点と西側PCPS区分NONエリアを接続する配管であり，中央制

御室床下フリーアクセスフロア内で発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，中央制御室床下フリーアクセスフロア消火設備（NON）用ハロゲン

化物ボンベの最高使用圧力と同じ5.2MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，中央制御室床下フリーアクセスフロア消火設備（NON）用ハロゲン

化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃とする。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なハロン1301ガス量を供給することができ

る mとする。 
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名    称 

西側 供給ライン 2分岐点 

～ 

西側 PCPS 区分 NON エリア 

最 高 使 用 圧 力 MPa 5.2 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，西側 供給ライン2分岐点と西側PCPS区分NONエリアを接続する配管であり，中央制

御室床下フリーアクセスフロア内で発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，中央制御室床下フリーアクセスフロア消火設備（NON）用ハロゲン

化物ボンベの最高使用圧力と同じ5.2MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，中央制御室床下フリーアクセスフロア消火設備（NON）用ハロゲン

化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃とする。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なハロン1301ガス量を供給することができ

る mmとする。 
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西側 供給ライン 3分岐点 

～ 

西側 PCPS 区分 NON エリア 

最 高 使 用 圧 力 MPa 5.2 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，西側 供給ライン3分岐点と西側PCPS区分NONエリアを接続する配管であり，中央制

御室床下フリーアクセスフロア内で発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，中央制御室床下フリーアクセスフロア消火設備（NON）用ハロゲン

化物ボンベの最高使用圧力と同じ5.2MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，中央制御室床下フリーアクセスフロア消火設備（NON）用ハロゲン

化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃とする。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なハロン1301ガス量を供給することができ

る mとする。 
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名    称 

西側 供給ライン 1分岐点 

～ 

西側 供給ライン 4分岐点 

及び西側 供給ライン 7分岐点 

最 高 使 用 圧 力 MPa 5.2 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，西側 供給ライン1分岐点と西側 供給ライン4分岐点及び西側 供給ライン7分

岐点を接続する配管であり，中央制御室床下フリーアクセスフロア内で発生した火災を早期に消

火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，中央制御室床下フリーアクセスフロア消火設備（NON）用ハロゲン

化物ボンベの最高使用圧力と同じ5.2MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，中央制御室床下フリーアクセスフロア消火設備（NON）用ハロゲン

化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃とする。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なハロン1301ガス量を供給することができ

る mとする。 
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名    称 

西側 供給ライン 4分岐点 

～ 

西側 PCPS 区分 NON エリア 

最 高 使 用 圧 力 MPa 5.2 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，西側 供給ライン4分岐点と西側PCPS区分NONエリアを接続する配管であり，中央制

御室床下フリーアクセスフロア内で発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，中央制御室床下フリーアクセスフロア消火設備（NON）用ハロゲン

化物ボンベの最高使用圧力と同じ5.2MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，中央制御室床下フリーアクセスフロア消火設備（NON）用ハロゲン

化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃とする。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なハロン1301ガス量を供給することができ

る mmとする。 
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名    称 

西側 供給ライン 5分岐点 

～ 

西側 PCPS 区分 NON エリア 

最 高 使 用 圧 力 MPa 5.2 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，西側 供給ライン5分岐点と西側PCPS区分NONエリアを接続する配管であり，中央制

御室床下フリーアクセスフロア内で発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，中央制御室床下フリーアクセスフロア消火設備（NON）用ハロゲン

化物ボンベの最高使用圧力と同じ5.2MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，中央制御室床下フリーアクセスフロア消火設備（NON）用ハロゲン

化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃とする。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なハロン1301ガス量を供給することができ

る mとする。 
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西側 給ライン 6分岐点 

～ 

西側 PCPS 区分 NON エリア 

最 高 使 用 圧 力 MPa 5.2 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，西側 供給ライン6分岐点と西側PCPS区分NONエリアを接続する配管であり，中央制

御室床下フリーアクセスフロア内で発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，中央制御室床下フリーアクセスフロア消火設備（NON）用ハロゲン

化物ボンベの最高使用圧力と同じ5.2MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，中央制御室床下フリーアクセスフロア消火設備（NON）用ハロゲン

化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃とする。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なハロン1301ガス量を供給することができ

る mとする。 
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名    称 

西側 供給ライン 7分岐点 

～ 

西側 PCPS 区分 NON エリア 

最 高 使 用 圧 力 MPa 5.2 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，西側 供給ライン7分岐点と西側PCPS区分NONエリアを接続する配管であり，中央制

御室床下フリーアクセスフロア内で発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，中央制御室床下フリーアクセスフロア消火設備（NON）用ハロゲン

化物ボンベの最高使用圧力と同じ5.2MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，中央制御室床下フリーアクセスフロア消火設備（NON）用ハロゲン

化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃とする。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なハロン1301ガス量を供給することができ

る mmとする。 
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東側 供給ライン分岐点 

～ 

東側 供給ライン分岐点及び東側 供給ライン分岐点 

最 高 使 用 圧 力 MPa 5.2 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，東側 供給ライン分岐点と東側 供給ライン分岐点及び東側 供給ライン分岐

点を接続する配管であり，中央制御室床下フリーアクセスフロア内で発生した火災を早期に消火

するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，中央制御室床下フリーアクセスフロア消火設備（NON）用ハロゲン

化物ボンベの最高使用圧力と同じ5.2MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，中央制御室床下フリーアクセスフロア消火設備（NON）用ハロゲン

化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃とする。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なハロン1301ガス量を供給することができ

る mmとする。 
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名    称 

東側 供給ライン分岐点 

～ 

東側 供給ライン 1分岐点 

最 高 使 用 圧 力 MPa 5.2 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，東側 供給ライン分岐点と東側 給ライン1分岐点を接続する配管であり，中央

制御室床下フリーアクセスフロア内で発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，中央制御室床下フリーアクセスフロア消火設備（NON）用ハロゲン

化物ボンベの最高使用圧力と同じ5.2MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，中央制御室床下フリーアクセスフロア消火設備（NON）用ハロゲン

化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃とする。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なハロン1301ガス量を供給することができ

る mmとする。 
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名    称 

東側 供給ライン 2分岐点 

～ 

東側 PCPS 区分 NON エリア 

最 高 使 用 圧 力 MPa 5.2 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，東側 供給ライン2分岐点と東側PCPS区分NONエリアを接続する配管であり，中央制

御室床下フリーアクセスフロア内で発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，中央制御室床下フリーアクセスフロア消火設備（NON）用ハロゲン

化物ボンベの最高使用圧力と同じ5.2MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，中央制御室床下フリーアクセスフロア消火設備（NON）用ハロゲン

化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃とする。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なハロン1301ガス量を供給することができ

る mmとする。 
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東側 供給ライン 1分岐点 

～ 

東側 供給ライン 4分岐点 

最 高 使 用 圧 力 MPa 5.2 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，東側 供給ライン1分岐点と東側 供給ライン4分岐点を接続する配管であり，中

央制御室床下フリーアクセスフロア内で発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，中央制御室床下フリーアクセスフロア消火設備（NON）用ハロゲン

化物ボンベの最高使用圧力と同じ5.2MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，中央制御室床下フリーアクセスフロア消火設備（NON）用ハロゲン

化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃とする。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なハロン1301ガス量を供給することができ

る mmとする。 
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名    称 

東側 供給ライン 3分岐点 

～ 

東側 PCPS 区分 NON エリア 

最 高 使 用 圧 力 MPa 5.2 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，東側 供給ライン3分岐点と東側PCPS区分NONエリアを接続する配管であり，中央制

御室床下フリーアクセスフロア内で発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，中央制御室床下フリーアクセスフロア消火設備（NON）用ハロゲン

化物ボンベの最高使用圧力と同じ5.2MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，中央制御室床下フリーアクセスフロア消火設備（NON）用ハロゲン

化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃とする。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なハロン1301ガス量を供給することができ

る mとする。 
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東側 供給ライン 4分岐点 

～ 

東側 PCPS 区分 NON エリア 

最 高 使 用 圧 力 MPa 5.2 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，東側 供給ライン4分岐点と東側PCPS区分NONエリアを接続する配管であり，中央制

御室床下フリーアクセスフロア内で発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，中央制御室床下フリーアクセスフロア消火設備（NON）用ハロゲン

化物ボンベの最高使用圧力と同じ5.2MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，中央制御室床下フリーアクセスフロア消火設備（NON）用ハロゲン

化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃とする。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なハロン1301ガス量を供給することができ

る mとする。 
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名    称 

東側 供給ライン分岐点 

～ 

東側 供給ライン分岐点 

最 高 使 用 圧 力 MPa 5.2 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，東側 供給ライン分岐点と東側 供給ライン分岐点を接続する配管であり，中央

制御室床下フリーアクセスフロア内で発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，中央制御室床下フリーアクセスフロア消火設備（NON）用ハロゲン

化物ボンベの最高使用圧力と同じ5.2MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，中央制御室床下フリーアクセスフロア消火設備（NON）用ハロゲン

化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃とする。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なハロン1301ガス量を供給することができ

る mとする。 
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名    称 

東側 供給ライン 1分岐点 

～ 

東側 PCPS 区分 NON エリア 

最 高 使 用 圧 力 MPa 5.2 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，東側 供給ライン1分岐点と東側PCPS区分NONエリアを接続する配管であり，中央制

御室床下フリーアクセスフロア内で発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，中央制御室床下フリーアクセスフロア消火設備（NON）用ハロゲン

化物ボンベの最高使用圧力と同じ5.2MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，中央制御室床下フリーアクセスフロア消火設備（NON）用ハロゲン

化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃とする。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なハロン1301ガス量を供給することができ

る mmとする。 
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名    称 

東側 供給ライン分岐点 

～ 

東側 PCPS 区分 NON エリア 

最 高 使 用 圧 力 MPa 5.2 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，東側 供給ライン分岐点と東側PCPS区分NONエリアを接続する配管であり，中央制

御室床下フリーアクセスフロア内で発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，中央制御室床下フリーアクセスフロア消火設備（NON）用ハロゲン

化物ボンベの最高使用圧力と同じ5.2MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，中央制御室床下フリーアクセスフロア消火設備（NON）用ハロゲン

化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃とする。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なハロン1301ガス量を供給することができ

る mとする。 
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名    称 

中央制御室床下フリーアクセスフロア消火設備（区分Ⅰ）用 

ハロゲン化物ボンベ 

～ 

供給ライン分岐点 

最 高 使 用 圧 力 MPa 5.2 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，中央制御室床下フリーアクセスフロア消火設備（区分Ⅰ）用ハロゲン化物ボンベと

供給ライン分岐点を接続する配管であり，中央制御室床下フリーアクセスフロア内で発生し

た火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，中央制御室床下フリーアクセスフロア消火設備（区分Ⅰ）用ハロ

ゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ5.2MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，中央制御室床下フリーアクセスフロア消火設備（区分Ⅰ）用ハロ

ゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃とする。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なハロン1301ガス量を供給することができ

る mmとする。 
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名    称 

供給ライン分岐点 

～ 

東側 供給ライン分岐点 

最 高 使 用 圧 力 MPa 5.2 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は， 供給ライン分岐点と東側 供給ライン分岐点を接続する配管であり，中央制御

室床下フリーアクセスフロア内で発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，中央制御室床下フリーアクセスフロア消火設備（区分Ⅰ）用ハロ

ゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ5.2MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，中央制御室床下フリーアクセスフロア消火設備（区分Ⅰ）用ハロ

ゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃とする。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なハロン1301ガス量を供給することができ

る mmとする。 
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名    称 

西側 供給ライン分岐点 

～ 

西側 供給ライン分岐点 

最 高 使 用 圧 力 MPa 5.2 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，西側 供給ライン分岐点と西側 供給ライン分岐点を接続する配管であり，中央

制御室床下フリーアクセスフロア内で発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，中央制御室床下フリーアクセスフロア消火設備（区分Ⅰ）用ハロ

ゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ5.2MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，中央制御室床下フリーアクセスフロア消火設備（区分Ⅰ）用ハロ

ゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃とする。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なハロン1301ガス量を供給することができ

る mとする。 
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名    称 

西側 供給ライン分岐点 

～ 

西側 PCPS 区分Ⅰエリア 

最 高 使 用 圧 力 MPa 5.2 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，西側 供給ライン分岐点と西側PCPS区分Ⅰエリアを接続する配管であり，中央制御

室床下フリーアクセスフロア内で発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，中央制御室床下フリーアクセスフロア消火設備（区分Ⅰ）用ハロ

ゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ5.2MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，中央制御室床下フリーアクセスフロア消火設備（区分Ⅰ）用ハロ

ゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃とする。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なハロン1301ガス量を供給することができ

る mmとする。 
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名    称 

東側 供給ライン分岐点 

～ 

東側 PCPS 区分Ⅰエリア 

最 高 使 用 圧 力 MPa 5.2 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，東側 供給ライン分岐点と東側PCPS区分Ⅰエリアを接続する配管であり，中央制御

室床下フリーアクセスフロア内で発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，中央制御室床下フリーアクセスフロア消火設備（区分Ⅰ）用ハロ

ゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ5.2MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，中央制御室床下フリーアクセスフロア消火設備（区分Ⅰ）用ハロ

ゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃とする。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なハロン1301ガス量を供給することができ

る mmとする。 



 

457 

K
6
 
①
 Ⅵ

-
1-
1
-
5-
8
-
2 
R
0 

名    称 

中央制御室床下フリーアクセスフロア消火設備（区分Ⅱ）用 

ハロゲン化物ボンベ 

～ 

供給ライン分岐点 

最 高 使 用 圧 力 MPa 5.2 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，中央制御室床下フリーアクセスフロア消火設備（区分Ⅱ）用ハロゲン化物ボンベと

供給ライン分岐点を接続する配管であり，中央制御室床下フリーアクセスフロア内で発生し

た火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，中央制御室床下フリーアクセスフロア消火設備（区分Ⅱ）用ハロ

ゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ5.2MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，中央制御室床下フリーアクセスフロア消火設備（区分Ⅱ）用ハロ

ゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃とする。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なハロン1301ガス量を供給することができ

る mとする。 
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供給ライン分岐点 

～ 

西側 供給ライン分岐点及び東側 供給ライン分岐点 

最 高 使 用 圧 力 MPa 5.2 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は， 供給ライン分岐点と西側 供給ライン分岐点及び東側 供給ライン分岐点を

接続する配管であり，中央制御室床下フリーアクセスフロア内で発生した火災を早期に消火する

ために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，中央制御室床下フリーアクセスフロア消火設備（区分Ⅱ）用ハロ

ゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ5.2MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，中央制御室床下フリーアクセスフロア消火設備（区分Ⅱ）用ハロ

ゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃とする。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なハロン1301ガス量を供給することができ

る mとする。 
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名    称 

西側 供給ライン分岐点 

～ 

西側 供給ライン分岐点 

最 高 使 用 圧 力 MPa 5.2 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，西側 供給ライン分岐点と西側 供給ライン分岐点を接続する配管であり，中央

制御室床下フリーアクセスフロア内で発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，中央制御室床下フリーアクセスフロア消火設備（区分Ⅱ）用ハロ

ゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ5.2MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，中央制御室床下フリーアクセスフロア消火設備（区分Ⅱ）用ハロ

ゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃とする。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なハロン1301ガス量を供給することができ

る mとする。 
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名    称 

西側 供給ライン分岐点 

～ 

西側 PCPS 区分Ⅱエリア 

最 高 使 用 圧 力 MPa 5.2 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，西側 供給ライン分岐点と西側PCPS区分Ⅱエリアを接続する配管であり，中央制御

室床下フリーアクセスフロア内で発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，中央制御室床下フリーアクセスフロア消火設備（区分Ⅱ）用ハロ

ゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ5.2MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，中央制御室床下フリーアクセスフロア消火設備（区分Ⅱ）用ハロ

ゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃とする。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なハロン1301ガス量を供給することができ

る mmとする。 
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名    称 

東側 供給ライン分岐点 

～ 

東側 供給ライン分岐点及び東側 供給ライン 1分岐点 

最 高 使 用 圧 力 MPa 5.2 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，東側 供給ライン分岐点と東側 供給ライン分岐点及び東側 供給ライン1分岐

点を接続する配管であり，中央制御室床下フリーアクセスフロア内で発生した火災を早期に消火

するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，中央制御室床下フリーアクセスフロア消火設備（区分Ⅱ）用ハロ

ゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ5.2MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，中央制御室床下フリーアクセスフロア消火設備（区分Ⅱ）用ハロ

ゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃とする。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なハロン1301ガス量を供給することができ

る mmとする。 
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名    称 

東側 供給ライン分岐点 

～ 

東側 PCPS 区分Ⅱエリア 

最 高 使 用 圧 力 MPa 5.2 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，東側 供給ライン分岐点と東側PCPS区分Ⅱエリアを接続する配管であり，中央制御

室床下フリーアクセスフロア内で発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，中央制御室床下フリーアクセスフロア消火設備（区分Ⅱ）用ハロ

ゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ5.2MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，中央制御室床下フリーアクセスフロア消火設備（区分Ⅱ）用ハロ

ゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃とする。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なハロン1301ガス量を供給することができ

る mmとする。 
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名    称 

東側 供給ライン 1分岐点 

～ 

東側 PCPS 区分Ⅱエリア 

最 高 使 用 圧 力 MPa 5.2 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，東側 供給ライン1分岐点と東側PCPS区分Ⅱエリアを接続する配管であり，中央制

御室床下フリーアクセスフロア内で発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，中央制御室床下フリーアクセスフロア消火設備（区分Ⅱ）用ハロ

ゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ5.2MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，中央制御室床下フリーアクセスフロア消火設備（区分Ⅱ）用ハロ

ゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃とする。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なハロン1301ガス量を供給することができ

る mmとする。 
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名    称 

中央制御室床下フリーアクセスフロア消火設備（区分Ⅲ）用 

ハロゲン化物ボンベ 

～ 

供給ライン分岐点 

最 高 使 用 圧 力 MPa 5.2 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，中央制御室床下フリーアクセスフロア消火設備（区分Ⅲ）用ハロゲン化物ボンベと

供給ライン分岐点を接続する配管であり，中央制御室床下フリーアクセスフロア内で発生し

た火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，中央制御室床下フリーアクセスフロア消火設備（区分Ⅲ）用ハロ

ゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ5.2MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，中央制御室床下フリーアクセスフロア消火設備（区分Ⅲ）用ハロ

ゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃とする。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なハロン1301ガス量を供給することができ

る mmとする。 
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名    称 

供給ライン分岐点 

～ 

西側 供給ライン分岐点及び東側 供給ライン分岐点 

最 高 使 用 圧 力 MPa 5.2 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は， 供給ライン分岐点と西側 供給ライン分岐点及び東側 供給ライン分岐点を

接続する配管であり，中央制御室床下フリーアクセスフロア内で発生した火災を早期に消火する

ために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，中央制御室床下フリーアクセスフロア消火設備（区分Ⅲ）用ハロ

ゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ5.2MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，中央制御室床下フリーアクセスフロア消火設備（区分Ⅲ）用ハロ

ゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃とする。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なハロン1301ガス量を供給することができ

る mとする。 
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名    称 

西側 供給ライン分岐点 

～ 

西側 PCPS 区分Ⅲエリア 

最 高 使 用 圧 力 MPa 5.2 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，西側 供給ライン分岐点と西側PCPS区分Ⅲエリアを接続する配管であり，中央制御

室床下フリーアクセスフロア内で発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，中央制御室床下フリーアクセスフロア消火設備（区分Ⅲ）用ハロ

ゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ5.2MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，中央制御室床下フリーアクセスフロア消火設備（区分Ⅲ）用ハロ

ゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃とする。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なハロン1301ガス量を供給することができ

る mmとする。 
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名    称 

東側 供給ライン分岐点 

～ 

東側 PCPS 区分Ⅲエリア 

最 高 使 用 圧 力 MPa 5.2 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，東側 供給ライン分岐点と東側PCPS区分Ⅲエリアを接続する配管であり，中央制御

室床下フリーアクセスフロア内で発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，中央制御室床下フリーアクセスフロア消火設備（区分Ⅲ）用ハロ

ゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ5.2MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，中央制御室床下フリーアクセスフロア消火設備（区分Ⅲ）用ハロ

ゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃とする。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なハロン1301ガス量を供給することができ

る mとする。 
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名    称 

中央制御室床下フリーアクセスフロア消火設備（区分Ⅳ）用 

ハロゲン化物ボンベ 

～ 

供給ライン分岐点 

最 高 使 用 圧 力 MPa 5.2 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，中央制御室床下フリーアクセスフロア消火設備（区分Ⅳ）用ハロゲン化物ボンベと

供給ライン分岐点を接続する配管であり，中央制御室床下フリーアクセスフロア内で発生し

た火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，中央制御室床下フリーアクセスフロア消火設備（区分Ⅳ）用ハロ

ゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ5.2MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，中央制御室床下フリーアクセスフロア消火設備（区分Ⅳ）用ハロ

ゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃とする。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なハロン1301ガス量を供給することができ

る mとする。 
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名    称 

供給ライン分岐点 

～ 

西側 供給ライン分岐点 

最 高 使 用 圧 力 MPa 5.2 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は， 供給ライン分岐点と西側 供給ライン分岐点を接続する配管であり，中央制御

室床下フリーアクセスフロア内で発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，中央制御室床下フリーアクセスフロア消火設備（区分Ⅳ）用ハロ

ゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ5.2MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，中央制御室床下フリーアクセスフロア消火設備（区分Ⅳ）用ハロ

ゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃とする。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なハロン1301ガス量を供給することができ

る mとする。 
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名    称 

西側 供給ライン分岐点 

～ 

西側 PCPS 区分Ⅳエリア 

最 高 使 用 圧 力 MPa 5.2 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，西側 供給ライン分岐点と西側PCPS区分Ⅳエリアを接続する配管であり，中央制御

室床下フリーアクセスフロア内で発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，中央制御室床下フリーアクセスフロア消火設備（区分Ⅳ）用ハロ

ゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ5.2MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，中央制御室床下フリーアクセスフロア消火設備（区分Ⅳ）用ハロ

ゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃とする。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なハロン1301ガス量を供給することができ

る mとする。 
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名    称 

東側 供給ライン分岐点 

～ 

東側 PCPS 区分Ⅳエリア 

最 高 使 用 圧 力 MPa 5.2 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，東側 供給ライン分岐点と東側PCPS区分Ⅳエリアを接続する配管であり，中央制御

室床下フリーアクセスフロア内で発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，中央制御室床下フリーアクセスフロア消火設備（区分Ⅳ）用ハロ

ゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ5.2MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，中央制御室床下フリーアクセスフロア消火設備（区分Ⅳ）用ハロ

ゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃とする。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なハロン1301ガス量を供給することができ

る mとする。 
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名    称 

中央制御室床下フリーアクセスフロア消火設備（SA（Ⅰ））用 

ハロゲン化物ボンベ 

～ 

供給ライン分岐点 

最 高 使 用 圧 力 MPa 5.2 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，中央制御室床下フリーアクセスフロア消火設備（SA（Ⅰ））用ハロゲン化物ボンベと

供給ライン分岐点を接続する配管であり，中央制御室床下フリーアクセスフロア内で発生し

た火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，中央制御室床下フリーアクセスフロア消火設備（SA（Ⅰ））用ハロ

ゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ5.2MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，中央制御室床下フリーアクセスフロア消火設備（SA（Ⅰ））用ハロ

ゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃とする。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なハロン1301ガス量を供給することができ

る mとする。 
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名    称 

供給ライン分岐点 

～ 

PCPS 区分 SA(Ⅰ)エリア 

最 高 使 用 圧 力 MPa 5.2 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は， 供給ライン分岐点とPCPS区分SA(Ⅰ)エリアを接続する配管であり，中央制御室床

下フリーアクセスフロア内で発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，中央制御室床下フリーアクセスフロア消火設備（SA（Ⅰ））用ハロ

ゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ5.2MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，中央制御室床下フリーアクセスフロア消火設備（SA（Ⅰ））用ハロ

ゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃とする。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なハロン1301ガス量を供給することができ

る mmとする。 
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名    称 

中央制御室床下フリーアクセスフロア消火設備（SA（Ⅱ））用 

ハロゲン化物ボンベ 

～ 

供給ライン分岐点 

最 高 使 用 圧 力 MPa 5.2 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，中央制御室床下フリーアクセスフロア消火設備（SA（Ⅱ））用ハロゲン化物ボンベと

供給ライン分岐点を接続する配管であり，中央制御室床下フリーアクセスフロア内で発生し

た火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，中央制御室床下フリーアクセスフロア消火設備（SA（Ⅱ））用ハロ

ゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ5.2MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，中央制御室床下フリーアクセスフロア消火設備（SA（Ⅱ））用ハロ

ゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃とする。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なハロン1301ガス量を供給することができ

る mとする。 
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名    称 

供給ライン分岐点 

～ 

西側 供給ライン分岐点及び東側 供給ライン分岐点 

最 高 使 用 圧 力 MPa 5.2 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は， 供給ライン分岐点と西側 供給ライン分岐点及び東側 供給ライン分岐点を

接続する配管であり，中央制御室床下フリーアクセスフロア内で発生した火災を早期に消火する

ために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，中央制御室床下フリーアクセスフロア消火設備（SA（Ⅱ））用ハロ

ゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ5.2MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，中央制御室床下フリーアクセスフロア消火設備（SA（Ⅱ））用ハロ

ゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃とする。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なハロン1301ガス量を供給することができ

る mとする。 
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名    称 

西側 供給ライン分岐点 

～ 

西側 PCPS 区分 SA(Ⅱ)エリア 

最 高 使 用 圧 力 MPa 5.2 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，西側 供給ライン分岐点と西側PCPS区分SA(Ⅱ)エリアを接続する配管であり，中央

制御室床下フリーアクセスフロア内で発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，中央制御室床下フリーアクセスフロア消火設備（SA（Ⅱ））用ハロ

ゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ5.2MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，中央制御室床下フリーアクセスフロア消火設備（SA（Ⅱ））用ハロ

ゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃とする。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なハロン1301ガス量を供給することができ

る mmとする。 
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名    称 

東側 供給ライン分岐点 

～ 

東側 PCPS 区分 SA(Ⅱ)エリア 

最 高 使 用 圧 力 MPa 5.2 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 ㎜  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

 本配管は，東側 供給ライン分岐点と東側PCPS区分SA(Ⅱ)エリアを接続する配管であり，中央

制御室床下フリーアクセスフロア内で発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 本配管の最高使用圧力は，中央制御室床下フリーアクセスフロア消火設備（SA（Ⅱ））用ハロ

ゲン化物ボンベの最高使用圧力と同じ5.2MPaとする。 

 

2. 最高使用温度 

 本配管の最高使用温度は，中央制御室床下フリーアクセスフロア消火設備（SA（Ⅱ））用ハロ

ゲン化物ボンベの最高使用温度と同じ40℃とする。 

 

3. 外径 

 本配管の外径は，メーカの試験結果に基づき十分なハロン1301ガス量を供給することができ

る mとする。 
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   Ⅵ-1-1-5-8-3 設備別記載事項の設定根拠に関する説明書 

          （その他発電用原子炉の附属施設（補機駆動用燃料

設備（非常用電源設備及び補助ボイラーに係るもの

を除く。））） 
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1. 概要 

本資料は，その他発電用原子炉の附属施設（補機駆動用燃料設備（非常用電源設備及

び補助ボイラーに係るものを除く。））の申請設備に係る仕様設定根拠について説明する

ものである。 

以下の設備の設備別記載事項の設定根拠に関する説明は，令和 2 年 10 月 14 日付け原

規規発第 2010147 号にて認可された柏崎刈羽原子力発電所第 7 号機の設計及び工事の計

画のⅤ-1-1-5-8-3「設備別記載事項の設定根拠に関する説明書（その他発電用原子炉の

附属施設（補機駆動用燃料設備（非常用電源設備及び補助ボイラーに係るものを除く。）））」

による。 

 ・ディーゼル駆動消火ポンプ用燃料タンク（5 号機設備，6,7 号機共用） 

 ・可搬型代替注水ポンプ（A-1 級）燃料タンク（7 号機設備，6,7 号機共用） 

 ・可搬型代替注水ポンプ（A-2 級）燃料タンク（7 号機設備，6,7 号機共用）＊ 

 ・大容量送水車（原子炉建屋放水設備用）燃料タンク（7 号機設備，6,7 号機共用） 

 ・大容量送水車（海水取水用）燃料タンク（7 号機設備，6,7 号機共用） 

 ・大容量送水車（熱交換器ユニット用）燃料タンク（7 号機設備，6,7 号機共用） 

 ・ディーゼル駆動消火ポンプ用燃料タンク～ディーゼル駆動消火ポンプ（5 号機設備，

6,7 号機共用） 

 ・ディーゼル駆動消火ポンプ～ディーゼル駆動消火ポンプ用燃料タンク（5 号機設備，

6,7 号機共用） 

 

注記＊：設備別記載事項の設定根拠に関する説明書の概要のうち，その他発電用原子

炉の附属施設のうち補機駆動用燃料設備として使用する場合の記載について，

「原子炉格納容器内における水素による爆発による破損を防止」を「原子炉

格納容器内における水素による爆発による破損及び原子炉建屋等の水素爆発

による損傷を防止」に，「水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止」を「水

素爆発による原子炉格納容器の破損及び水素爆発による原子炉建屋等の損傷

を防止」に読み替える。 
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Ⅵ-1-1-5-8-4 設備別記載事項の設定根拠に関する説明書（その他発電用

原子炉の附属施設（非常用取水設備）） 
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1. 概要 

本資料は，その他発電用原子炉の附属施設（非常用取水設備）の申請設備に係る仕様設定根拠

について説明するものである。 

以下の設備の設備別記載事項の設定根拠に関する説明は，令和 2年 10月 14日付け原規規発第

2010147 号にて認可された柏崎刈羽原子力発電所第 7 号機の設計及び工事の計画のⅤ-1-1-5-8-4

「設備別記載事項の設定根拠に関する説明書（その他発電用原子炉の附属施設（非常用取水設

備））」による。 

・海水貯留堰（7号機設備，重大事故等時のみ 6,7号機共用） 

・海水貯留堰（重大事故等時のみ 6,7号機共用） 

・スクリーン室（7号機設備，重大事故等時のみ 6,7号機共用） 

・スクリーン室（重大事故等時のみ 6,7号機共用） 

・取水路（7号機設備，重大事故等時のみ 6,7号機共用） 

・取水路（重大事故等時のみ 6,7号機共用） 
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2. 取水設備 

名   称 補機冷却用海水取水路 

容 量 m3 2880以上(10000) 

個 数 ― 1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

・設計基準対象施設 

 補機冷却用海水取水路は，設計基準対象施設として基準津波による水位低下に対し，原子炉

補機冷却海水ポンプが機能維持でき，かつ，発電用原子炉の冷却に必要な海水を確保できる設

計とする。 

・重大事故等対処設備 

 6 号機の重大事故等時にその他発電用原子炉の附属施設のうち非常用取水設備として使用す

る補機冷却用海水取水路の機能は，設計基準対象施設として使用する場合と同じである。 

 

1. 容量の設定根拠 

 設計基準対象施設として使用する補機冷却用海水取水路の容量は，基準津波による引き波時

において，海水面が海水貯留堰天端高さ（T.M.S.L.－3500mm）を下回った場合でも原子炉補機

冷却海水ポンプが継続して取水可能な容量として，海水貯留堰，スクリーン室，取水路，補機

冷却用海水取水路及び補機冷却用海水取水槽(A),(B),(C)を合わせた容量として設定する。海水

面が海水貯留堰天端高さ（T.M.S.L.－3500mm）を下回る時間として想定される時間のうち，最

大の約 16分間＊1にわたり原子炉補機冷却海水ポンプが全個（6個）運転を継続した場合におい

ても必要な水量である 2880m3を確保できる設計＊2とする。 

 重大事故等時に使用する補機冷却用海水取水路の容量は，設計基準対象施設の使用時と同等

であるため，設計基準対象施設と同仕様で設計し，2880m3を確保できる設計とする。 

 

 公称値については，原子炉補機冷却海水ポンプが全個（6 個）運転を継続した場合において

も必要な水量である 2880m3を確保する＊2ため，海水貯留堰天端高さ（T.M.S.L.－3500mm）から

原子炉補機冷却海水ポンプの設計取水可能水位（T.M.S.L.－5240mm）の水深と海水貯留堰，ス

クリーン室及び取水路の各区間における対象面積を基に算出した有効貯留容量（海水貯留

堰:6578m3，スクリーン室:1500m3 及び取水路:2015m3）である 10000m3＊3 とする。なお，有効貯

留容量の算出では，保守的に補機冷却用海水取水路及び補機冷却用海水取水槽(A),(B),(C)の各

区間における容量を考慮していない。 
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Ｖ＝Ｔ・(Ｑ／60)・ｎ＝16×（1800／60）×6 ＝ 2880(m3) ＜ 10000(m3) 

 Ｖ：容量(m3) 

 Ｔ：海水貯留堰天端高さを下回る時間(分)     ＝16 

 Ｑ：原子炉補機冷却海水ポンプ定格流量(m3/h/個)  ＝1800 

 ｎ：原子炉補機冷却海水ポンプ運転台数(個)    ＝6 

 

注記＊1 ：保守的な評価として，6,7 号機のうち，引き波により海面が海水貯留堰の天端位置

を下回る時間が長い 7号機の値を適用。（図 1参照。） 

＊2 ：詳細は，Ⅵ-1-1-3「発電用原子炉施設の自然現象等による損傷の防止に関する説明

書」のうちⅥ-1-1-3-2「津波への配慮に関する説明書」に記載する。 

＊3 ：各区間における有効貯留容量の合計値を保守的に端数処理した値。 

 

2. 個数の設定根拠 

 補機冷却用海水取水路は，設計基準対象施設として海を水源とする原子炉補機冷却海水ポン

プの水路として，津波による引き波時においても必要な海水を取水するのに必要な個数である

1個設置する。 

 補機冷却用海水取水路は，設計基準対象施設として 1 個設置しているものを重大事故等対処

設備として使用する。 
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名   称 補機冷却用海水取水槽(A) 

容 量 m3 2880以上(10000) 

個 数 ― 1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

・設計基準対象施設 

 補機冷却用海水取水槽(A)は，設計基準対象施設として基準津波による水位低下に対し，原子

炉補機冷却海水ポンプが機能維持でき，かつ，発電用原子炉の冷却に必要な海水を確保できる

設計とする。 

・重大事故等対処設備 

 6 号機の重大事故等時にその他発電用原子炉の附属施設のうち非常用取水設備として使用す

る補機冷却用海水取水槽(A)の機能は，設計基準対象施設として使用する場合と同じである。 

  

1. 容量の設定根拠 

 設計基準対象施設として使用する補機冷却用海水取水槽(A)の容量は，基準津波による引き波

時において，海水面が海水貯留堰天端高さ（T.M.S.L.－3500mm）を下回った場合でも原子炉補

機冷却海水ポンプが継続して取水可能な容量として，海水貯留堰，スクリーン室，取水路，補

機冷却用海水取水路及び補機冷却用海水取水槽(A),(B),(C)を合わせた容量として設定する。海

水面が海水貯留堰天端高さ（T.M.S.L.－3500mm）を下回る時間として想定される時間のうち，

最大の約 16分間＊1にわたり原子炉補機冷却海水ポンプが全個（6個）運転を継続した場合にお

いても必要な水量である 2880m3を確保できる設計＊2とする。 

 重大事故等時に使用する補機冷却用海水取水槽(A)の容量は，設計基準対象施設の使用時と同

等であるため，設計基準対象施設と同仕様で設計し，2880m3を確保できる設計とする。 

 

 公称値については，原子炉補機冷却海水ポンプが全個（6 個）運転を継続した場合において

も必要な水量である 2880m3を確保する＊2ため，海水貯留堰天端高さ（T.M.S.L.－3500mm）から

原子炉補機冷却海水ポンプの設計取水可能水位（T.M.S.L.－5240mm）の水深と海水貯留堰，ス

クリーン室及び取水路の各区間における対象面積を基に算出した有効貯留容量（海水貯留

堰:6578m3，スクリーン室:1500m3 及び取水路:2015m3）である 10000m3＊3 とする。なお，有効貯

留容量の算出では，保守的に補機冷却用海水取水路及び補機冷却用海水取水槽(A),(B),(C)の各

区間における容量を考慮していない。 
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Ｖ＝Ｔ・(Ｑ／60)・ｎ＝16×（1800／60）×6 ＝ 2880(m3) ＜ 10000(m3) 

 Ｖ：容量(m3) 

 Ｔ：海水貯留堰天端高さを下回る時間(分)     ＝16 

 Ｑ：原子炉補機冷却海水ポンプ定格流量(m3/h/個)  ＝1800 

 ｎ：原子炉補機冷却海水ポンプ運転台数(個)    ＝6 

 

注記＊1 ：保守的な評価として，6,7 号機のうち，引き波により海面が海水貯留堰の天端位置

を下回る時間が長い 7号機の値を適用。（図 1参照。） 

＊2 ：詳細は，Ⅵ-1-1-3「発電用原子炉施設の自然現象等による損傷の防止に関する説明

書」のうちⅥ-1-1-3-2「津波への配慮に関する説明書」に記載する。 

＊3 ：各区間における有効貯留容量の合計値を保守的に端数処理した値。 

 

2. 個数の設定根拠 

 補機冷却用海水取水槽(A)は，設計基準対象施設として海を水源とする原子炉補機冷却海水ポ

ンプの水路として，津波による引き波時においても必要な海水を取水するのに必要な個数であ

る 1個設置する。 

 補機冷却用海水取水槽(A)は，設計基準対象施設として 1個設置しているものを重大事故等対

処設備として使用する。 
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名   称 補機冷却用海水取水槽(B) 

容 量 m3 2880以上(10000) 

個 数 ― 1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

・設計基準対象施設 

 補機冷却用海水取水槽(B)は，設計基準対象施設として基準津波による水位低下に対し，原子

炉補機冷却海水ポンプが機能維持でき，かつ，発電用原子炉の冷却に必要な海水を確保できる

設計とする。 

・重大事故等対処設備 

 6 号機の重大事故等時にその他発電用原子炉の附属施設のうち非常用取水設備として使用す

る補機冷却用海水取水槽(B)の機能は，設計基準対象施設として使用する場合と同じである。 

  

1. 容量の設定根拠 

 設計基準対象施設として使用する補機冷却用海水取水槽(B)の容量は，基準津波による引き波

時において，海水面が海水貯留堰天端高さ（T.M.S.L.－3500mm）を下回った場合でも原子炉補

機冷却海水ポンプが継続して取水可能な容量として，海水貯留堰，スクリーン室，取水路，補

機冷却用海水取水路及び補機冷却用海水取水槽(A),(B),(C)を合わせた容量として設定する。海

水面が海水貯留堰天端高さ（T.M.S.L.－3500mm）を下回る時間として想定される時間のうち，

最大の約 16分間＊1にわたり原子炉補機冷却海水ポンプが全個（6個）運転を継続した場合にお

いても必要な水量である 2880m3を確保できる設計＊2とする。 

 重大事故等時に使用する補機冷却用海水取水槽(B)の容量は，設計基準対象施設の使用時と同

等であるため，設計基準対象施設と同仕様で設計し，2880m3を確保できる設計とする。 

 

 公称値については，原子炉補機冷却海水ポンプが全個（6 個）運転を継続した場合において

も必要な水量である 2880m3を確保する＊2ため，海水貯留堰天端高さ（T.M.S.L.－3500mm）から

原子炉補機冷却海水ポンプの設計取水可能水位（T.M.S.L.－5240mm）の水深と海水貯留堰，ス

クリーン室及び取水路の各区間における対象面積を基に算出した有効貯留容量（海水貯留

堰:6578m3，スクリーン室:1500m3 及び取水路:2015m3）である 10000m3＊3 とする。なお，有効貯

留容量の算出では，保守的に補機冷却用海水取水路及び補機冷却用海水取水槽(A),(B),(C)の各

区間における容量を考慮していない。 
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Ｖ＝Ｔ・(Ｑ／60)・ｎ＝16×（1800／60）×6 ＝ 2880(m3) ＜ 10000(m3) 

 Ｖ：容量(m3) 

 Ｔ：海水貯留堰天端高さを下回る時間(分)     ＝16 

 Ｑ：原子炉補機冷却海水ポンプ定格流量(m3/h/個)  ＝1800 

 ｎ：原子炉補機冷却海水ポンプ運転台数(個)    ＝6 

 

注記＊1 ：保守的な評価として，6,7 号機のうち，引き波により海面が海水貯留堰の天端位置

を下回る時間が長い 7号機の値を適用。（図 1参照。） 

＊2 ：詳細は，Ⅵ-1-1-3「発電用原子炉施設の自然現象等による損傷の防止に関する説明

書」のうちⅥ-1-1-3-2「津波への配慮に関する説明書」に記載する。 

＊3 ：各区間における有効貯留容量の合計値を保守的に端数処理した値。 

 

2. 個数の設定根拠 

 補機冷却用海水取水槽(B)は，設計基準対象施設として海を水源とする原子炉補機冷却海水ポ

ンプの水路として，津波による引き波時においても必要な海水を取水するのに必要な個数であ

る 1個設置する。 

 補機冷却用海水取水槽(B)は，設計基準対象施設として 1個設置しているものを重大事故等対

処設備として使用する。 
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名   称 補機冷却用海水取水槽(C) 

容 量 m3 2880以上(10000) 

個 数 ― 1 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

・設計基準対象施設 

 補機冷却用海水取水槽(C)は，設計基準対象施設として基準津波による水位低下に対し，原子

炉補機冷却海水ポンプが機能維持でき，かつ，発電用原子炉の冷却に必要な海水を確保できる

設計とする。 

・重大事故等対処設備 

 6 号機の重大事故等時にその他発電用原子炉の附属施設のうち非常用取水設備として使用す

る補機冷却用海水取水槽(C)の機能は，設計基準対象施設として使用する場合と同じである。 

  

1. 容量の設定根拠 

 設計基準対象施設として使用する補機冷却用海水取水槽(C)の容量は，基準津波による引き波

時において，海水面が海水貯留堰天端高さ（T.M.S.L.－3500mm）を下回った場合でも原子炉補

機冷却海水ポンプが継続して取水可能な容量として，海水貯留堰，スクリーン室，取水路，補

機冷却用海水取水路及び補機冷却用海水取水槽(A),(B),(C)を合わせた容量として設定する。海

水面が海水貯留堰天端高さ（T.M.S.L.－3500mm）を下回る時間として想定される時間のうち，

最大の約 16分間＊1にわたり原子炉補機冷却海水ポンプが全個（6個）運転を継続した場合にお

いても必要な水量である 2880m3を確保できる設計＊2とする。 

 重大事故等時に使用する補機冷却用海水取水槽(C)の容量は，設計基準対象施設の使用時と同

等であるため，設計基準対象施設と同仕様で設計し，2880m3を確保できる設計とする。 

 

 公称値については，原子炉補機冷却海水ポンプが全個（6 個）運転を継続した場合において

も必要な水量である 2880m3を確保する＊2ため，海水貯留堰天端高さ（T.M.S.L.－3500mm）から

原子炉補機冷却海水ポンプの設計取水可能水位（T.M.S.L.－5240mm）の水深と海水貯留堰，ス

クリーン室及び取水路の各区間における対象面積を基に算出した有効貯留容量（海水貯留

堰:6578m3，スクリーン室:1500m3 及び取水路:2015m3）である 10000m3＊3 とする。なお，有効貯

留容量の算出では，保守的に補機冷却用海水取水路及び補機冷却用海水取水槽(A),(B),(C)の各

区間における容量を考慮していない。 
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Ｖ＝Ｔ・(Ｑ／60)・ｎ＝16×（1800／60）×6 ＝ 2880(m3) ＜ 10000(m3) 

 Ｖ：容量(m3) 

 Ｔ：海水貯留堰天端高さを下回る時間(分)     ＝16 

 Ｑ：原子炉補機冷却海水ポンプ定格流量(m3/h/個)  ＝1800 

 ｎ：原子炉補機冷却海水ポンプ運転台数(個)    ＝6 

 

注記＊1 ：保守的な評価として，6,7 号機のうち，引き波により海面が海水貯留堰の天端位置

を下回る時間が長い 7号機の値を適用。（図 1参照。） 

＊2 ：詳細は，Ⅵ-1-1-3「発電用原子炉施設の自然現象等による損傷の防止に関する説明

書」のうちⅥ-1-1-3-2「津波への配慮に関する説明書」に記載する。 

＊3 ：各区間における有効貯留容量の合計値を保守的に端数処理した値。 

 

2. 個数の設定根拠 

 補機冷却用海水取水槽(C)は，設計基準対象施設として海を水源とする原子炉補機冷却海水ポ

ンプの水路として，津波による引き波時においても必要な海水を取水するのに必要な個数であ

る 1個設置する。 

 補機冷却用海水取水槽(C)は，設計基準対象施設として 1個設置しているものを重大事故等対

処設備として使用する。 
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図 1 補機冷却用海水取水槽水位の時刻歴波形（基準津波，下降側，海水貯留堰有り） 

 

14分程度 7分程度 

海水貯留堰天端高さ T.M.S.L.－3500mm 

16分程度 7分程度 

海水貯留堰天端高さ T.M.S.L.－3500mm 

6号機補機冷却用海水取水槽 

7号機補機冷却用海水取水槽 


